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[インターネツトによるお客様登録のお願い 
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このたびは、ノくイオニア製品をお買い上げいたださまして、まことにありびとラございます。 
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取扱説明書の閲覧など、お客様のお役に立てるサービスの提供を目的としたページです。 
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.1 .はじめに 


付属品を巧認する 


じ(下の付属品びあることを確認してください。 
• セットアップ用マイク 
• リモコン 

•単4形乾電池(動作確認巧） X 2 
• 冉 M ループアンテナ 
• FM アンテナ 
-電源コード 
•保証書 

-取掘説明書(本書） 


U モコンに電池を入れる 



本機に付属の電池は動作確認巧のため、短期間で 
寿命となることびあります。電池を交換するとを 
は、長期間使用可能な市販のアルカ U 電池をお勧 
めします。 

〇重要 

電池を誤って使用すると液漏れや破裂の危険びあ 
ります。巧のま意を守ってください。 

-新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使 
巧しないで < ださい。 

• 乾電地のプラスとマイナスの向をを電池ケース 
の表示どおりに正しく入れてください。 

-乾電池には同じ形状でち電圧の異なるをのびあ 
ります。種類の違ラ乾電池を混ぜて使巧しない 
で < ださい。 

•不要となった電池を廃棄する場合は、各地方自 
治体の指示(条例)に従って姐理してください。 

•電池を直射曰光の強いところや、炎天下の車内’ 
ストープの前などの高温の場所で使用-放置し 
ないでください。電池の液漏れ、発熱、破裂、 
発火の原因になります。また、電油の性能や寿 
命び低下ずることがあります。 


リモコンの操作轟囲 


本機を U モコンで操作ずるときは、 I 」モコンをフ〇 
ントパネルのリモコン信号受光部に向けてください。 
U モコンと本機との間に障害物びあったり、 U モ 
コン受光部との角度び悪いと操作でをない場合び 
ありまず。 

U モコン受光部に直射日光や壁光むなどの強い光 
が当たると誤動作することびあります。 

ホが線を出す機器の近くで本機を使用したり、ホ 
斜線を利用した他の I 」モコンを使用すると、本機 
び誤動作することびあります。逆に本機のリモコ 
ンを操作すると、他の機器を誤動作させることち 
あります。 



設置にごいて 


放熱のため、本機の上に物を置いたり、巧やシー 
卜などをかぶせた状態でのご使巧は絶対におやめ 
ください。異常発熱により故障の原因となる場合 
びあ0ます。 



A ま意 

本機を設置する場合には、壁から巳 cm 切上の間 
隔をおいて<ださい。また、放熱をよ<ずるため 
に、他の機器との間はみし離して設置してくださ 
い。ラックなどに入れるときには、本機の天面か 
610 cm じ(上、背面から已 cm じ(上、側面から 
已 cm 政上のすきまをあけてください。内部に熱 
びこをり、火災の原因となることびあります。 


10 cm 社離す 
本機 • 广 


J . 本機の設定の流れ 


本機はをくの機能 や 端 デを 装備した本格的な AV 
アンプでずび、政下の手順で設定をするだけで簡 
単に ホームシアターを 楽しむことびで去ます。 
手順の色は、切下の意味を表していまず。 


必ず行ラ手順 


〔必要に応じて行5手順 I 


♦ ♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦く''ウ 
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.1 .る部のを郝 



1電源む 

本機の電源をオン/オフ（スタンノ くイ）にします。 

2入力切り換えボタン 

本機の入力を切り換えます。（一1已ページ） 

アンダーラインび付いている入力を選ぶと、リモ 
コンでその入力に対応したパイオニア製の他機器 
を操作でさるよラになります。 

-他機器操作の U モコンコードを変更することは 
で走ません。 

3 IAV アンプ I 

リモコンを本機の操作モードに切り換えます。ま 
た、ホームメニュー設定などを行ラときに使用し 
まず。 

4アンプ操作ボタン 

し^下のアンプ操作は IAV アンプ 1 ボタンを巧してから 
行います。 

スリープ 

ス U —プタイマーを設定します。30分、巨0 
分、目□分の中から設定した時間び経過する 
と、本機の電源びオフ（スタンバイ）になりま 
す。設定後に スリープ ボタンを押すと、タイ 
マーの経過時間を確認でをます。 

スピーカー 切換 

音声を出力するスピーカー端デを切り換えま 
す(一7ページ)。 

ディ マー 

フ□ン トパネル表を部の明るさを切り換えます。 

状態確認 

本機の表示を切り換えます。（選択している 
入力によっては、プリアウト設定や UP MIX 
設定の内容を確認でさます。） 

下のチューナー操作は TUNER ボタンを押して 
から行います。 


表示 

記憶させた放送局の名前を表示します(^22 
ぺージ)。 
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UTF のプレーヤー操作は BD や DVD ボタンを押し 
てか日巧います。 

音声切換 

ブルーレイディスクや DVD の音声を切り換え 
ます。 

表示 

プルーレイディスクや DVD のディスク I 睛報を 
表のします。 

呂アンプ/他機器操作•設定ボタン 

じ(下のアンプ操作は lAV アンプ I ボタンを巧してから 
行いまず。 

ッール 

本機のサラウンド効果の設定などを行います 
(一2已ページ)。 

ホ ー ムメ ニュー 

ホー 1\ 乂ニュ ー画面を表术して本機の各種設 
定を行います卜27ぺージ)。 

戻る 

本機のホームメニュー設定や各種メニュー画 
面で1つ前の画面に戻りまず。 

切下のチューナー操作は TUNER ボタンを巧して 
から行います。 

ッール 

記憶させた放送局を呼び出したり、名前を変 
更ずる時に使用します(一22ページ)。 

じ(下のプレーヤー操作は BD や DVD ボタンを巧し 
てから行います。 

トップメニュー 

プルーレイディスクなどのトップメニューを 
表のします。 

メニュ ー 

DVD などの六ニュー画面を表示します。 

ホ ー ムメ ニュー 

ホーム六ニュー画面を表示しまず。 

戻る _ 

メニュー画面で1つ前の画面に戻りまず。 

切下の iPod 操作は iPod USB ボタンを押してから 
行いまず。 

iPod コント□—ル 

iPod の操作を本機側と iPod 側とで切り撰え 
ます(一] 7ページ)。 


6 言！^ 和 一 / ENTER 

本機のホームメニュー設定などの操作に使用しま 
す。また 、 t ♦はラジオの放送局を合わせるために、 
仁-►は記憶した放送局の呼び出しに使用します。 

7他機器操作ボタン 

►、■などのボタン操作は入力切り換えボタンで 
操作する機器を選択してから行います。 

し^下のチューナー操作は TUNER ボタンを押して 
から行います。 

パンド 

冉 M と FMSTERE0 (ステレオ)、 FM MONO 
(モノラル)を切り換えまず(一吕2ページ)。 

選局 +/— 

記憶した放送局の呼び出しに使用しまず。 

チューニング +/- 

ラジオの放を局を合わせるために使用します。 

8 ECO 

本磯をエコモードに切り換えます卜23ぺージ)。 

9 S . レトリパー 

サウンドレト U バー機能のオン/オフを切り換え 
ます(一吕4ページ)。 

10 IJ スニングモードボタン 
AUT 0 /DIRECT 

オートサラウンド再生やタイレクト再生に切 
り換えます(一23ページ)。 

ALC/STANDARD 

サラウンド再生やオートレベルコント□ール 
モー问こ切り換えます(一23ページ)。 

ADV SURR 

アドバンスドサラウンド再生やフ□ントサ 
ラウンド.ア ドバンス再生に切り換えます 
(一23ぺージ)。 

SOUND WING 

サウンドウイングモードに切り換えます 
(一23ぺージ)。 

11音量 + /- 

本機の音量を調節します(一1巨ページ)。 

。消音 

消音します。をラー度巧すと解除されます。 


































































各部の名称 



2 3 4 


5 6 7 8910 11 


1 c !) STAND 巳 Y / ON ボタン 

本機の電源をオン/オフ(スタンバイ）にします。 

2 PHONES 端子 

へッドホンを接続します(一17ぺージ)。 

3 PORTA 日 LE/MCACC SETUP M に端テ 

携帯音楽プレーヤーなどを接続して、本機で音楽 
を楽しめます。 

また、スピーカーの自動設定を行うときに、付属の 
セットアップ巧マイクを接続しまず(一1已ページ)。 

4 U モコン信号受光部 

「 U モコンの操作範囲」をご覧ください（一3ペー 
ジ)。 

呂表示部 

r ディスプレイ」をご覧くださいいち訊。 

6 MCACC インジケーター 

アコースティックキヤ U ブレーション E 曰をオン 
にしているとをに点なしまず(-►吕巳ページ)。 

7 HDMI インジケーター 

HDMI 対応機器と接続処理中に点ミ威し、接続び売 
了ずると点'なします(一14ページ)。 


8 INPUT SELECTOR ボタン 

本機の入力を切り換えます(一1巨ページ)。 

9 iPod iPhone DIRECT CONTROL ボ 
タン 

本機の入力び iPod に切り換わり、 iPod の各種操 
作妍 Pad 本体でできるようになります卜17ぺ一 
ジ)。 

10 iPod iPhone US 己端モ 

iPod またはマスストレージクラスに対応した 
US 巨メモ1」一を接続して再生することびでさます 
(一13、]4ぺージ)。 

11 MASTER VOLUME ダイヤル 

音量を調節しまず。 


A ミち意 

製品の仕様により、本体部や I 」モコン(付属の場合)のスイッチを操作することで表示部びすべて消えた状 
態となり、電源プラグをコンセントから损いた状態と変わらなく見える場合びありますび、電源の供給は 
停止していません。製品を電源から完全に遮断するためには、電源プラグ(遮断装置)をコンセントから抜 
く必要びあります。製品はコンセントの近くで、電源プラグ(遮断装置)に容易に手び届くように設置し、 
旅行などで長期間ご使用にならないときは電源プラグをコンセントから损いてください。义がの原因とな 
ることびあ0ます。 


1ドルビーデジタルインジケーター 
□□ D 

ドルビーデジタル信号び入力されているとさ 
に点なします。 

□□ TrueHD 

ドルビー TrueHD 信号び入力されているとを 
に点なします。 

□□ D + 

ドルビーデジタルプラス信号び入力されてい 
るとをに点なします。 

EX 

ドルビーデジタルサラウンド EX デコードを 
行っているとをに点なします。 

PLII ( x / z ) 

ドルビープ □ □ジック11、ドルビープ□ロジッ 
ク llx またはドルビープ□□ジック llz デコード 
を行っているときに点なします。 

2 DTS インジケーター 
DTS 

DTS 信号び入力されているときに点なしま 
す。 

HD 

DTS - EXPRESS または DTS - HD 信号び入力 
されているとさに点なしまず。 

ES 

DTS - ES デコードを行っているときに点灯し 
ます。 

96/24 

DTS 96/吕4信号び入力されているときに点 
なします。 


3リスニンクモードインジケーター 
AT 

オートサラウンドモード選択時に点なします 
(一23ぺージ)。 

DIR 

U スニングモードで DIRE 巳 T または PURE 
DIRECT モードび選択されているとさに点な 
しまず(一23ページ)。 

4音声信号インジケーター 
D 

デジタル音声信号を選択しているとさに点な 
します。選んだ入力にデジタル信号び入力さ 
れていないとさは点滅します。 

HDMI 

HDMI 信号を選択しているとをに点なします。 
選んだ入力に HDMI 信号び入力されていない 
とさは点滅します。 

呂 iPod / USB インジケーター 
〇 

U ピート再生中に点むしまず。 

八 

シャッフル再生中に点灯します。 

百スリープタイマーインジケーター 

ス U - プタイマー設定時に点灯しまず卜4ぺージ)。 

7キャラクター表示部 

通常は上段に I 」スニングモードと音量、下段に入 
力び表おされますび、操作時や各種設定時は異な 
りまず。 
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.1. スピーカーの接続 


スピーカーの 配置/巧 用 パ ターン 
を選ぶ 


本機はさまざまなサラウンドシステムに対応して 
おり、お手持ちのスピーカーの数にあわせて最適 
なシステムを構築することびでをます。 

• フ□ントスピーカー左ち ( L / R ) は必ず接続して 
<ださい。 

政下のプラン 【 A 】 〜 [ D 】 の中からサラウンドシ 
ステムを選んで < ださい。 

〇重要 

•プラン 【 A ] U ^ 外のシステムを選んだ場合は、ス 
ピーカーシステムの設定び必要です（一27 
ページ)。 

• パイオニア製パッシブサブウーファー 
S-SLW 已〇〇はプラン [ A 】 およびプラン [ B 】 
のみ接続できます。プラン tC 】 およびプラン 
【 D ] でサブウーファーを接続する場合は、ア 
ンプ内蔵タイプを使用し、本機の PREOUT 
SU 日 W 曰 OFER 端デに接続してください。 


【 A 】 己 . Ich サラウンドシステム 

スピーカーシステムの設定 ： Normal (工場出荷 
時の設定） 



フ□ント左も ( L / R )、 センター ( C )、 サラウンド 
左ち ( SL / SR ) の备スピーカーと、サブウーファー 
( SW ) を接続して、臨場感あみれる已 . Ich のサラ 
ウンドサウンドび楽しめます。 


【日] 3. Ich サラウンドシステム& 
スピーカー 日接続 

スピーカーシステムの設定 ： Speaker B 



3.1 ch サラウンドシステム（メインシステム）のほ 
かに、スピーカー B システムを接続して、メイン 
システムと同じ音声をステレオで楽しむことびで 
さます。 

•スピーカー B を使用しているとをは、メインシ 
ステムではフ□ント/センタースピーカーおよ 
びサブウーファーのみ音び出ます。 

• スピーカー日ではサブウーファーを接続でさま 
せんので、フルレンジスピーカーを使用してく 
ださい。 
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【 C 】4. Ich サラウンドシステム& 
フ□ント 八"イアンプ接続^ 

スピーカーシステムの設定： Bi-Amp 



フ□ントスピーカーを高音質(バイアンプ)で再生 
可能な 4.1 ch サラウンドシステムでず。 

•フ□ントバイアンプ接続を行った場合、フ〇 
ント/サラウンドスピーカーおよびサブウー 
ファーのみ音び出ます。 

• フ□ントスピーカーをバイアンプ接続する場合 
は、バイアンプ対応スピーカーび必要です。 


【 D 】6. Ich サラウンドシステム 
(サラウンドバック） I 

スピーカーシステムの設定 ： SB Single 



プラン [ A ] にサラウンドバックスピーカー ( SB ) 
] 台を追加し、後方の臨場感が増した巨. Ich サラ 
ウンドシステムです。この接続方法の場合、サブ 
ウーファーはアンプ内蔵タイプをご使用ください。 


サラウンドスピーカーまたはフ□ント 
パイトスピーカーを追加ずる 

サラウンドバックスピーカー ( SBL / S 日 R ) または 
フ□ント八イトスピーカー ( FHL / FHR ) をプラン 
[ A 】 またはプランに]に追加して、最大 7.1 ch で 
サラウンド再をすることびでをまず。（プラン 【 C 】 
は最大巨.1 ch までです。） 




〇重要 

-サラウンドバック（左/ち）またはフ□ント八イ 
トスピーカーを接続するには、別途が部アンプ 
び必要です。詳しくは、8ページをご覧ください。 












































スピーカーの接続 


r スピーカー配置について 

スピーカー配置で音質に該響のあるポイントにつ 
いて、 UTF の点を参考にしてください。 

•フロント左ちスピーカーは、それぞれテレビか 
ら等距離になるよラに配置してください。 

-ブラウン管テレビの近くにスピーカーを配置す 
る場合は、防磁型のスピーカーを使用するか、 
スピーカーをテレビから離して<ださい。 

•センタースピーカーは、テレビの音をより自然 
に再生するために、テレビの上か下に配置して 
ください。また、視聴位置からセンタースピー 
カーの距離は、フ□ントスピーカーの距離より 
を近くならないようにしてください。 

•サラウンドスピーカーは、視聴位置での耳の高 
さから已〇 cm 〜日〇 cm 上方に、少し下向き 
に配置してください。また、左ちのスピーカー 
び向さ合わないよラに設置して < ださい。 

• 7.1 チヤンネル(サラウンドバック）システムの 
スピーカー 配置 例で、 サラウンド スピーカーを 
U スニングポジションの真横に配置でをないと 
きは、本機の UP MIX 機能を日 FF にしてサラウ 
ンドサウンドを補正します。詳しくは rUP MIX 
機能を使ラ」（一24ページ)をご覽ください。 

•フ□ント八イトスピーカーは、フ□ントスピー 
カーの真上] m 挡上の高さに設置してください。 

A ミち意 

センタースピーカーをテレビの上に置くときは必 
ず適切な方法で固定して<ださい。地震などの 
振動によりスピーカーび落下して人びけびをした 
り、物を破損する原因となります。 

〇重要 

• S-HV 已曰 0 -LR や S - HV 600巨などのスピー 
カーは設置方法び指定されていることびありま 
す。詳しくは、スピーカーに付属の取扱説明書 
ご覽ください。 

• サラウンドバック（左/ち）またはフ□ント A 
イトスピーカーを接続ずる場合は、別途が部 
アンプが必要です。列部アンプを本機の PRE 
OUT SURR BACK/FRONT HEIGHT 端テに 

接続し、外部アンプにサラウンドバックまたは 
フ□ント八イトスピーカーを接続します（^扫 
ページ)。また、プ U アウト端デの設定を、サ 
ラウンドバックスピーカーを接続した場合は 


「 SURR . BACK 」 に、フ□ント八イトスピーカー 
を接続した場合は 「 HEIGHT 」 に してください 
(サラウンドバックまたはフ□ント八イトのい 
ずれのスピーカー电接続しない場含は、プリア 
ウト端子の設定は関係しません）（一2目ペー 
ジ)。 


スピーカーを接続ずる 


本機は最低2本のスピーカー（図のフ□ントス 
ピーカー)び接続されていれば宣を再生で定ます 
び、センター/サラウンドスピーカーとサブウー 
ファーを接続して已 .1 ch サラウンドシステムに 
することをお勧めします。なお、サブウーファー 
を使用しないときは、フ□ントスピーカーの設定 
を 「 LARGE 」 に設定してください ( r スピーカーの 
設定を行う」（一27ぺージ)をご覧ください)。 
スピーカー端子について、視聴位置のち側にある 
スピーカーは R 端子に、左側にあるスピーカーは 
L 端子につなざまず。接続するとをは、スピーカー 
の極性 ( + /-) と本機の極性 ( + /-) を必ず合わ 
せて < ださい。 

スピーカー 巨端子に 2 本の スピーカーを 接続し 
て、他の部屋でステレオ音声を聞くことわでさま 
す。 スピーカ ー端デの切り換えについては、ち記 
をご覽ください。 

•スピーカーは、インピーダンスび4 n 〜]巨 Q 
のスピーカーをご使用 < ださい。 

ずべての接続び終わってから、最後に電源コード 
をコンセントに差し込んでください。 


r スピーカーコードをち続する 

( J ) スピーカーコー ドの巧端をねじる。 

スピー れ —端子を緩め、スピーカーコー 
ドを差し込む。 

d ) スピーカー 端子をしめる。 



スピーカー 端テについて 

スピーカーコードを接続ずるとをは、お線をしっ 
かりねじり、スピーカー端子からはみ出していな 
いことを確認してください。芯線び U アパネルに 
接軸したり、お線どラしび接軸ずるとイ呆護回路び 
働いて電源び切れる（スタンバイ状態になる）こと 
びあ0ます。 

接続には市販のスピーカーコードとオーディオコー 
ドをご使用ください。音質をよくするためには、よ 
り高品質なスピーカーコードをご使巧ください。 

A ミ主意 

スピーカー端子には非常に高い電圧び出力されま 
す。感電の危険を避けるため、スピーカーを接続 
する前に必ず電源コードを掠いて<ださい。 

■ スピーカーケーブルの芯線を 
本体に接触させない 


禁止 



スピーカーケーブ j レのお線び本体 
金属部に触れると、スピーカーを 
破損し、発煙•発火になる恐れびあ 
りまず。 

スピーカーケースレは確実に差し 
込み、簡単に抜けないことを確認 
、して < ださい。 

、 _ イ 


f サラウンドバックまたはフ□ント 

I 八イトスピーカーを接続ずる 

本機の PRE OUT SURR BACK/FRONT HEIGHT 

端デにアンプを接続し、そのアンプとサラウンド 
バックまたはフ□ント A イトスピーカーを接続す 
ることで、 7.1 ch 再生を行ラことびできます。 


サラウンドバックまたはフ□ント八イトスピー 
カーを接続した場合は、プリアウト端子の設定 
び必要です(一29ページ)。 

サラウンドバックスピーカーを]本だけ接続 
するとさは、サラウンドバックスピーカーをア 
ンプの L 側のスピーカー端デに接続し、本機の— 
L ( Single ) 端テとアンプの L 端デを接続します。 接 


r スピーカー 端子の切0換え 

音声を出力するスピーカー端子を3種類の中から 
切り換えることびでさまず。 

な） スピーカー 切換ボタンを押して、 スピー 
カー 端子を切り換える。 

ボタンを押すたびに、じ(下のよラにスピーカーシ 
端テび切り換わります。 

• SP:A ON -スピーカー端子 A に接続された 
スピーカーおよび PRE OUT SURR BACK / 

FRONT HEIGHT 端子と接続したアンプのス 
ピーカーから音び出ます(サラウンド再生び可 
能です)。 

• SP:B ON -スピーカー端子 B に接続された 
スピーカーから音び出まず(ステレオ再生とな 
ります)。 

• SP : A+B ON -上記 A と B の音声び同時に出 
力されます。 STEREO または STEREO ALC 

モードを選択しているとをは、マルチチヤンネ 
ル音声はダウン S ックスされて A および B から 
ステレオ音声で出力されます。 

• SP : OFF - すべての スピーカーから 音は出ま 
せん。 

巧 お巧旧だ 

• SP:B ON および SP : A+B ON の設定は、ス 
ピーカーシステムの設定（一27ページ）を 
Speaker B にしているときのみ還択できまず。 

•サブウーファーからの音声出力は、スピーカー 
の設定(^28ぺージ)の設定にぶって出るとを 
と出ないと去びあります。また、 SP : B 0 N を 
選択しているときは LFE チヤンネルはダウン 
S ックスされないため、サブウーファーからは 
音び出ません。 



















スピーカーの 接続 


一般的なサラウンド接続（プラン 【 A 】 /【引/ 【 D 】） 


フ□ントち 
スピーカー 

R 


センタースピーカー 


フ□ント左 
スピーカー 


プラン 【 A 】 またはに】； 
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サラウンドノ くツクまたはフ□ントノ V イト 
チヤンネル用アンプ 


フ□ントバイアンプ接続（プラン 【 C 】） 


フ□ントち 
スピーカー 

R 


フ□ント左 
スピーカー 



サラウンドノ f ックまたは アンプ内蔵 

フ□ント A イト ヴブウーフア ー 

チヤンネル用アンプ 


ヴラウンドちサラウンド左 
スピーカー スピーカー 


0重要 

•SPEAKERS SU 巨 WOOFER 端子は、ノてイオニア製>/てッシプサプウーファー S - SLW 已〇〇 
接続巧の専用端子です。その他のサブウーファーを接続する場合は、アンプ巧蔵タイプを 
使用し、 PRE 曰 UT SU 日 W 曰 OFER 端テに接続してください。 

• パッシブサブウーファー S - SLW 已00とアンプ内蔵サブウーファーはどち5か一方のみ接 
続して<ださい。両方接続すると、正しいサウンドで再生されません。 















































































































































.■.機器の接続 


機器の接続を巧う前 I ; 


0重要 

•機器の接続を巧ラとをは、必ず電源を切り、電 
源コードをコンセントから振いて < ださい。 

-電源コードを损くときは、必ず本機の電源を切つ 
てから巧いてください。 


r 再を機器とテレビの接続について 

本機はコンポジット（ビデオ)端子で入力した映儘 
信号を変換して H D M I 端子から出力でさるビデオ 
コンバーターを搭載しています。 

- HDMI 端子から入力した映像信号をコンポジッ 
卜（ビデオ）端子から出力することはでをませ 
ん。テレビに HDMI 入力端テび無い場合は、再 
生機器とテレビの両方をコンボジット（ビデオ） 
で本機に接続してください。 

•入力された信号によっては、ビデオコンバー 
ターび働かずに映儘び出力されないことびあり 
まず。その場合はビデオコンバーターの設定 
(一2日ぺージ)を OFF にして、再生機器とテレ 
ビの両方を同じタイプのケーブ J レで本機に接続 
して < ださい。 


r 接続ケ—ブルについて 

ケーブルを本機の上や近くに置かないよラ注意し 
てください。ケーブルび本機の上に置かれている 
と、本機の電源装置から磁場び生じて、スピーカー 
から雑音び発生する ことびあり ます。 


HDMI ケーブル 

1本のケープルで映像信号と音声信号の両方を伝 
をします。テレビと再生機器を、本機を経由して 
接続する場合は、両方の機器を HDMI ケーブルで 
接続してください。 



- HDVII 端子に接続するとをはケーブル端子の向 
をを合わせて接続します。 

巧 がの百だ 

-「オーディオ調整機能を使う」の HDMI 設定 
(一吕巨べージ)で THROUGH を選択している 
ときは、 HDMI 対応機器の音声はテレビから 
出力されます(本機からは音声は出力されませ 
ん)。 

-映像信号びテレビの画面に表おされない場合 
は、 HDMI 対応機器やテレビの解像度の設定を 
調整してみてください。なお、機器(テレビゲー 
ム機など）によっては解像度の設定びでさない 
ことびありまず。このとさは（アナ□グの）ビデ 
オケープルで接続して < ださい。 

• HDMI の映像 f 言号わ'':、480し 480 p 、 已7己 i ま 
たは巳 76 p のとさは、マルチチヤンネル PCM 音 
声および HD 音声を受信することはでをません。 


アナ□グオーディオケーブル(ホ/白） 

アナ□グのオーディオ機器を接続するには、オー 
ディオケーブルを使用します。一般的な赤/白プ 
ラグのケープルで、ホいプラグを R (ち)端子に、 
白いプラグを L (左)端子に接続しまず。 



デジタル機器と本機を接続するには、巿販の同軸 
デジタルケーブルまたは光デジタルケーブルを使 
巧します。 



夕 おなをせ 

•光デジタルケーブルを接続するとをは、端デの 
向をを合わせてしっかり奥まで差し込んでくだ 
さい。誤った向さでむりやり挿入すると、端デ 
び変形し、ケーブルを抜いてちシャッターび開 
まらな < なることびあ0ます。 

-光デジタルケープルは、急な角度に折り曲げ 
ないでください。な管ずるとをは、直径び]已 
cmL 以上になるよラにして < ださい。 

-同軸デジタルケープルは、一般的なビデオケー 
プルで代巧でをます。 


ビデオケーブル(黄） 

一般的な映像巧ケーブルで、黄色の映像端デ(コン 
ポジツト)に接続します。 



讓 
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機器の接続 


テレビや ブルーレ イデ イスクプレーヤー などを接続する 


[ Udmi ケーブルによる接続 

テレビと再生機器(ブルーレイディスクプレーヤーや DVD プレーヤーなど)の両方 
に HDVII 端子びある場合は、市販の HDMI ケーブルを使用して本機に接続しまず。 
テレビの音声を本機で聴く場含、政下の接続や設定び必要です。 

• お手持ちのテレビびオーディオリターンチャンネル ( ARC ) に対応していない場 
合は、図のよラにオーディオケーブルで音声の接続を行ってください 。 HDMI 
ケープルのみの接続では、テレビの音声を本機で聞くことびでをません。 

• お手持ちのテレビび才ーディオリターンチャンネル ( ARC ) に対応している場合 
は、 HDMI ケーブルを通じてテレビの音声を本機に入力でをまず。この場を、 
HDMI 設定の冉 RC を日 N に設定してください(一31ぺージ’)。 


HDMI について 

HDMKHigh-Definition Multimedia Interface ) とは1本のケーブルで映儘と音声 
を受信するデジタル伝送規格です。ディスプレイ接続技術の DVKDigital Visual 
Interface ) を家庭向けのオーディオ機器用にアレンジしたものであり、高い帯域 
幅のデジタル内容保護 ( HDCP ) を実現した巧世代テレビ向けのインターフてース 
規格です。 

本機では、 HDMI 対応機器と HDMI 対応のフラツトテレビなどを接続すること 
で、圧縮されていないデジタル映像と音声（ドルビーデジタル、 DTS 、 MPE 白-2 
冉 AC 、 またはリニア PCM ) を]本のケーブルで伝送できます。ドルビー TrueHD 
や DTS-HD Master Audi □などの□スレスデジタル音声 フォー マツトにも対応し 
ていまず。接続には HDMI ケープルをお使いください。 

本機は HDMI 機器との接続を目的として設計されていまず。 DVI 機器に接続した 
場合、 DVI 機器によっては正常に動作しない場合びあります。 

本機は高画質規格の Deep Col □「出力や x . v . Color の伝送も可能です。 （ x . v.Colar 
は ソニー 株式会社の商標です)。 

HDMI、HDMI □コ L および High-Definition Multimedia Interface は 、 HDMI 
Licensing , LLC の米国とその他の国における商標または登録商標です。 
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HDM 网応テレビ 












































































































機器の接続 


r 巧を機おに HDMI 出力がない場合のち続 

テレビに HDMI 入力端子びあり、再生機器に HDMI 出力端 
子びない場合は、テレビのみ HDMI で接続します。本機の 
ビデオコンバーター機能により、コンポジットで入力され 
た映儘信号を HDMI でテレビに出力でをます。 

テレビの音声を本機で聴く場合、政下の接続や設定び必要 
でず。 

-お手持ちのテレビびオーディオ U ターンチトンネル 
( ARC ) に対応していない場合は、図のように才ーディオ 
ケーブルで音声の接続を行ってくださし)。 HDMI ケーブ 
ルのみの接続では、テレビの音声を本機で聞くことびで 
をません。 


-お手持ちのテレビびオーディオ U ターンチトンネル 
( ARC ) に対応している場合は、 HDVII ケーブルを通じて 
テレビの音声を本機に入力でさます。この場合 、 HDMI 
設定の ARC を ON に設定してください(一31ぺージ)。 

夕巧巧旧だ 

-再生機器を同軸デジタルケーブルまたは光デジタルケー 
ブルで接続した場合は、 CD または DIGITAL AUX 入力 
を選んでください(一] 6ページ)。 



[テレビに HDMI 端子がない場合の接続 

テレビに HDMI 端デびない場合は、それぞれの機器を音声および映儘 
ケープルで接続します。 



讓 


巧おがをせ 

•再生機器を同軸デジタルケーブルまたは光デジタルケーブルで接 
続した場合は、 CD または DIGITAL AUX 入力を選んでください 
(一1日ページ)。 
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機器の接続 


BLUETOOTH アダプターを接続する 


別売 D の BLUETOOTH アダプター冉 S - 曰 T ] 00または AS - 巨 T 200 
を本機に接続するだけで、6/り e わがわ機能搭載機器(携帯電話、デジ 
タル音楽プレーヤーなど)の音楽をワイヤレスで楽しむことびでを 
ます。 

S 山が00化機能搭載機器の音楽の再生については 、 「BLUETOOTH 
アダプターを使用してワイヤレスで音楽を楽しむ」（一 2] ページ） 
をご覧ください。 

〇重要 

-臣 LUET 00 TH アダプターを本機に接続した状態で、本機を移動 
させないでください。破損や接触不良の原因となります。 





61 _北下 0 曰〜ァダプター 


巧おがらせ 

-本機で S / ue わがわ機能搭載機器の音楽を再生するには 、 Bluetooth 
機能搭載機器びプ□ファイル： A 2 DP に対応している必要びあ 
ります。 

-すべての S / ue わがわ機能搭載機器との接続動作を巧罰ずるもので 
はありません。 


LAN 端子でネットワークに接続する 


L 冉 N 端子を使ってネットワークに接続することで、インターネッ 
トラジオを聴くことびでさまず。また、同ーネットワーク上にある 
パソコンなどに保をされている音楽ファイルを、本磯で再生するこ 
とびでをます。 

-インターネットラジオを聴くには、インターネットサービスを提 
供しているプ□バイターとの契約-料金び別途必要です。 



本機の LAN 端テとルーター （ DHCP サーバー機能付をなど）の 
LAN 端子をストレート LAN ケーブルに AT - 已な上)で接続します。 

• ルーターの DHCP サーバー機能をオンにします。ルーターに 
DHCP サーバー機能びない場合はネットワークを手動で設定す 
る必要びあります。詳しくは r ネットワークの設定を行ラ」卜20 
ページ)をご覧ください。 



LAN 端子の仕様 

• LAN (10/1 0 0) 端子：1系統、1 0 BASE - T /100 BASE-TX 
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巧 お巧旧だ 

•弊社ではお客様のネットワーク接続環境、接続機器に関連する通 
信エラーや不具合について、一切の責任を負いかねます。あらか 
じめご了承ください。プ□バイダーまたは各接続機器のメーカー 
にお問い合わせください。 

• 外部コンテンツのアクセスには高速インターネットへの接続び必 
要であり、プ□バイダへの登録や契約び必要となります。第兰着 
び提なするコンテンツのサービスは、予告なく、変更、中断、中 
止される可能性びあり、パイオニアは、そのよラな事態に巧して 
いかなる責任ち負いません。パイオニアは、外部コンテンツの提 
なサービスの継続や利用可能期間について、いかなる保罰わしま 
せん。 


pi 線 LAN で接続ずる 

•別売りの無線 LAN コンパ’一夕一 ( AS - WL 30 0) を接続して、本 
機をワイヤレスでネットワークに接続で去ます。 

•詳しくは、無線 LAN コンバーターに付属の取振説明書をご覧く 
ださい。 



無線 LAN コンノ（一夕一 ( AS - WL 300) 


































































































機器の接続 


アジテナを接続する 


AM ループアンテナと FM アンテナを下図のよラに接続します。受 
信状態と音質を良好にするには外部アンテナの接続をお勧めします 
(「外部アンテナを接続する」（^ち記)をご覧くださぃ)。 



の 端子のツメを開いて付属の AM アンテナコードを確実 
に差し込み、ツメを閉じて固定ずる。 

( g ) AM ループア ンテナを組み立てる。 

AM ループアンテナは図 a 〜 b をご覧になり組み立ててください。 

d ) 受信状態び良くて平6な場所に AM アンテナを設置ず 
る。 

( S ) 付属の FM アンテナを FM アンテナ端子に接続ずる。 

FM アンテナは、受信状態を良好にずるために壁や窓枠などにおつ 
て縦方向に十分に伸ばしてください。 


r か部アンテナをち続する 

FM の受信感度を上げるために 

F 型コネクターを使って、屋列用 FM アンテナを接続します。 



F 型 コネクター 


AM の受信感度を上げるために 

付属の AM ループアンテナを接続したまま、日 m 〜巨 m の長さの 
AM が部アンテナ（ビニール被覆線)を AM L 曰 OP 端テに接続しま 
ず。屋外に設置ずるとをは、受信感度を上げるためアンテナを水平 
に伸ばして使用して < ださい。 

冉 M が部アンテナを接続してち、 

AM ループアンテナは外さない 



iPod を接続する 


iPod を接続して、 iPod の音楽を本機で楽しめまず。接続には iPod 
に付属のケープルを使巧します。 

iPod の再生については、 「 iPod をつないで再生する」 （一] 7ページ） 
をご覽ください。 



夕 おがらせ 

- iPod の接続については、 iPod に付属の取掘説明書もご覧ください。 
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機器の接続 


.1 .接続が够わった6 


USB メモリーを接続する 


お手持ちの USB メモ I 」一を接続して、 US 巨メモリーに記録されて 
いる音楽ファイルを本機で再生でをます。 

US 巨;)<モリーの再生については、 「 US 巨メモ U - を再生する」 
(一18ページ)をご覧ください。 



巧溯5せ 

• 本機とパソコンを US 巨ケーブルで接続して音楽ファイルを再生 
することはでをません。本機び対応している US 巨メモリーは、 
外付け八ードディスクや携帯フラッシュ六モリー、マルチカード 
リーダー、デジタルカメラ、デジタルオーディオ再生機 fAT ] 6、 
FAT 32 のフォーマットに対応)などの US 目マスストレージクラ 
スに属する機器です。 

-本機ではずべての US 巨メモ U —の再生、および電源の供給を 
イ呆証でをない場をびあります。また、本機と接続したことで、 
US 日メモ U —のファイルび万一損失した場合、当社は一切の責 
任を負ラことびでをませんので、あらかじめご了承ください。 


前面端子に音青機器を接続する 


前面端デに音声機器を接続して U モコンの PORTABLE ボタンを拥 
すと、本機で簡単に音声を楽しめます。 

接続には、巿販のステレオ S ニプラグ付去ケープルを使巧します。 



デジタル音楽プレーヤーなど 


電源コードをつなぐ 


すべての接続び終了したら、電源コードを家庭巧電源コンセント 
(冉仁100 V )に接続します。 

A 警告 

本機の電源コードは着脱式になっていまずび、付属しているコード 
(電流容量] 0 A 、 機器側吕 P プラグインソケット方式) U (がの電源 
コードはご使用にならないでください。 



夕 おがらせ 

-電源コードをコンセントに差し込むと本機の電源びオフ（スタン 
バイ）になります。この隙、2砂から10秒間、 HDMI に関する 
初期化動作を行います。初期化中は HDVII インジケーターび点 
滅しまずので、点滅び終了してから本機の操作を行ってください。 
HDMI 設定のコント□-ル機能を OFF にすることで、この処理 
は行われなくなります(一31ぺージ)。 

-旅行などで長期間本機を使巧しない場をは、必ず電源コンセント 
から電源コードを旅いておいてください。 


電源コードを揣くとをは必ず本機の電源をオフ（スタンバイ）にし 
て < ださい。 


デモ表巧を招除する 


本機の電源びオンの状態でしばらく操作をしていないとをに、フロ 
ントパネル表示部にさまざまな表示を行います(デモ表示)。デモ表 
示はオフにすることびできます (一 30ページ)。 

-スピーカーの自動設定 (一 1已ページ)を行ラと、デモ表示は自動 
的に解除されます。 


14 






























































■写本設定 


才ート MC 冉 CC (Multi Channel ACoustic 
Calibration System ) 設定では、スピーカーの 
大ささや U スニングポジションからの距離などを 
測定し、各スピーカーの出力遅延と出カレベルを 
調節しまず。また部屋の暗騒音まで考慮した視聴 
環境の周波数特性の測定を行い、スピーカーシス 
テム全体の周波数バランスち調節します。設定は 
スピーカーから出力されるテスト I -ーンを付属の 
セットアップマイクで測定し、辭析します。 

A 注意 

• 才ート MCACCi 受定では、テスト I ンび大音 
量で出力されます。 

巧お巧らせ 

• パイオニア製のスピーカー S - SUOO - LR / 
S - SL 1 OOCR や HVT スピーカー ( S-HV 已00 -LR 
など)を接続しているときは、本機のク□スオー 
バー周波数を300 Hz に設定してください 
(一28ページ)。 

•測定中は視聴位置から離れて、各スピーカーの 
夕も側から U モコンで操作を行つて < ださい。 

-測定中はできるだけ静かにしてください。 

-測定の途中で音量を下げることちでをますび、 
正しく設定されない場合びあります。 

•才ート MCACC 設定を巧ラと、それじ(前に行つ 
たスピーカーに関する設定は、すべて上書きさ 
れます。 

•測定を中断した場合は、それまでの測定内容は 
確定されません。 

• オート M 巳 ACC 画面のまま3分間放置すると、 
画面にスク U —ンセーバー機能び働をますび、 
いずれかのボタンを押すことでふたたび同じ画 
面を表术します。 

ス I 胃フス ビ ー ディマー twm I 

1 1 ] 1 I 1 I 



〇)本機とテレビの電源をオンにずる。 

テレビの入力を、本機と接続した入力に合わせて 
<ださい。 

フ□ントパネルの MCACC SETUP 
M に端子にマイクを接続ずる。 




マイクは=脚を使って視聴位置に設置し、耳の高 
さに合わせます。=脚びないとさは、それに代わ 
るをのでマイクを設置して < ださい。 

•マイクを=脚に固定したら、安定した床の上に設 
置して<ださい。ソファなどのやわらかい物の上 
や、テーブルやソファの上など高い場所に設置す 
ると、正しく設定できないことがありまず。 

-スピーカーと視聴位置(マイク）の間に障害物び 
あると、正確に測定できないことびあります。 

• マイクをテレビの近<に置かないで<ださい。 



スピーカーの 自動設定を行ラ 
けート MCACC) 
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リモコンの l ^ v アンス!ボタンを押してか 
6、ホームメニューボタンを押ず0 

テレビにホーム六ニュー画面び表示されます。 



• と ENTER ボタンで、操作項目を選 

びまず。 

• 戻る ボタンで前の画面に戻ります。 

• ホームメニュー ボタンで ホーム;) < ニューを 終了 
します。 

アンプ巧蔵サブウーファーを接続しているとさ 
は、サブウーファーの電源を入れて音量を適度に 
上げておいてください。また、外部アンプを使用 
してサラウンドバックまたはフ□ントノ V イトス 
ピーカーを接続しているとさは、外部アンプの電 
源を入れて音量を適度に上げておいてください。 

( S ) t / A ボタンで 「Auto MCACCJ を選ん 
で、 ENTER ボタンを押す。 

オート MCACC 設定び開始されまず。 

スピーカーシステムの確認のためテスト I -ーンび 
出力され、測定中を示す画面になります。 



Mic In ! と点滅表示した場合は、マイクび正し 
く接続されていません。 MCACC SETUP M に 
端子にマイクび接続されているかを確認してく 
ださい。 


感 スピーカーの有り無しを確認ずる。 

測定び終わると、スピーカー有り無しの判定の確 
認画面び表示されます。10秒間何ち操作びないと 
きは自動で手順6へ進み、オート MCACC 設定び 
再開されまず。 



Too much ambient noise とし、つに エフー 

表示び出たとさは、部屋を静かにしてから 
RETRY を選んでください。詳しくは「オート 
MCACC 設定時のその他の問題」（一16ページ) 
をご覧ください。 


スピーカー有り無し確認画面の見かた： 


スピーカー〜----、 

接続してし、る 

接続して 
し、なし、 

規定かの 
接続 

Front 

フ□ント左ち 

YES 

ERR 

ERR 

Front Height 
フロント八イト左ち 

YES 

--- 

ERR 

Center 

センター 

YES 

N0 

--- 

Surr 

サラウン K； をち 

YES 

N0 

ERR 

surr.Back 

サラウンドバック左ち 

YES X 己倍つ接続） 
YESxl(1 つ接続) 

--- 

ERR 

Subwoofer 
サブウーファー 

YES 

N0 

--- 


• フ□ント A イト左ち front Height ) とサラウン 
ドバック左ち ( Suit . Back ) は、プリアウト端モ 
の設定で選んだスピーカーのみ表示されます。 
スピーカーの測定結果び間違っていたとさは t /4 
ボタンでスピーカーを選んで和/崎ボタンで設定 
を蜜更します。 

エラー ( ERR ) び表おされたときは、マイクやス 
ピーカー接続に問題びあるかちしれません。 


接続 -甚本設定 
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甚本設定 


「 ERR 」 表示には次のような種類びあります。 

• Front : ERR - フ□ントスピーカーの接続を 
確認して < ださい。 

• Suit : ERR - サラウンド スピーカーの 接続を 
確認して < ださい。 

• Surr.Back : ERR -サラウンドバックまたは 

フ□ント A イトスピーカーの接続を確認して< 
ださい。 

「 RETRY 」 を選んで再測定してち同じエラーび表 
示されるとさは、電源を切ってからスピーカーの 
接続を確認してください。 

( g ) t /4 ■ボタンで rOKJ と表示させてか6 
ENTER ボタンを押ず。 

スピーカー出カレベル、スピーカーまでの距離、 
周波数特性の補正び開始され測定中をおす画面に 
なじまず。 



-測定中は静かにしてください。この測定には] 
〜3分程度かかります。 

を 自動測定が終了ずるとホームメニュー 
画面に戻りまず。 

オート VICACC 設定では自動で最適なサラウンド 
環境を設定しますび、ホーム；><ニューから項目を 
選んで、各設定を手動で調整ずることわでをまず。 
詳しくは27ページをご覧ください。 


夕 おがらせ 

• スピーカーの大/」畔 U 定について、コーンサイズ 
1吕 cm 程度の同じスピーカーを使っていてを、 
測定時の部屋の環境によっては異なった判定を 
することびあります。この場合は「スピーカー 
の設定を巧ラ」（一28ページ)で手動で設定を 
変更で去ます。 

•スピーカーまでの距離について、サブウー 
ファーまでの距離び、実際の距離と合わないこ 
とびありまず。この場合は「スピーカーまでの 
距離を設定する」（^2日ぺージ）で手動でサプ 
ウーファーまでの距離を設定してください。 

•スピーカーまでの距離について、サラウンド 
バックまたはフ□ント八イトスピーカーまでの 
距離び実際の距離と合わないことびあります。 
これはサラウンドバックまたはフ□ント A イ 
トチヤンネル巧にご使巧のが部アンプびデジタ 
ル処理を行ラとをに発生します。この場合、接 
続したアンプをあらかじめアナ□グダイレクト 
などのモードに設定してください。アナ□グダ 
イレクトなどのモードびない場合は、ステレオ 
モードに設定して<ださい。この状態で行った 
距離補正は正しく行われていますので、特に設 
定値を変更する必要はありません。 


r 才ート MCACC 設定時のその化の巧題 

部屋の環境びオート MCACC 設定に適していない 
場合(騒音び大をい、壁の鶏響び大さい、スピーカー 
とマイクの間に障害物びあるなどの場合)、正しい 
測定結果を得られないことびありまず。測定に影 
響を与える可能性のある機器(エアコン、冷蔵庫、 
扇風機など）を確認し、必要に応じてそれらの電 
源を切ってください。フロントパネルの表示部に 
；><ッ セージび表示された場合は、その指示に 従っ 
て < ださい。 

• 旧型のテレビによっては、マイクでの測定に影 
響を与えるちのびあります。その場合は、オー 
卜 MC 冉 CC 設定のとをだけテレビの電源を切つ 
て < ださい。 


16 


. I .再生する 


本機から音を出す(基本再生) 


本機に接続した他機器やラジオなどの音声を聴く 
までの手順です。 


ぶ再生機器の電源をオンにずる。 

( J ) 電源むボタンを巧して本機の電源をオン 
にずる。 



d ) 入力切り換えボタンを f 甲して聴さたい 
入力を選ぶ。 

入力切0換えボタンはそれぞれし; TF の入力に切り 

換わります。 

D AUX ※- DIGITAL AUX 端子（光デジタル音声） 
A AUX - AN 冉 LOG AUX 端デ（アナ□グ映像/音声) 
iPod USB - フ□ントパネルの iPod iPhone US 日端モ 
NETWORK - LAN 端子 （ NETWORK 磯能） 
ADAPTER - ADAPTER TORT 端デ 
TUNER - TUNER 端子 （ FM / AM ラジオ） 
go - 日 D / 巨 DR 端モ （ HDMI 映儘/音声） 

DVD - DVD / DVR 端デ （ HDMI 映像/音声） 

G 旦※一 CD 端モ（同軸デジタル音黃） 

STB - 5 T 巨端子 （ HDMI 映像/音声） 

GAME - GAME 端モ （ HDM 峽儘/宣声） 

TV - TV 端モ（光デジタル音声） 

PORTABLE -フ□ントパネルの PORTA 巨 LE 端デ 

-下線び付いている入力切り換えボタンを押す 
と、 U モコンびそれぞれの機器の操作モードに 
切り換わります(操作でさるのはパイオニア製 
機器のみです)。本機を操作したいときは、先 
口 AV アンプ] ボタンを巧してから操作ボタンを 
押して < ださい。 

-※印び付いている入力は、アナ□グ映像入力を 
割り当てることびできます(一29ページ)。 

④ 再生機器の再生を開始ずる。 

⑥ お好みの U スニングモードを還ぶ。 

(一23ぺージ） 

⑥ 音量を調節ずる。 

音量は 、 MIN (最ル） 一 MAX (最大)の範囲で標 

作でさます。 

一時的に音を消したいとさは、 消音 ボタンを押し 

ます。ちラー度押すか、音量を調節すると解除し 

ます。 
































































再生ずる 


巧 お巧旧だ 

-デジタル入力（光/同軸）で再生でをるデジタ 
ル信号の形式は 、 Dolby Digital . PCM (32 
kHz 〜9已 kHz)、DTS (DTS 96 kHz / 吕 4 
bit を含む)および MPEG -2 AA 巳です。 HDMI 入 
力ではさらに、 S 冉 CD (DSD 2 ch )、 DVD オー 
ディオ （1 日吕 kHz 含む）、ドルビー TrueHD 、 
ド J レビーデジタ J レプラス、 DTS - EXPRESS 、 
DTS-HD Master 冉 udio 、 DTS-HD Hi - 
ResQlution などを再生でさます。その他のデ 
ジタル信号は巧応していませんので、アナ□グ 
で接続し ANALOG AUX 入力を選択してくださ 
い。 

• HDMI 言受定の ARC を曰 N にした場台、 TV 入力に 
切り換えると HDMI ケープル経由でテレビの音 
声び入力されます(オーディオリターンチヤン 
ネル対応テレビの接続時)。 

• ANALOG AUX (アナ□グ）に接続した DTS 巧 
応の LD プレーヤーや CD プレーヤーを再生する 
と、デジタルノイズび発生することびあります。 
この場を、デジタルで接続してください。 

- DVD プレーヤーによっては DTS 信号び出力で 
さないなど、再生で定るデジタル信号に制限び 
ありまず。詳しくは DVD プレーヤーの取掘説 
明書をご覧 < ださい。 

• 才ーディオ調整機能の HDM 惊 THROUGH に 
設定していると去は、本機からではなくテレビ 
から音び出ます(一2日ページ)。 


r ヘッドホンで聴く 

の へッドホンを PHONES 端子に差し込む。 

ヘッドホンを差し込むと、スピーカーからは音び 
出な<な0まず。 

U スニングモードは PHONES SURR、STEREO 
または STEREO ALC のみ還おでさます。 
( ADAPTER 入力のとをは、 S.R AIR も選択でき 

ます。） 


iPod をつないで再生する 


本機と iPod を接続して、 iPod の音楽を本機で楽し 
めます。 

• iPod の接続については、 「 iPod を接続する」 
(一13ページ)をご覧 < ださい。 

(3) 電源むボタンを f 甲して本機の電源をオン 
にずる。 

テレビの電源もオンにして、テレビの入力を本機 
と接続した入力に合わせてください。 

屋） iPod USB ボタンを f 甲ず。 

フ□ントパネル表示部に Loadin 旨と表おされ、 
iPod び正しく接続されているかどラかの確認び行 
われます。 

テレビに Top Menu 画面び表示されると、 iPod や 
iPhone 本体を操作することはでをなくなります。 

d ) tAi ボタンで再生したいカテゴリーを 
選んで、 ENTER ボタンを押ず。 

カテ=1 U —はしソ下の中から選びます。 

選んだカテ 3 U —の U ストび表示されます。 
Playlists Genres 

Artists Composers 

Albums Audiobooks 

Songs Shuffle Songs 

Podcasts 

•前の画面に戻るには、 戻る ボタンを押します。 

( g ) tAI ボタンで再生したいリスト（ジャン 
ル、アルバムなど)を選んで、 ENTER 
ボタンを f 甲ず。 

( I )手順己を繰り返して、聴きたい ffl を再生 
ずる。 


夕おか5だ 

•本機は、第己世代 Ui 降の iPad や iPod nano 、 
iPod classic、iPod touch、iPhone (3 GU ( 
降)の音声に対応しています (iPod shuffle には 
対応しておりません)。モデルによっては一部 
機能び制限されます。 

•本製品は、パイオニアホームページに記載され 
ている iPod / iPhone のソフトウエアバージョン 
に基づいて開発、テストされたものです。 

-パイオニアホームページに記載されているバー 
ジョンながのソフトウエアをお客様の iPod / 
iPhone にインストールした場合、本製品との 
互換び無くなる攝合びあります。 

• iPod や iPhone は、善作権のないマテリアル、 
または法的に複製-再生を許諾されたマテリア 
ルを個人び私的に複製-再生ずるために使巧許 
語されるちのでず。善作権の侵害は法律上禁止 
されています。 

• パイオニア製品か封 Pod や iPhone のイコライ 
ザを操作することはでさません。本機に iPod や 
iPh 加 e を接続する前に、 iPDd 巧 Phone のイコ 
ライヴを「オスに設定することをお勧めします。 

• 本機と iPod や iPhone を組み合わせてご使用の 
際、 iPod や iPhone のデータに不具合び生じて 
ち、データの補償はいたしかねますのであらか 
じめご了承 < ださい。 

• フ□ントパネルで表示で定るのは英数字だけで 
す。英数字切がの文字は r * *」 で表示されます。 

• iPod の操作については、 iPod に付属の取掘説 
明書をご覧ください。 

• iPad や iPhone を接続しても正しく操作できな 
い場合は、本機の電源をオフにしてから 、 iPod 
を接続しなおして<ださい。それでを iPod び正 
常に動作しない場合は、 iPad をリセットしてく 
ださい。 

• iPod を充電するとさは、本機の電源をオンにし 
て 、 iPod USB 入力に切り換えてください。 


flPod を操作ずる 

本機の U モコンで下の iPod の操作びでさます。 
•はじめに iPod USB ボタンを押して、リモコン 
を iPod の操作モードに切り換えてください。 


ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止しまず。 

I イイ 

再生中のトラックの先頭に戻ります。続 
けて巧すと、前のトラックに戻りまず。 

►►I 

なのトラックの先頭に進みます。 

〇 

リピート再生を設定します。 

巧ずたびに Repeat One、Repeat 
All、Repeat Off に切り換わります。 

乂 

シャッフル再生を設定しまず。 

巧ずたびに Shu け le Songs . Shuffle 
Albums、Shuffle Off に切り換わります。 

表示 

フ□ントパネル表おの内容を切り換え 
まず。 

和/一 

リスト画面を表あ中にページをり/戻し 
をします。 

戻る 

前の画面に戻ります。 


[ iPod の操作を切り換える 

iPod の操作を本機と iPod 本体とで切り換えるこ 
とびで志ます。 

〇重要 

- iPod 第已世代および iPod nano 第]世代はこの 
機能に対応していません。 

(P iPod コント□ールボタンを巧して、操 
作を iPod 側に切り換える。 

操作を本機側に切り換えるには、をラー度 iPod 
コント□ールボタンを押します。 

巧おならせ 

•フ□ントパネルの iPod iPhone DIRECT 
CONTRL ボタンを巧ずと、本機の入力び iPod 
に切り換わり、 iPod の操作び iPad 本体で行え 
るよラになります。 

• iPod の操作については、 iPod に付属の取扱説 
明書をご覧 < ださい。 


基本設定-再生 
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再をする 


USB メモ U - を再生する 


お手持ちの US 日メモ U - を本機に接続して 、 USB 
メモ1」一に記録されている音楽ファイルを本機で 
再生でをます。 

• USB メモ U —の接続については、 「 US 巨メモ 
U - を接続する」（一] 4ぺージ)をご覧くださし、。 

( D 電源むボタンを巧して本機の電源をオン 
にずる。 

テレビの電源ちオンにして、テレビの入力を本機 
と接続した入力に合わせて<ださい。 

@ iPod USB ボタンを f 甲ず。 

テレビ画面に L 口 a 址 n 旨と表示され、 US 巨メモリー 
を読み込みます。読み込みび終了すると、フオル 
ダー/ファイル U スト画面び表示されまず。 

再生機能を使っていろいろな再生が巧能です。詳し 
くは「再生機能について」（一ち記)をご覧ください。 


夕 おがらせ 

• 本機で再生で去る US 巨メモ U —のファイルは、 
WMA 、 MP 3、 MPEG _4 AAC 、 WAV、FLAG 
のいずれかで、著作権保護のかかっていない 
音楽ファイルのみです。本機で対応している 
フォーマットについては、44ぺージをご覧く 
ださい。 

• 本機とパソコンを US 巨ケーブルで接続して音 
楽ファイルを再生することはでさません。本機 
び対応している US 日メモリーは、外付 A — ド 
ディスクや携帯フラッシュメモリー、デジタル 
才ーディオ再生機 (FAT ] 已、ド冉下32のフォー 
マットに対応)などの US 巨マスストレージクラ 
スに属する機器です。 

•本機ではすべての US 巨メモ U —の再生、およ 
び電源の f 共給を保証でをない場合びあ0まず。 
また、本機と接続したことで、 US 日メモリー 
のファイルび万一損失した場合、当社は一切の 
責任を負ラことびでをませんので、あらかじめ 
ご了承ください。 

• 容量の大をい US 巨メモ U —を接続したときは、 
読み込みにを少時間びかかることびあります。 

• 本機は US 巨 A ブには対応していません。 

-本機で再生でさないファイルび選おされた場合 
は、自動的に次の再生可能なファイルび再生さ 
れまず。 

• 曲のタイトルびファイルに記録されていない場 
合は、ファイル名び USB 再生画面に表おされ 
ます。アルバム名やアーティスト名び記録され 
ていない場をは、それらは表示されません。 

• フ□ントパネルで表示でさるのは英数字だけで 
す。英数字政がの文字は r *」 で表示されます。 

• US 巨メモ U —をがすとさは、本機の電源を才 
フ（スタンバイ）にしてください。 
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r 再を機能について 

本機の U モコンでし:1下の U S B メモ U -の再生操作 
びでをます。 

•はじめに iPod US 日 ボタンを押して、リモコン 
を US 巨メモ U —の操作モードに切り換えてく 
ださい。 


► 

再生を開始します。 

II 

一時停止します。 

■ 

再生を停止しまず。 

W ィ 

再生中のトラックの先頭に戻ります。 
続けて巧すと、前のトラックに戻りま 
す。 

►►I 

巧のトラックの先頭に進みます。 

〇 

U ピート再生をオン/オフします。 

乂 

シャッフル再生をオン/オフします。 

表示 

フ□ントパネル表おの内容を切0換え 
ます。 

、111 

和/* 

フオルダー/ファイル U スト画面でペー 
ジを送り/戻します。 

戻る 

画面の階層を戻しまず。 


夕が田百だ 

フ□ントパネル表示部にメッセージび表示された 
場合は、切下の操作を行ってみて<ださい。 

•本機の電源を切ってから、再度電源を入れてみ 
てください。 

• 本機の電源を切ってから US 日メモリーを抜さ、 
再度 US 巨メモ U —を接続して電源を入れてみ 
て < ださい。 

• BD などの他の入力に切り換えてから、再度 
iPod/us 日入力にしてみてください。 

• AC アダプターび付属されている USB メモ U — 
をお使いの場合は、冉 C アダプターを接続して 
使用してみてください。 

上記の操作を行ってをメッセージび表おされると 
をは、本機びお手持ちの US 巨メモ U —に対応して 
いません。 


ポタン 


機能 























再をする 


ットワークで音楽を巧く 


本機の LAN 端テをネットーワークに接続して、政 

下よラなネットワーク上の音楽を楽しむことびで 

をます。 

1インターネットラジオを聴く 

SHOUTcast び提供する放送局リストから、お好 

をな放を局を選んで再生することびでをます。 

2パソコンにためた音楽ファイルを本機 
で再生 

パソコンなどに保をされているたくさんの音楽 

ファイルを本磯で再生することびでさます。お手 

持ちのネットワーク機器の取扱説明書とあわせて 

ご確認 < ださい。 

• パソコン U (がにも、 DLNA 1.0 または DLNA 1. 己 
に準拠したメディアサーバー機能を持つ機器 
(たとえば、ネットワーク型八ードディスクや 
ネットワーク対応のオーディオシステムなど） 
であれば保をされているファイルを本機で再生 
することびでをます。 

巧おが6せ 

-本機は下記の技術を使ってネットワーク上の機 
器に巧存されている音楽ファイルを再をしま 
ず。各技術の詳細については r 用語辭説」ちあわ 
せてご覧ください。 

— Windows Media Player 11 
— Windows Media Player 12 
— DLNA 

• 画像/動画ファイルは再生で去ません。 

. 本機び巧応している形式のファイルでち再生で 
をないことびおります。 

-放送局 U ストで選択でをる放送局でを再生でさ 
ないことや、再生の状態び不安定になることび 
あ0ます。 

-接続している機器の種類やソフトウェアのバー 
ジョンによって働かない機能びあります。 

• 対応しているファイルの形式は接続している機 
器によって異なります。接続している磯器び巧 
応していない形式のファイルは表示されませ 
ん。詳しくはぉ使ぃの機器の；><ーカーにぉ問ぃ 
合わせください。 


•接続している機器の性能や状態によって再生び停 
止したり、正しく再生でをないことびあります。 

• 再生でをないファイルやインターネットラジオ 
放送局びあった場合は、自動で次の再生でをる 
ファイルや受信可能なインターネットラジオ放 
送局を再生します。 

•ネットワークの通信び混雑していると、ファイ 
ルび表おされない、または再生でをないことび 
あります。ネットワーク上の機器と接続すると 
をは100日 ASE-TX のご利用をお勧めしまず。 

•ネットワーク上の複数の機器び同じファイルを同 
時に再生ずると再生び停止することびあります。 

•接続している機器にインターネットセキュ U 
ティーソフトウエアなどびインストールされて 
いるとネットワークに接続で去ないことびあり 
ます。 

-当社は、本機とネットワーク上で接続している 
機器の不具合やファイルまたはデータの破損な 
どに関して、一切の責任を負いかねまずのであ 
5かじめご了承ください。接続している機器の 
メーカー、またはプロバイダーにお問い合わせ 
<ださい。 

①電源むボタンを巧して本機の電源をオン 
にずる。 

テレビの電源をオンにして、テレビの入力を本機 

と接続した入力に合わせてください。 

愛 NETWORK ボタンを押ず。 

NETWORK 入力に切り換わり、政下のメインメ 

ニュー画面び表おされます。 

-ネットワークに接続するため、多み時間びかか 
ることびあります。 


〇 ] P D 

N … P ' が。 a | '茂 r 品哉 

□ D 


(§) tAI ボタンで再生したいカテゴリーを 
選んで、 ENTER ボタンを f 甲ず。 

カテゴ I 」一はし U 下の中から選びます。 

• Now 円 ayin 有一現在再生している曲の情報び 
表おされます。 

•Internet Radio — SHOUTcast を利用したイ 
ンターネットラジオを聴きます。 

• Music Library —ネットワーク上のパソコン 
に保存された音楽ファイルを再生します。 

• Favorites — 登録されたお気に入りの曲や放 
を局を再生します。 

• Settings — NETWORK 入力についての設定 
を行います。 

(S) tAI ボタンで再生したいフォルダー 
やファイル、放送局などを選んで、 
ENTER ボタンを押す。 

t / ♦ボタンで画面をスクロールで定ます。還んだ 

項目び音楽ファイルの場含、再生画面び表示され、 

再生び始まります。前の画面に戻るには 戻る を押 

します。 

頂目び複数画面にまたびっている場合は、 >/-► 

ボタンで素早<次の画面に移動でをます。 

屋)手順4を繰り返して、聞きたい巧を再生 
ずる。 

それぞれの詳しい操作はしソ下をご確認ください。 

-インターネットラジオ：「インターネットラジ 
才を聴く」（下記） 

• ネットワーク上の音楽ファイル：「ネットワー 
ク上の音楽ファイルの再生について」（下記） 


r インタ—ネットラジオを昭< 

インターネットラジオとは、インターネットを通 
じて配信しているラジオのことです。インター 
ネットラジオの放送局には個人び運営するちのか 
ら地上波の放送局び運営ずるちのまで、さまざま 
な放送局び世界中に多数存在しています。地上波 
のラジオは電波の届く範囲でのみ放送を聴くこ 
とびできますび、インターネットラジオではイン 
ターネットを通じて世界中の放送を聴くことびで 
さます。 

インターネット回線の状況によっては、放送局の 
音声び中斬したり、とざれて聞こえることびあり 
まず。 


巧 お巧旧だ 

-インターネットラジオを聴くとさはインター 
ネットをブ□ー ドバンドで接続して < ださい。 
己巨 K モデムや ISDN では十分にお楽しみいただ 
けないことびあ0ます。 

-インターネットラジオは放送局によってポート 
番号び異なりますので、ファイアウオールの設 
ををご確認 < ださい。 

-ラジオ局によっては放送び中止、中断されている 
ことびあります。この場合は放を局 IJ ストで選お 
でさる放送局でち再生することがでをません。 

-放送局によっては曲名などび正しく表おされな 
い場合びあります。 


ラジオ局のリストについて 

本機のインターネットラジオ局リストは、ラジオ 
局データべースサービス (SHOUTcast) を利巧し 
ています。 


ットワーク上の音楽ファイルの再を 
I 口ぃて 

本機の U モコンで拟下の操作びでさまず。再生し 
ているカテコ nj —によっては使巧でをないボタン 
びあ0ます。 

•はじめに NETWR 0 K ボタンを押して、リモコ 
ンをネットワークの操作モードに切り換えて< 
ださい。 


ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止しまず。 

■ 

再生を停止します。 

I イイ 

前のトラックに戻ります。 

►►I 

なのトラックの先頭に進みます。 

表示 

フ□ントパネル表おの内容を切り換え 
まず。 

和/一 

フオルダー/ファイル U スト画面でぺ一 
ジを送り/戻します。 

戻る 

前の画面に戻ります。 
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再生ずる 


r お気に入0の巧を再をずる 

お気に入りの曲やインターネットラジオ放送局を 
Favorites に登録して、あとから簡単に呼び出す 
ことがでをます。 


巧や放送局を登録ずる 

な）巧の再生中に、 t / l ■ボタンで 「Add to 
FavoritesJ を選んで、 ENTER ボタンを 
f 甲ず。 

選んだ曲び Favorites に登録されます。 

登録した巧や放送局を再生または削除ずる 
① メインメニューで 「 FavoritesJ を選ぶ。 


〇回田 

Nn» Plain。 li^ernet .Music 


网 □ 

Favorites Settings 


③ tAI ボタンで音楽ファイルまたは放送 
局を選んで、 ENTER ボタンを押ず。 

感 和/-►ボタンで再生または削除の操作を 
選んで、 ENTER ボタンを押ず。 

►一 還んだ曲や放送局び再生されます。 

X — 選んだ曲や放送局び Favorites から削除され 
ます。 

• 台ボタンで前の画面に戻りまず。 


r ネットワークの設定を巧う 

本機でネットワーク上の曲やインターネットラジ 
才を聴くためのさまざまな設定を行います。 

( J ) メインメニューで rSe け in 邑 sj を選ぶ。 



〇 P D 

KowPI»ino ln_ お met Music 


□田 

Favorites Settings 



d ) 設定したい項目を選ぶ。 

• Network —ネットワークに接続するための設 
定を行いまず。（^「ネットワーク接続の設定」 
(下試） 

• General — ネットワークについての設定を初 
期化します。〔^「その他の設定」（下記)） 


ネットワーク接続の設定 

本機の LAN 端子を使巧してネットワークに接続 
し、 DHCP 機能を ON (工場出荷時の設定）にし 
ておけば、通窜はネットワークの設定を行ラ必要 
はありません。 DHCP サーバー機能びないネット 
ワークに接続しているとをのみじ(下のネットワー 
クの設定を行います。設定の隙はプ□バイダー、 
またはネットワーク管理者からの設定値を確認し 
てから設定してください。ネットワーク上の機器 
の取扱説明書をあわせてご覧<ださい。 
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( j ) Se け in 旨 S メニューで rwetworkj を選ぶ。 



Network Settin 居 s メニューで 
「 ModesJ を選ぶ。 

DHCP サーバー機能びないルーターの場合は、こ 
こでネットワークの設定を行います。 

- DHCP (工場出荷時の設定）ーサーバーび機 
能に巧応している場合に選びます。 

DHCP を選ぶと自動的にネットワークへの接続 
び開始されます。ネットワーク接続の詳細び表 
示されると、接続は完了です。 ENTER ボタン 
を押して前の画面に戻ってください。） 

- STATIC — サーバーへの接続設定を手動で行 
いまず。設定画面では拟下の操作で文字を入力 
します。 

-••■ボタンを押すごとに1文きずつ削除され 
ます。 

—ーボタンを巧すと文字種び切り換わりまず。 
— t /| •ボタンで一覧から文字を選んで ENTER 
ボタンを押します。 

-入力内容び終わったときや入力をキャンセ 
ルする場合は、 t /| •で 0 K または CANCEL 
を還んで ENTER ボタンを押します。 


巧 巧が百だ 

- STATIC を還んだ場合の設定項目は拟下の巧容 
です。 

—IP (IP アドレス） 

入力する IP アドレスは下記の範囲で設定し 
てください。下記がの IP アドレスではネッ 
トワーク上の音楽ファイルやインターネッ 
トラジオを再生ずることびでさません。 
CLASS A : 10.0 .0.1 〜1 0.255.255.254 
CLASS B : 172.1已 .0.1 〜1 72.31.2 己巳.2己4 
CLASS C : 192.1日8.0 .1 〜 192.168.255.254 
— MASK (サブネットマスク） 

xDSL モデムやター S ナルアダプターを直接 
本機に接続している場合は、プロバイダー 
から書面などで通知されたサブネットマス 
クを入力しまず。通背は2已己 .2 已已 .2 已已 .0 
び入りまず。 

— Gateway (デフオルトゲートウェイ） 
ゲートウェイりレーター）に接続している場 
合は、その IP アドレスを入力します。 

— DNS (DNS サーバ ー ) 

プ□バイダーから書面などで通知された 
DNS アドレスを入力します。 

• Network Settin 旨 s 方ニューで Status を選ぶと、 
現在のネットワーク接続の詳細び表示されまず。 

その他の設定 



General Settings 











































再をする 


(P Se け in 呂 S メニューで [*GeneralJ を選ぶ。 

屋） General Settin 旨 s メニューで設定した 
い項目を選ぶ。 

• Factory Settings —ネットワーク接続の設 

定びリセットされ、すべて工場出荷時の状態に 
戻ります。 

— rWarning : All Settin 邑 s w 川 be lost ! Are 
you sure ?」 と表おされたら、团を選んで 
ENTER ボタンを巧します。リセット動作び 
開始すると 「 Please 邮 ait 」 と表おされます。 
U セットび完了すると、六インメニュー画 
面に戻ります。 

— X を選ぶと、 U セットを中止します。 

• About —本機の MAC アドレスび表示されます。 


DLNA に準拠した機器の再生について 

本機は下記の機器に保存されているネットワーク 
上の音楽ファイルを再生でをまず。 

• 0 S び Microsoft Windows Vista または XP 
Service Pack 3 で 、 Windows Media Player 
11 びインス I -ールされているパソコン 

• OS び Microsoft Windows 7で 、 Windows 
Media Player 12 びインス!ルされている 
パソコン 

• DLNA 1.0 または DLNA 1. 巳に準拠した六ディ 
アサーバー(パソコンやネットワーク型八ード 
ディスクなど） 

DHCP サーバー機能について 

ネットワーク上の機器に保存されている音楽ファ 
イルやインターネットラジオを再生するには、ルー 
ターの DHCP サーバー機能び ON になっている必 
要びあります 。 DHCP サーノ く一機能びない J レーター 
の場合はネットワークの設定を行わなければネッ 
トワーク上の音楽ファイルやインターネットラジ 
才の再生びでさません。詳しくは「ネットワークの 
設定を行ラ」（一 3 D ページ)をご確認ください。 

接続しているヴー y (—に本機を認証をせる 

NETWORK 入力を使ってサーバーに保存されて 
いるファイルを再生するには、あらかじめヴー 
ノく一び本機を認証滸巧）している必要びあります。 
認証(許可)方法は接続しているサーバーによって 
異なります。詳し<はサーバーの取扱説明書をご 
覧< ださい。 


巧ぉがらせ 

• フ□ントパネルで表示でさるのは英数字だけで 
す。英数字ながので字は「*」で表示されます。 

• Windows のネットワーク環境で、ドメインが構 
成されている場合、ドインに□グオンしてい 
るとパソコンに接続できません。ドインでは 
なく□ーカルマシンに□グオンしてください。 

ネットワークを使つたが部コンテンツの 
ご利用について 

が部コンテンツのアクセスには高速インターネッ 
卜への接続び必要であり、プ□バイダへの登録や 
契約び必要となります。第兰者び提供するコンテ 
ンツのサービスは、予ちなく、蜜更、中断、中止 
される可能性びあり、パイオニアは、そのよラな 
事態に巧していかなる責任を負いません。パイオ 
ニアは、外部コンテンツの提なサービスの継続や 
利巧可能期間について、いかなる保記ちしません。 


巧応ファイルフォーマットについて 

本機の NETWORK 入力で対応しているフォー 
マッ トについては44ページをご覧ください。 

• 本機び対応している形式のファイルでち再生で 
をないことびあ0ます。 

-接続している機器の種類やソフトウェアのバー 
ジョンによって働かない機能びあります。 

• 対応しているファイルのお式は接続している機 
器(サーバー）によって異なります。接続してい 
る機器び対応していないお式のファイルは表示 
されません。詳しくはお使いの機器(サーバー） 
のメーカーにお問い合わせください。 

• サーバーによっては本機び対応していない 
フォーマッ トを変換 （ トランスコード）して出力 
できるちのをありまず。詳しくはサーバーの取 
掘説明書をご確認ください。 

•インターネットラジオの再生では、インター 
ネット経由の通信環境に影響を受けることびあ 
り、その場合はここに記載されているファイル 
フオーマツトでち再生でをないことびありまず。 



I 」モコン操作 


月 IJ 売 D の巨 LUETOOTH アダプター AS- 巨 T] 00 
または冉 S-BT20 □を本機に接続ずるだけで、 
S/ue わがわ機能搭載機器(携帯電話、デジタル音楽 
プレーヤーなど）の音楽をワイヤレスで楽しむこ 
とびできます。巿販の E/ue わがわ才ーディオ送信機 
を使って 、 S 山が00化機能非搭載機器の音楽を楽し 
むこともでさまず。詳しくは、日 LUET00TH ア 
ダプターや S/ue わがわ機能搭載機器の取掘説明書を 
ご覽ください。 

• 巨 LUET00TH アダプターの 接続に ついては、 
旧 LUET00TH アダプターを 接続する」 （一] 2 
ページ)をご覧ください。 

Bluetooth® つー ドマークおよび□コ'は、曲 ueto 日 th 
SI 日， Inc 力’;所有する登録商標であり、パイオニア 
株式尝社は、これら商標を使用する許可を受けて 
います。他のトレードマークおよび商号は、各所 
有権者び所有する財産です。 


BLUETOOTH アダプターを 
ペアリングずる(巧巧登録） 

巨 LUET 曰曰 TH アダプターを使用して 6 山目 わが わ 磯 
能搭載機器の音楽を楽しむためには、ペアリング 
を行う必要びあります。最初に巨 LUET00TH ア 
ダプターを使巧するとき、または 日 / ue わが わ 機能搭 
載機器側のペアリングデータを消去したとさは、 

ペア U ングを巧って < ださい。 

ペア U ングは、 S / ue わ0化無線技術を利用した通信び 
巧能になるよラにするために必要なステップです。 

.ペア リングは、目 LUET00TH アダプターおよ 
び S 山が0がわ機能搭載機器を使巧する際に、はじ 
めに]回だけ行います。 

• 扫山が00化無線技術を利巧した通信を行うため 
に、ペアリングは本機と掛 ue わがわ機能搭載機器 
の両方で行ラ必要びあります。 _ 

- S / u が00化機能搭載機器の PIN コードび0000 再 
の場合、本機側で PIN コードを設定する必要 生 
はありません。 ADAPTER ボタンを押して 
ADAPTER 入力に切り換えてから 、 Bluetooth 
機能搭載機器側でペアリング操作を巧ってくだ 
さい。正しくペア U ングび行われた場合、切下 
の本機でのペア U ング操作を行ラ必要はありま 
せん。 

-冉 S - 巨 T 200使巧時の み： s / ue わがれ機能搭載機 
器び SSP (Secure Simple Pairin 旨)に巧応し 
ているとさは PIN コードの設定は必要ありませ 
ん。 ADAPTER ボタンを巧して ADAPTER 入 
力に切り換えてから、扫 / ue わがわ機能搭載機器側 
でペア U ング操作を行ってください。正しくぺ 
ア U ングび行われた場合、1；1下の本機でのペア 
U ング操作を行ラ必要はありません。 

詳しくは、 e / ue わがわ機能搭載機器の取掘説明書を 
ご覧ください。 

0 電源むボタンを f 甲して本機の電源をオン 
にずる。 

裳 ADAPTER ボタンを押ず。 

本機び ADAPTER 入力に切り換わります。 

• 巨 LUET 曰 0 TH アダプターを本機に接続して 
いない場合は、 ADAPTER 入力を選ぶと N0 
ADAPTER と表おされます。 
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再生ずる 


( J ) トップメニューボタンを f 甲ず。 

感 PA 旧 ING と表示されていることを確認 
して ENTER ボタンを押ず。 

度）和/-►ボタンで PIN コードを選んで、 
ENTER ボタンを押ず。 

本磯の PIN コードを 技山が 0 がわ 機能搭載機器と同じ 
PIN コードに設定しまず。本機で設定可能な PIN 
コードは、0000 /I 吕 34/88 S 8 のし、ずれわ、です 
(工場出荷時は、0000に設定されていまず)。 

• ENTER ボタンを押ずと、 PA 旧 ING と点滅しま 
す。 

(§) ペアリングしたいが t / e わ〇か機能搭載機 
器の電源をオンにして、ペアリング操 
作を行 5。 

ペア U ングび開始されまず。 

- 丘山が 0 がわ 機能搭載機器は、本機の近くに置いて 
<ださい。 

- か ue わがわ 機能搭載機器のペアリング可能な状態 
や接続操作などについては、 S/ue わがわ 機能搭載 
機器の取扱説明書をご覧ください。 

を S / ue わ〇化機能搭載機器がペアリングさ 
れたことを確認ずる。 

S/ue わがわ 機能搭載機器び正しくペア U ングされた 
場合、本機のフ□ントパネル表示部に S/ue わがわ 機 
能搭載機器の名前び表おされます(表おでさる文 
字は半角英数字のみでず)。 

S/ue わがわ 機能搭載機器びペアリングされなかった 
場合、 N 0 DEV に E と表示されます。このとをは、 
S 山が 00 化 機能搭載機器側で接続操作を行ってくだ 
さい。 

(§) S / ue わ〇化機能搭載機器のリストから 
BLUETOOTH アダプターを選んで、手 
順己で選択した円 N コードを入力ずる。 

• 円 N コードはパス〕ードやパスキーと呼ばれる 
ことびあります。 


百山が。が賴搭«照の百巧を本機 
で昭< 

( J ) ADAPTER ボタンを f 甲ず。 

本機び ADAPTER 入力に切り換わります。 

d ) S / ue わ〇か機能搭載機器と 

日 LUET 00 TH アダプターを S 山 etoo 化 
接続ずる。 

扫山が 0 がわ 機能搭載機器側から日 LUET 00 TH アダ 
プターに巧して接続操作を行います。 

• 接続操作については、お使いの 丘/りが 0 がれ 機能搭 
載機器の取扱説明書をご覧ください。 

感 S / ue わ〇か機能搭載機器の音楽を再生ず 
る。 

本機の I 」モコンで、1；1下の B 山が 00 化 機能搭載機器 
の操作びでをます。 


ボタン 

機能 

► 

再生を開始しまず。 

II 

一時停止/一時停止解除します。 

■ 

再生を停止します。 

1イイ/ 

再生中に頭出し(スキップ）します。 

イイ/ ►► 

再生中に早送り（早戻し）します。 


夕 おがらせ 

• 本機のリモコンで操作するには、 扫山が 00 化 機能 
搭載機器びプ□ファイル：冉 VRC 円こ対応して 
いる必要びあります。 

-すべての S/ue わがわ 機能搭載機器に対する U モコ 
ン操作を保証するちのではありません。 

•扫山日わ 0 化 機能搭載機器によっては異なる動作を 
する場合びあります。 
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ラジオが送を巧く 


FVI/AM ラジオ放送を聴くことびできます。一度 
受信した放送局は本機に記憶させて、呼び出すこ 
とをでをます。 

-アンテナび接続されていないと、ラジオ放送を 
聴<ことはで去ません。 ] 3ページを参照して、 
アンテナを接続してください。 

(D TUNER ボタンを押してチューナー入力 
にずる。 

@バンドボタンを押して聞きたいバンド 
を選ぶ。 

押すたびに FM (ステレオとモノ）と冉 M び切り換 
わります。 

③ 放送局を受信ずる。 

しソ下の3つの方法で選局で定まず。 

才ートチューニング： 

チューニング +/- (または t /4) ボタンを押して、 
周波数び致)をはじめた日指を放します。自動で放 
送局を探し、受信すると止まります。次の放送局 
を探すとをはちラー度巧してください。 

マニュアルチューニング： 

チューニング +/—(または t /4) ボタンを巧ずたび 
に1ステップずつ周波数を移動します。 

イスピードチューニング： 

チューニング +/- (または174)ボタンを押し続け 
ると、高速で周波数を移動します。受信したい放 
送局の周波数でボタンから指を放してください。 

巧 おか5だ 

-ラジオ放送をモノラルで受信しているときは、フ 
□ントパネル表示部に下び点なします。また、 
FM ラジオ放ををステレオで受信しているとさは、 
すび点：なします。 

- FM の受信で了または Y び点なせず受信状態び悪 
いときは、 バンド ボタンを押してモノラル受信 
CFM MONO ) に切り換えます。受信感度び良く 
なり放送び聴をやす < なります。 


r 放送局を記憶をせる 

よく聴く放送局を30局まで本機に記憶させて、あ 
とから簡単に呼び出ずことびでさます。 

( P 記憶させたい放送局を受信ずる。 


屋）ツールボタンを f 甲ず。 

フ□ントパネル表示部にステーション番号び点滅 
します。 

選局+ /—（または和/今）ボタンを押し 
て記憶させるステーション番号を選ぶ。 

(S) ENTER ボタンを押ず。 

保を先のステーション番号の点滅び止まり、本機 
に放送局び記憶されます。 

記憶させた放送局を呼び出す 

( P 選局+/—（または和/- ►) を押して呼び 
出したい放送局のステーション番号を 
選ぶ。 

記憶をせた放送局にち前をつける 

選局しやすいよラに、記憶させた放送局に名前を 
つけることびでさまず。 

( T ) 名前をつけたい放送局を呼び出ず。 

選局方法については、「記憶させた放送局を呼び出 
す」（一上記)をご覧ください。 

( g ) ツールボタンを2回押ず。 

表示部の最初の文字の位置でカーソルび点滅します。 

( J ) 名前を入力ずる。 

選局+/—(または仁/- ►) ボタンで文字の位置を還 
び、チューニング +/- (または t / l ) ボタンで文字 
を選びます。 

• 名前は8文字まで入力でをます。 

硬 ENTER ボタンを押ず。 

名前び記憶されます。 

巧おが百せ 

•入力した名前を消去するには、上記の手順]〜 
2を行ってから ENTER ボタンを押します。こ 
のとを ツール ボタンを押ずと入力した名前を残 
します。 

•放送局に名前をつけると、 ENTER ボタンを巧 
すことで、その放送局の名前表示に切り換える 
ことびでをまず。周波数表示に戻したいとさは 
周波数表示になるまで表示ボタンを巧します。 




















I リスニングモード 


リスニングモードを選ぶ 


再生機器からの信号にいろいろな音場効果を加えることびでをます。 

〇重要 

-スピーカーの設定や入力信号の種類によって、選択でをるサラウンド再 
生の種類は異なります。 

ぶ 防乃ち ボタンを押してリモコンをアンプ操作モードにず 
る。 

@ リスニングモードボタンを巧してリスニングモードを選ぶ。 

ボタンを押ずたびにモードの種類を切り換えて選択でをます。 

それぞれのリスニングモードについて、政下の設定び選べまず。 


S 巧 


1 (!) 1 ISAft 


DAUX AAUX 

S. レトリバー 


L 」 L 1 I 1 


iPod USB NETWORK ADAPTER 




〇〇〇 ♦ 
JE m STAND^D 

〇 〇 〇 ♦ 
某 jp G^E gAD^V 

〇 〇 〇 ♦ 

区巧巧！ TV PORTABLE ミ另雌口 

• 0 〇 ♦ 


ALC/ - 

0 '' I サラウンド再生やステレオ再生を巧ラ 


いつでもサラウンド毎生で楽しみたい場合や、ステレオ音青を聞 < ちに適したモードでず。 

サラウンド再生のためのデコードを行います。 2 ch ソースはマトリックス•サラウンド•デコードをします。 


|2ch 信号入力時 1 

STEREO ALC 

音量差のあるソースに適しています。 

□□PRO LOGIC 

4. 1 ch サラウンドです(サラウンドスピーカーか日の音声はモノラルです)。 

□□PLIlx MOVIE 

最大7.] ch サラウンドで、映画に適しています。 

□□PLIlx MUSIC 

最大7.] ClT けラウンドで、音楽に適しています。 

□□PLIlx GAME 

最大7.] ch サラウンドで、ゲームに適していまず。 

□□PLIIz HEIGHT 

フ□ント从イトスピーカーの接続時に適しています。 

ストレートデコード 

ソース音源に効果を加えずに再生しまず。 

NE0:6 CINEMA 

最大7.] ch サラウンドで、映画に適しています。 

NEO : 巨 MUSIC 

最大7.] ch サラウンドで、音楽に適しています。 

STEREO 

ステレオ 2 ch 再生します。 

マルチチヤンネル信号入力時 1 

STEREO ALC 

音量差のあるソースに適しています。 

□□PLIlx MOVIE 

最大7.] ch サラウンドで、映画に適していまず。 

□□PLIlx MUSIC 

最大7.] ch サラウンドで、音楽に適しています。 

□□DIGITAL EX 

已 .1 チヤンネル信号からサラウンドバックチヤンネル音声を創り出し、 7.1 チヤン 
ネルで再生します。 

□□PLIIz HEIGHT 

フ□ント从イトスピーカーの接続時に適しています。 

ストレートデコード 

ソース音源に効果を加えずに再生しまず。 

DTS-ES 

DTS - ES 信号をそのままデコードし、 7. 1チヤンネルで再生します。 

DTS NEO : 巨 

已 .1 チヤンネル信号からサラウンドバックチヤンネル音声を創り出し、 7.1 チヤン 
ネルで再生します。 

STEREO 

ステレオ 2 ch 再生します。 


SJ ^ A アドパンスドサラウンド再生を巧 5 


ソースに応じたを彩なサラウンドが楽しめるモードでず。 

デコード処理とパイオニア独自の技術を組み合わせたサラウンド再生モードです。数種類からの選択び巧 
能です。（デコード処理を変更することはで去ません。） 


ACTION 

アクシヨン映画などをダイナミックに再生しまず。 

DRAMA 

映画などのセ U フを明瞭に再生します。 

ENT.SHOW 

S ユージカルなどの音楽系ソースに適したモードです。 

ADV GAME 

テレビゲームに適したモードです。 

SPORTS 

スポーツ番組に適したモードです。 

CLASSICAL 

大をなコンサートホールのよラな臨場感で再生します。 

ROCK/POP 

□ックやポップに適したモードで、ライプ会場のよラな臨場感で再生します。 

UNPLUGGED 

アコースティック音楽系ソースに適したモードです。 

EXT.STEREO 

ステレオ3チヤンネル音声をマルチチヤンネル音声にして、すべてのスピーカーを 
使って再生します。 

FSS ADVANCE 

フ□ント左ちの2本のスピーカーだけでサラウンド感を楽しめます。 

SOUND WING 

HVT スピーカーを接続したとさに適しています。 

S.R AIR 

6/ U が00め機能搭載機器の音楽を再生する場合に適しています。 

PHONES SURR 

へッドホン接続時にサラウンド効果を得られまず。 


1 


AUTO/ - 

才ートサラウンド再をやダイレクト再をを巧 5 


AUTO SURR では、入力信号に収録されたチャンネル数に応じて再生チャンネル数を自動的に選択します。 

(工場出荷時の設定は AUTO SURR です。） 


AUTO SURR 

再生している音声信号を本機び自動で検出して、マルチチャンネルやステレオなど 
最適な再生方法び選ばれます。 

DIRECT 

入力1言号を加工せずにソースに忠実な再生を巧います。 

PURE DIRECT 

アナ□グ信号や PCM 信号をデジタル処理せずにそのまま再生します。 


エコモードで巧をを巧う 

高音質で再生しなびら、消費電力を最大 3 己％削減します。 

ボタンを押すごとに、エコモードのオン/オフび切り撰わります。 
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u スニングモード 
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夕 おがらせ 

サラウンド再生について 

-サラウンドバック ch 処理の設定(一2日ページ)び 
OFF であったり、サラウンドスピーカーの設定 
(一28ページ)び N 日の堤合は、選択できるモード 
わ’化!下のよラに変わります。 

□□PLIIx MOVIE 一 □□PLIi MOVIE 
□□PLIIx MUSIC - □□PLII MUSIC 
□□PLIIx G 冉 ME 一 □□PLII GAME 

• □□PLIKx) MUS にモードでステレオ 2 ch 音 
声を聴いている場を、 CENTER WIDTH (セ 
ンター幅)、 DIMENSION (ディメンション）、 
PANORAMA (パノラマ)の3つの項目を調藝 
でさまず(一2日ページ)。 

• [XlPUIz HEIGHTS- ドのときは、 HEIGHT 
GAIN ( A イトゲイン）の項目を調舊でさます 
(一2日ぺージ)。 

• NEO : 巨 CINEMA または NEO:6 MUSIC モー 

ドで ステレオ 2 ch 音声を聴いて いる 場合、 
CENTER IMAGE (センターイ六ージ)の項目 
を調整でをまず(^26ぺージ)。 

• サラウンドバックスピーカーを接続していない 
場合、最大巳. Ich 再生になります。 

• 6.1 ch サラウンドの場合は、左ちのサラウンド 
バックスピーカーからは同じ音び出まず。 

• STEREO ALC (才ートレべルコント□-ル） 
は、音量差を本機で自動的に均一にして再生し 
ます。複数のソースを収録した機器の音声を入 
力していると去に適しています。 

ステレオ再生について 

•設定や入カソースにより、サブウーファーから 
ち音び出力される場含びあります。 

•聴感によるスピーカーの設定やミッドナイト 
/ラウドネス機能 、 PHASE CONTROL 機能、 
サウンドレト U バー機能、高音/な音の調整な 
どび反映されたステレオ再生を巧います。 

アドバンスドサラウンド再生について 

• FSS ADVANCE (フ□ントサラウンド•アドパ 
ンス)モードでは、臨場感のある自然なサラウンド 
効果び得られます。フ□ントスピーカーから等距 
離の直線上(前後は移動可能)で視聴してください。 



• SOUND WING モー ドは HVT スピーカー 
( S - HV 500 -LR など）を接続し、スピーカーの 
自動設定などを巧ってスピーカー設定び切下の 
通り設定されているとさのみ選択でをます。 

-フ□ントスピーカー : SMALL 
-サブウーファー : YES 
-それ政がのスピーカー: N 0 

• SOUND WING モードはリモコンの SOUND 
WING ボタンでを選択できます。 

• S.R A 旧 モードは ADAPTER 入力のと去のみ選 
択でさます。 

才ートサラウンド再をについて 

• ステレオ2 ch の（マト U ックス）サラウンド 
フォーマットは、 NE0:6 CINEMA または 
□□PLII(x) MOVIE でデコードされまず。 

ダイレクト再生について 

•D 旧 ECT モードでは、聴感によるスピーカーの 
設定(スピーカーの設定、スピーカー出カレベル、 
スピーカーまでの距離)とデュアルモノラル音声、 
PHASE CONTROL 機能やアコースティック 
キヤ U プレーシヨン E 日、サウンドディレイ、オー 
トディレイ、 LFE アッテネーター、 CENTER 
IMAGE (センターイ方ージ)などの設定を反映し 
て再生しまず。入力信号び忠実に再生されます。 

• PURE DIRECT モードでは、 PCM 政がのソー 
スを再生すると、再生直前にノイズび出ることび 
あじます。この場合は D 旧 ECT か AUTO SURR 
にすることをお勧めします。 

エコモード再生について 

-エコモードをオン/オフの切り換えをする際は、 
一度電源びオフになります。 

-エコモードでは政下の省電力動作を行いまず。 

-音声はフ□ント左ちスピーカーおよびサブ 
ウーファーのみ出力されます。 

-フ□ントパネル表示部のディマーびオンに 
なりまず。 

•入力を切り換えると、エコモードはオフになり 
ます。 

•エコモードをオンにしたとさは、 HDMI による 
コント□ール機能は働定ません。（ただし、オー 
ディオリターンチヤンネル ( ARC ) は利用できま 
す。） 

• エコモードをオンにしたときは、ホームメニュー 
や U スニングモードの変更など一部の機能び制 
限されます。 


〇)本機の電源をオフ(スタンパイ）にずる。 

フ□ントパネルの INPUT SELECTOR 
ボタンを已巧に LbJ 甲しなび6、リモコ 
ンの TUNER ボタンを巧ず。 

UPMIX OFF と表示され 、 UP MIX 機能びオフに 
なじます。 

•オンにしたいときは手順1〜2をもう一度行い 
ます。 

巧 おぶ百だ 

• ここでの設定にかかわらず、 DTS - HD 信号を再生 
しているときは UP MIX 機能びオンになります。 

• UP MIX 機能びオンに設定されていてち、入力 
信号やリスニングモードによっては自動で OFF 
になることをあります。 


再生する音声の出力に関する各種設定を巧います。 


けウンドレトリバー機能を使う 

VIP 3 などの圧縮音声は圧縮処理される隙、削除 
されてしまラ部分び発生しまず。サウンドレト U 
バー機能では、 DSP 処理によってその削除されて 
しまった部分を補い、音の密度感、抑揚感を向上 
させます。 



(P S . レトリ/くーボタンを}甲してサウンド 
レトリバー機能の ON 、 OFF を選択ずる。 

巧 おか5だ 

-ヴウンドレト U バー機能は 2 ch の音声のみ有効 
です。 

|UP MIX 機能を使う 

白ページのサラウンドバックスピーカーを接続し 
た 7.1 ch サラウンドシステムのスピーカー配置例 
で、サラウンドスピーカーを U スニングポジショ 
ンの真横に配置すると、己. Ich のサラウンドチヤ 
ンネルの音声び真横から聞こえてしまいます。本 
来已 . 1 Ch のサラウンドチヤンネルは斜め後方から 
聞こえるよラに収録されているため、本機ではヴ 
ラウンドチトンネル音声をサラウンドスピーカー 
とサラウンドバックスピーカーでミックスし 、 U 
スニングポジションの斜め後方から出力します。 

•UP MIX 機能は、 7.1 ch サラウンド（サラウン 
ドパック）システムのスピーカー配置を巨ページ 
の推寶図のとおりに配置したときに効果びあり 
ます。 

•スピーカーの配置位置や、再生している音源に 
よっては効果び得られないことちありまず。そ 
の場合は OFF に設定してください。 
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さまざまなヴウンド設定 


才ーデイオ調整機能をほラ 


サラウンド効果の各種設定びでさます。設定はフ□ントパネル表示部を見なびら行います。 


〇重要 

-入力音声信号の種類や本機の設定の状態によっては、オーディオ調整機能 
の表示されない項目びあ0ます。 

(V 反而ち7^ ボタンを巧してか5、ツールボタンを押ず。 

感 t / ♦ボタンで調整したい項目を選ぶ。 

各項目で調整でをる内容は切下の表のとおりです。選択項目の初期値は太 
字でのしています。 

( J ) 必要に応じて、和/-►ボタンで設定を選ぶ。 

巧おならせ 

-※印び付いている項目には、設定の出現条件や制限などびあります。 
2日ページをご覧ください。 


IAV アンプ I TV POBTARI F s 編。 

♦ o 〇 〇 


〇 3C 有宙 «» 表示 

スリープスビーかイ曲ティマーの!^ 



設定項目 


MIDNIGHT 

(ミッドナイト）/ 

LOUDNESS 

(ラウドネス） 


BASS ( 糖)細 


TREBLE (高音) 


内容 


機能 


S ッドナイト機能は、サラウンド音声の映画をル音量で 
見るとさに効果的です。音量によってその効果は調整さ 
れます。 

ラウドネス機能は、音楽を聴くと去にか音量でも低域、 
高域のレベルを自然に調整して聴きやすくします。 

低音を強調したり弱めたりします。 


MID/LDN OFF 

MIDNIGHT ON 
LOUDNESS ON 


—b 〜 +D 


初期値： 0 

高音を強調したり弱めたりします。 一6〜+曰 


CH LEV 細 

(チヤンネルレベル) 


各スピーカーの出カレベルを調整して、スピーカーシステ 
ム全体の音量バランスを調整します。 


初期値： 0 


-1 巳服〜+1己 dE 


初期値： OdB 


(チヤンネルごと） 


S 巨 CH 

(サラウンドバック ch 
処理） 


サラウンドバックスピーカーを接続しているとをに、サラ 
ウンドバック ch 音声の処理を切り換えまず。 

• ON — 常にサラウンドバック ch への デコード処理を付加す 


ON 

AUTO 


るため、最大の出カチャンネル数で楽しめます。 OFF 


AUTO — 入力信号の種類を検出し、サラウンドバック ch 
信号を検出したときのみ、サラウンドバックスピーカーか 
らデコード処理された音声を出力します。ソフトに最もを 
実な再生となります。 


OFF - サラウンドバック ch への デコード処理は行わず、 
サラウンドバック ch から音声は出力されません。ただし、 
UP MIX 機能び ON のとさはサラウンドチヤンネルの音声を 
サラウンドバックスピーカーから出力します。 


設定項目 

内容 

機能 

PHASE CTRL 《で 

(フェイズコント□ール) 

マルチチャンネル再生をする際、 LFE (超低域)信号や各 
チャンネルに含まれるな音成分はヴプウーファーや他の最 
適なスピーカーに振り分ける処理びされます。しかし、こ 
の処理には原理上、位相びズレてしまラ周波数(群遅延)び 
発生し、低域だけび遅れて聞こえたり他のチャンネルとの 
干渉により低音の巧ち消し合いび発生してしまラなどの問 
題びあります。本機では、 PH 冉 SE CTRL モードを ON に 
ずることで、原音に忠実な力強いお音を再現でをます。エ 
場出荷時は日 N に設定されています。通常は日 N でのご使 
巧をお勧めします。 

※位相とは2つの音波の時間的関係を表しています。2 
つの音波の山と山び合っている状態を位相び合っている、 
合っていない状態を位相びズレていると言いまず。 

ON 

OFF 

EQ ※口 

(アコースティックキヤ 
リブレーシヨン Ed ) 

アコースティックキャ IJ ブレーション E 日（「スピーカー 
の自動設定を行ラ（オート M 巳 ACC )」 （一1已ページ)で設 
定された周波数特性の補正)の効果を ON / OFF します。 

ON 

OFF 

SOUND DELAY 

(サウンドディレイ） 

音声全体の遅延時間を調整しまず ( DVD ソフトなどで、映 
像の動をの方びセリフなどの音声より遅れている場合、 
音声全体を遅らせることで、映儘の動をと音声とを合わ 
せることびでさます)。 

0.0 — 9.0 フレーム 
(0.1 間隔） 

(1 フレームニ 

1/30耿 ( NTSC ) 
初期値： 0.0 

SOUND RTRV 純 

(サウンドレトリバー) 

圧縮音帛は圧縮処理される際、削除されてしまラ部分び 
発生します。サウンドレト U パー機能を曰 N にすると、 
DSP 処理によってその削除されてしまった部分を補い、 
音の密度感、抑揚感を向上させます。 

OFF を f 

ON 

DUAL 激 g 

(デュアルモノラル） 

モノラルの音声チャンネルを2つ持つデジタル信号をデュ 
アルモノラル信号といいます。ここではデュアルモノラル 
信号び入力されたとをに再生ずる音声を選択することびで 
をまず。 

デュアルモノラル信号はあまりをくはありませんび、巨 S 
デジタル放送 ( MPEG -2 AA 口のモノラルの二力国語放送 

CHI 

CH 2 

や音帛多重放送で使用されています。 

• CH 1— チャンネル1の音吉のみを再生します。 

• CH 2 -チャンネル2の音声のみを再生します。 

• CH 1 CH 2 —両方のチャンネルの音声をフ n ントスピー 
力一か 5 巧をします。 

CHI CH 吕 

FIXED PCM 

( PCM フィックス） 

CD などの P 巳 M 信号を再生しているとをに、曲の始めび 
途切れる場合びあります。そのとをは、 ON にすることで 
改善されまず。 ON は PCM 音声専巧です。 PCM 音声拟夕も 
の信号では、音び出ずにノイズび出ることびあります。 

OFF 

ON 
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さまざまなサウンド設定 


設定項目 

内容 機能 

DRC 

(ダイナ S ックレンジ 
コント□ール） 

ドルビーデジタルや DTS 、 ドルビー TrueHD 、 ドルビー 
デジタルプラス、 DTS - HD 、 DTS-HD Master Audi □な 
どで収録された映画の音声について、ダイナ S ックレン 
ジの圧縮量を選択します。音量を下げてサラウンドを楽 
しむと去でち、微少すよ音び間を取りやすくなります。 
•AUTO — ドルビー下 rueHD 信号に対してのみダイナミッ 
クレンジを圧縮します。 

• M 冉 X - ダイナミックレンジを最大に圧縮します(大きな 
音を減少させて、ルさな音を増大させます)。 

• MID -ダイナ S ックレンジををか圧縮します。 

• OFF - ダイナミックレンジを圧縮しません(音量び大さい 
とさは、日 FF にすることをお勧めします)。 

AUT0-《h 

MAX 

MID 

OFF 

LFE ATT 

( LFE アッテネータ ー) 

ドルビーデジタルや DTS 音声には 、 LFE (超低域音声成分） 
び含まれていることびあります。 LFE レベルび大きくて、 
スピーカーからの音声に歪みび生じると去は、 LFE レべ 
ルをアッテネート觸衰）します。 

• 日 d 巨一収録されているレベルのまま再生します(通常はこ 
の設定をお勧めします)。 

• —巳 dB 〜一2日 d 巨一ここで指定したレベルだけ LFE レべ 
ルをアッテネート(減衰）します。 

• OFF — LFE 音声を出力しません。 

OdB 

一己 d 巨 

-10 服 

一 1 已 d 巨 

一吕 OdB 

OFF 

SACD GAIN 别 

CSACD ゲイン） 

SACD を歪みなく再生するための調整です。 

(工場出荷時の「0」は、高レベルで記録されているデイス 
クを再生しても音び歪まない設定になっています。 r +6 j 
に設定ずると、 SA 巳 D のデジタル処理に+6 d 日のゲイン 
を持たせ、 SACD ディスクの情報をより忠実に引き出す 
ことびでき、高音質再生び可能になります。） 

0 ( dB ) 

+6 (肥） 

HDMI ( HDM 暗声） 

HDMI 1 N に入力された音声を、どのように再生するかを 
設定します。 「 THROUGH 」 に設定したときは本機からは 
音び出なくなります。 

• AMP — 本機に接続したスピーカーで再生 

• THROUGH - HDMI 日 U 下と接続したテレビで再生 

AMP 

THROUGH 

AUTO DELAY 

(オートディレイ） 

HDMI どラしで接続された機器に対する機能で、音声と映 
儘の遅延時間を自動で調整し、映像の動をと音声を自動 
で合わせます。ぷ J 

OFF 

ON 

CENTER WIDTH&k 

(センター幅） 

センターチヤンネルの音をフ□ント左/ちスピーカーに 
振り分けて、音の調和をもたらします。0はセンタースピー 
カーか6のみの出力で、7はセンターチヤンネルの音声す 
ベてを左ちのフ□ントスピーカーに振り分けます。 

〇〜 7 

初期値： 3 

DIMENSION 嫂 k 

(ディメンション） 

U スニングポジションから前方の音場を強くするか、禮 
方の音場を強くするかを調整ずることで広びりのある音 
場を創り出すことびでさまず。+3は前方の音場び強くな 
0、 -3 は後方の音場び強<なります。 

-3 〜 +3 

初期値： 0 

PANORAMA 胤 

(パノラマ） 

前方の音場を左ちに大きく回り込ませ、サラウンドチヤ 
ンネルにつなげるよラなサラウンド効果を加えます。正 
確な定位よりち雰囲気を楽しむための機能です。 

OFF 

ON 


設定項目 


機能 


CENTER IMAGE 刘 

(センターイメージ） 

センターチヤンネルの音靑を左ちのフ□ントスピーカー 
にどの程度振り分けるかを調整します。音色の不一致び 
髓和され、音楽再生に適した音堤を創り出ずことびでを 
ます。日はほぼすベて左ちのフロントスピーカーに振り 
分け、10は主にセンタースピーカーから再生します。 

〇〜]日 

初期値： 3 
CNE 0: 日 MUSIC ) 
初期値：10 
CNE 0: 巨 CINEMA ) 

HEIGHT GAIN 

(八イトゲイン） 

□aPLIIz HEIGHT モードを選んでいるときにフ□ント 
A イトスピーカーから出力される音声の調整をします。 
H に H を選択すると、最お上ちからの臨場感び増します。 

H に H 

MID 

LOW 


スピーカーの設定メニューまたはスピーカーの自動設定でフ□ントスピーカーび SM 冉 LL に設定され 
て、クロスオーパ'-周波数び1巳 OHzULL に設定されている場合、日 ASS の調整はできません。「チヤ 
ンネルレべル」卜2巳ぺージ)でサブウーファーのチヤンネルレベルを調整してください。 


※り • 各スピーカーは(下の文字で表されます。 


L : フ□ント左 


FHL ； フ□ント八イト左 
C : センター 
FHR :フ n ント A イトち 
R : フ□ントち 


SR :サラウンドち 
S 巳 R :サラウンドバックち 
SBL :サラウンドバック左 
SL :サラウンド左 
SW :サブウーファー 


• スピーカーの設定び N 0のスピーカーは選がでをません。 


※ご • サブウーファー本体に PH 冉 SE 切換スイッチびついているときはプラス側の。側）に設定してくだ 
さい。ただし、本機の PHASE CONTROL を ON にしても効果び分かりにくいとをは、サブウーファー 
の固体差び考えられますので、 効果の大きい方を選んでください。また効果びわかりにくいと去はサ 
プウーファーの向をや場所をかしずつ蜜えてみることちお勧めしまず。 


• サブウーファー内蔵の Lowpass フィルタスイッチを OFF にしてくださし、日 FF にできないサブ 
ウーファーは高いカツトオフ周波数に設定してください。 


• スピーカーの距離を正しく設定しないと、 PHASE C 日 NTR 0 L の効果び正しく出なし'!場合びあります。 

• PURE DIRECT モードのとさやヘッドホンをイま用してし、るとさは、 PHASE CONTROL モードを 
ON にすることびでをません。 

※づ • ON にするとフ□ントパネルの MCA 巳 C インジケーターび点なします。 

• D 旧 ECT および PURED 旧 ECT モードのときは使巧で去ません。また、ヘッドホンで聴いている 
とさは効果びありません。 


《 e サウンドレト U バー機能は、 S . レトリ A " —ボタンでも設定でさまず。 

※干 iPod USB 、 NETWORK および ADAPTER 入力のときの初期値は ON です。 

※邑デュアルモノラルの設定は、 HDD/DVD レコーダーで録画された二力国語放送などについては、ド 
ルビーデジタル音声か DTS 音声をデュアルモノラルモードで録画されたちののみ有効です。 

《 h 初期値の AUT □はドルビー TmeHD 信号に巧してのみ有効です。ドルビー TrueHD 信号政列のとき 
にダイナミックレンジコント□ールを有効にしたいときは MAX か MID を選びます。 

が通常の SACD を再生しているときは問題ありませんび、もしもノイズび発生する場合は0服に設定 
して < ださい。 

刮 HDMI で接続された U ップシンク対応のテレビにのみ有効です。日 N に設定しても音声全体の遅延時間 
び改善されないときは、 OFF に設定して r サウンドディレイ」（^3日ぺージ)を手動で調整してください。 
□□ PLI 1 MUS に モードでステレオ2チヤンネル音声を入力しているとをのみ使巧でさます。 

《I NE 0: 巨 CINEMA または NE 0: 巨 MUS に モードでステレオ2チヤンネル音声を入力していると去の 
み使用でさます。 







































I ホームメニユーで本機の設定を巧ラ 


ホーム分ニューでは、本機に接続したスピーカーのさまざまな調整や各種端子の用途などを設定しまず。 
設定でをる項目は下のとおりです。 



- 〇 Auto MCACC スピーカーの自動設定卜 1 己ぺージ） 

曰 Manual SP Setup 


接続しているスピーカーの手動設定 
(一下記） 


曰 Speaker System 


Q Speaker Setting 


B X.Over 


口 Channel Level 


s Speaker Distance 


スピーカー端子の用途の設定 
(一下記） 

スピーカーの接続本数や大ささ（低域 
再生能力）などの設定（一2日ページ） 
何 Hz 下の低音域をサブウーファーな 
どで再生するかを設定（一28ページ） 
スピーカーシステム全体の出カレベル 
の調整（一28ページ） 

視聴位置から各スピーカーまでの距離 
の設定（一29ぺージ） 


•日 Pre Out Setting 
- Q Input Assign 
曰 Video P 百 ram 巨 ter 

I 

且 Video Converter 

I 

Q Resolution 

I 

B Aspect 
Q HDMI Setup 


プ U アウト端子に接続した外部アンプの 
スピーカーの巧 達を設定 （一 2 日ページ） 

コンポジットビデオ入力端子に機器を接 
続するとさの設定（一2日ページ） 

HDMI 端テから出力される映像の設定 
(一2日ぺージ） 

コンポジットで入力した映像を HDMI から 
出力させるかどラかの設定（一吕日ページ） 
HDMI 映像出力の解像度の設定 
(-30 ページ） 

HDMI 映像出力のアスぺクト比の設定 
(一30ページ） 

HDMI によるコントロール機能の設定 
(一 3] ぺージ） 


'口 Aut 。 Power Down 讚葬點莲禮 | 帮誤驾 f 


.日 FL Demo Mode 
Q Parental Lock 


フ n ントバネル表示部にデモを表示する 
/しないの設定（一30ぺージ） 


ネットワーク機能の使用制限の設定 
(一 3] ぺージ） 


ス I も ス 




柳减 I 


の 本機とテレビの電源をオンにずる。 

テレビの入力を、本機と接続した入力に合わせて 
<ださい。 

這） IAV アンプ I ボタンを}甲してか目、ホーム 
メニューボタンを}甲ず。 

テレビに上記のホームメニュー画面び表示されます。 

③上記の調碧したい項目を選んで設定を 
行ラ。 

• と ENTER ボタンで、操作項目を選 

びます。 

• 戻る ボタンで前の画面に戻ります。 

• ホームメニュー ボタンで設定を終了します。 

d ) ホームメニュー ボタンを押して設定を 
終了ずる。 

戻るボタンを数回押して終了することをできます。 


陌感によるスピーカーの設定を行う 


スピーカーの自動設定（^1已ぺージ）でオート 
MCACC 設定を行った場合は、すでにリスニング 
環境に最適なスピーカー設定になっていますび、 
お好みで設定を変更することびでをまず。 

d ) ホームメニュー 画面の 中 か srManual 
SP Setup 」 を選択ずる。 

• ホーム六ニュー画面を表示するまでの手順は左 
記をご覽ください。 


1 .Auto MCACC 

3 . Pre Out Setting 

4. Input Assign 

5. Video Parameter 

6. HDMI Setup 

7. Auto Power Down 

8. FL Demo Mode 

9. Parental Lock 


I スピーカーシステムの設定を巧ラ 

• 工場出荷時の設定 ： Normal 
本機のスピーカー端子はさまざまな接続方法に対応 
します。スピーカーの接続方法にしたびって設定を 
行って < ださい。 


① Manual SP Setup の設定項目か5 
[Speaker System 」 を選択ずる。 



感 和/-►ボタンでスピーカー B 端子の巧途 
を選択ずる。 

•Normal — 通常の已 .1ch サラウンドシステム 
の接続です（プラン [A 】）。 

• Speaker B - 他の部屋にスピーカー巨システ 
ムを設置して、ステレオ音声を楽しめます（プ 
ランに】）。 

• Bi-Amp -フ□ントスピーカーをバイアンプ 
接続し、高音質に再生します(プランに】）。 

• Surr.Back Single -サラウンドバックスピー 
カーを1台接続します(プラン 【 D ])。 

d ) 戻るボタンを押してお了ずる。 

Manual SP Setup の設定画面に戻ります。 

0重要 

• スピーカーシステムの設定を変更した場合は、 
スピーカーの自動設定（^1已ぺージ）を再度 
巧ってください。 


M 臣 ILU 


再生 


応用設定 




■巧 



DAUX 

AAUX 

s. レトリ"- 

iPod USB 
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、EIW0RK ADAPTER 

口。 

BD DVD 

STB GAME 
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ホームメニ ユーで 本 機の設定を行ラ 


r スピーカーの設定を巧ラ 

スピーカーの大ささや本数を設定して、再生する 
音域を最適なチヤンネルへ配分しまず。 

ぶ Manual SP Setup の設定項目か5 
[Speaker Settin 宫」を選択ずる。 


2.Manual SP Setup 

a.Speaker System 


c. X.Over 

d. Channel Level 

e. Speaker Distance 


2b.Speaker Setting 


Front 


Center | 

SMALL] 


Surr 1 



Surr. Back j 

N0 ] 


Subwoofer: 

YES 



Return 


③174■ボタンで設定したいスピーカーを選 
んで、和/-►ボタンで大きさを選択ずる。 

スピーカーごとに UTF の設定を選べます。 


スピーカー 

選択項目 

Front 

(フ□ント） 

LARGE / SMALL 

Center 

(センター） 

LARGE / SMALL/NO 

Front Height 

(フ□ントノ V イト） 

LARGE / SMALL/NO 

Surr 

(サラウンド） 

LARGE / SMALL/NO 

Surr. Back 

(サラウンドバック） 

L 冉 R 白 EXl / LARGEX 2 / 
SM 冉 LLX ] / SM 冉 LLX 2/ 
N 0 

Subwoofs 广 

(サブウーファー） 

YES / PLUS/NO 


• フ□ントス ピーカー 

低音域の再生能力び高い場合は LARGE を、低 
い場合は SMALL を選びます。 

• センター / フ □ ント A イト/ブラウンドスピーカー 
低音域の再生能力び高い場合は LARGE を、低 
し、場合は SMALL を選びまず。接続しない焉を 
は N0 を選びます(そのチヤンネルの音声は、他 
の スピーカーから 出力されます)。 


-サラウンドバックスピーカー 

接続している本数を選んでください （1 本または 
吕本)。あ音域の再生能力び高い場合は LARGE 
を、おい場合は SMALL を選びます。接続しない 
場合は N0 を選びます(サラウンドバックチヤン 
ネル音声は、他のスピーカーから出力されます)。 

• サブウ^—ファー 

SMALL に設定されたスピーカーの低音域と 
LFE 信号（ドルビーデジタルや DTS 信号に含ま 
れる超低域信号成分)をサブウーファーか日再 
生ずるとさは YES を還びます。サブウーファー 
から常に低音を再生したいと去や、な音を強調 
したいと去は PLUS を選びますにのとき、通 
南はフ□ントやセンタースピーカーで再生して 
いる低音域をサブウーファーでを再生します)。 
また、サブウーファーを接続していないとをは 
N0 を選びますにのとを低音域は他の LARGE 
に設:定されたスピーカーで再生されます)。 

⑤ 戻るボタンを巧して終了ずる。 

Manual SP Setup の設定画面に戻ります。 

夕巧巧旧だ 

•フ□ント八イトスピーカーは、プリアウト端デ 
の設定卜2日ぺージ)で Hei 邑 ht を選んでいると 
さのみ設定でをます。 

•サラウンドバックスピーカーは、プ U アウト端 
デの設定卜2日ぺージ)で Suit. Back を選んで 
いると去のみ設定でをます。 

• フロントスピーカーび SMALL に設定されてい 
るとさは、サブウーファーは自動的に YES に設 
定されます。また、他のスピーカーで LARGE 
を選択でをません。このとを、各チヤンネルの 
な音域はサブウーファーから出力されます。 

-サラウンドスピーカーび N0 に設定されている 
ときは、フ□ント八イトおよびサラウンドバッ 
クスピーカーは自動的に N0 に設定されます。 

•サブウーファーを PLUS に設定した場合、サブ 
ウーファーのほ音域とフ□ントスピーカーの低 
音域び打ち消し合ってしまい、十分な低音の効 
栗び発揮されないことびありまず。このよラな 
とさは、スピーカーの設置場所や向さなどを蜜 
えてみて<ださい。それでも解消されないとを 
は実隙に音を出しなびらサブウーファーを YES 
にしたり、フ□ントスピーカーを SMALL にし 
てみて比較し、最適な設定にしてください。 


r クロスオ ー / V ’一周波数を設定ずる 

• 工場出荷時の設定：] OOHz 
スピーカーの設定（一28ぺージ）で SMALL に設 
定されたスピーカーびあるとき、何 HzUi 下のな 
音域を LARGE に設定されたスピーカーまたはヴ 
プウーファーで再生するかを設定しまず。また、 
LFE 信号についてわ同様に、何 Hzl ^ 以下のな音域を 
再生するかが設定されます。 


( J ) Manual SP Setup の設定項目か5 
rx . OverJ を選択ずる。 



選ぶ。 


ここで選択された周波数し^下の低音域は、サブ 
ウーファーまたは LARG 曰 こ設定されたスピー 
カーから再生されます。 

d ) 戻るボタンを巧して終了ずる。 

Manual SP Setup の設定画面に戻ります。 


r スピーカー出カレベルを設定ずる 

各スピーカーの出カレベルを設定することで、ス 
ピーカーシステム全体のバランスを調整します。 

A ま意 

• スピーカー出カレベルの設定では、テスト I -一 
ンび大音量で出力されます。 

(P Manual SP Setup の設定項目か 5 
|"Channel L 飢 elj を選択ずる0 


2.Manual SP Setup 

a. Speaker System 

b. Speaker Setting 

c. X.Over_ 

e.Speaker Distance 

2d.Channel Level 
Test Tone 


ENTER:Next Return 


d ) 和/-►ボタンで設定方ミ去を選ぶ。 
•Manual - テスト [ ンを出力するスピー 
力一を手動で切り換えて調整します。 

• Auto -テスト I ンを出力するスピーカーび 
自動で切り換わります。 

③ ENTER ボタンを押ず。 

音量び自動的に上びり、大をな音でテストトーン 
び出力されます。 


夕 おが5せ 

• スピーカーの大きさなどの設定については、「ス 
ピーカーの設定を巧ラ」（左記)をご覧ください。 


2d.Channel Level 

Test Tone [ Manual ] 

Please Wait . . .20 
Caution 

Loud test tones 

will be output. 

Return 


0) 和/ーボタンで各スピーカーの出カレべ 
ルを調整ずる。 

Manual を選んだときは、 t / l ■ボタンでスピーカー 
を選択します。 Auto を選んだときは、 U (下の順番 
でテスト I -ーンび出力されます。 


L 一い R 一 SR 一 SBR 一 SBL 一 SL 一 SW 








































ホームメニューで本機の設定を巧ラ 



テスト!''ーンを聞さなびら、各スピーカーの出力 
レベルを調整して < ださい。 


プリアウト端子の設定を行う 


プリアウト端子をサラウンドバックスピーカーま 
たはフ□ント八イトスピーカーの接続に使用する 
かを指定します。スピーカーの接続には外部アン 
プび必要です。 

• 工場出荷時の設定： Surr.Back 

( f ) ホームメニュー画面の中か 5 rPre Out 
Se け in 呂」を選択ずる。 


⑤戻るボタンを巧して俊了ずる。 

Manual SP Setup の設定画面に戻ります。 


巧おがらせ 

-音圧計を使用して出カレベルを調整する場合 
は、視聴位置で測定して、各スピーカーの出力 
レベルを7已 d 巨 SPL(C- ウェイト/ス□ーモー 
ド) に調整して ください。 


r スピーカーまでの距謎を設定ずる 

視聴位置から各スピーカーまでの距離を設定する 
ことで、各チヤンネルの遅延時間び自動的に算出さ 
れ、最適なサラウンド効果を得ることびできます。 


( T ) Manual SP Setup の選択項目か5 
[Speaker Distance 」 を選巧ずる。 



Home Menu 

1 . Auto MCA 

2. Manual SP 

■iVdJ ■•川 Icf 

4. Input Assi 

5. Video Para 

6. HDMI Setu 

7. Auto Powe 

8. FL Demo 

9. Parental L 

三 C 

Setup 

gn 

meter 

P 

r Down 

I/lode 

DCk 



3.Pre Out Setting 

Prp Out < ETTm: も ", > 

Return 


• ホームメニュー画面を表おするまでの手順は 
27ページをご覧ください。 

感 和/-►ボタンでプリアウト端子の用途を 
選ぶ。 

• Surr.Back -サラウンドバックスピーカーの 
接続に使巧します。 

• Height -フ□ント八イトスピーカーの接続に 
使用しまず。 


( g ) 戻るボタンを f 甲して終了ずる。 

ホームメニュー画面に戻ります。 


③ t /4 ボタンで設定ずるスピーカーを選 
んで、和/-►ボタンで各スピーカーまで 
の距離を設定ずる。 

0.1 m 間隔で調整でをます。 

③ 戻るボタンを押して終了ずる。 

Manual SP Setup の設定画面に戻ります。 


アナ□グビデオ入力端子の設定を行う 


ビデオパラメーターの設定を巧ラ 


I ビデオコンパーターの設定 

コンポジットで入力した映徹信号を変換して HDMI 
端子か5出力させるかどラかの設定です。 OFF を 
選択すると、解憬度およびアスペクト比の設定は 
でをな<な0ます。 

( J ) ホームメニュー画面の中か srvideo 
ParameterJ を選択ずる。 


1 .Auto MCACC 

2 . Manual SP Setup 

3 . Pre Out Setting 
4. Input Assign 



6. HDMI Setup 

7. Auto Power Down 
8 . FL Demo Mode 

9. Parental Lock 


-ホームメニュー画面を表示するまでの手順は 
27ページをご覧ください。 

感 Video Parameter の設定項目か5 
[Video Converted を選択ずる。 


5.Video Parameter 



b. Resolution 

c. Aspect 


5a.Video Converter 

BD/BDR 


DVD/DVR 

[OFF] 

GAME 

[OFF] 

STB 

[OFF] 


Return 


③ t / ♦ボタンで端子を選び、和/-►ボタン 
で映像の変換のオン/オフを選択ずる。 

• ON - コンポジット入力の映像信号び HDMl 端モ 
からち出力されまず。 

• OFF — 各 HD Ml 端子の入力映像び HD Ml 端テ 
から出力されます。コンポジット入力の映像信号 

は HDMI 端子からは出力されません。 29 


本機はコンポジット(アナ□グ)で入力した映像信 
号を変換して HDMI 端子から出力するビデオコン 
バーターを搭載しています。政下の内容について 
設定び可能です。 


アナ□グコンポジットビデオ入力は ANALOG 
AUX 入力に割り当てられていますび、 D に ITAL 
AUX または CD 入力の映像入力端子として使巧す 
るよラに設定を変更でをまず。 

• エ堤出荷時の設定： ANALOG AUX 

( J ) ホームメニュー画面の中か srinput 
Assi 居 nj を選択ずる。 


1 . Auto MCACC 

2. Manual SP Setup 

3. Pre Out Setting 



5. Video Parameter 

6. HDMI Setup 

7. Auto Power Down 

8. FL Demo Mode 

9. Parental Lock 


• ホームメニュー画面を表示ずるまでの手順は 
27ページをご覧ください。 


Input Assi 邑 n の設定項目か5 
|" Compos け e Input ! を選択ずる。 



@ 和/-►ボタンでアナ□グコンポジットビ 
デオ入力に割り当てたい入力を選ぶ。 

(S) 戻るボタンを}甲して終了ずる。 

Input Assi 即の設定画面に戻りまず。 


応巧設定 























































ホームメニユーで本 機の設定を行ラ 


盛 戻るボタンを f 甲して終了ずる。 

Video Parameter の設定画面に戻ります。 


r 解像度の設定 

HDMI 端子から出力される映像信号の解像度を設 
定しまず。 


r アスペクト比の設定 

アナ□グ映像信号を HDMI 端子から出力させる隙 
のアスペクト比を設定します。お手持ちのテレビ 
に合わせた設定を選んでください(正しく設定し 
ないと、画面の上下または左ちに黒帯び表示され 
たり、映儘び欠けて表示されます)。 


の ホームメニュー画面の中か srvideo 
Parameter 」 を選巧ずる。 

感 Video Parameter の設定項目か5 
「Resolution J を選択ずる。 


の ホームメニユー画面の中か srvideo 
Parameter 」 を選択ずる。 

感 Video Parameter の設定項目か6 
「 Aspect 」 を選択ずる。 



d ) 和/-►ボタンで解像度の設定を選択ずる。 

• AUTO 一 HDMI で接続したテレビの辭像度に合わ 
せて、自動的に出力解像度び設定されます。 

- PURE -入力した映像の解像度でそのまま出 
力されます。 

• 480 P /7 吕 0 p /1080 i /1080 p — ここで 

選んだ觸儘度で出力されまず (480 P とは、 
480 p/ 已 76p を意巧します。）。 

④ 戻るボタンを f 甲して終了ずる。 

Video Parameter の設定画面に戻ります。 

夕 おがらせ 

-テレビ(モニター)び対応していない解像度に設 
定した場合は映像び出なくなります。また、善 
作権保護されている映儘信号は映像び出ないこ 
とびありまず。そのとをは設定を蜜更し直して 
<ださい。 



③►ボタンでアスぺクト比の設定を選 
択ずる。 

• THROUGH -入力した映像のアスぺクト比で 
そのまま出力されます。 

• NORMAL -画面の上下または左ちに黒帯び表 
おされまず。 

( S ) 戻るボタンを押して終了ずる。 

Video Parameter の設定画面に戻ります。 

夕 おが5せ 

-テレビ(モニター)に映像び正しく表示されない 
ときは、映像を出力しているソース機器および 
テレビ(モニター)のアスぺクト設定を行って< 
ださい。 

- ANALOG はコンポジットビデオ入力を指しま 

す 。 ANALOG AUX、DIGITAL AUX または 

CD 入力の中から、アナ□グビデオ入力端子の 
設定で指定した入力び選ばれます。 
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自動電源オフの設定を巧う 


デモ表示の設定を行う 


本機の電源びオンのとをに、長時間何ち操作して 
いない場合に自動的に電源をオフにするよラに設 
定でさます。 

-工場出荷時の設定： OFF 

( j ) ホームメニュー画面の中か SrAuto 
Power Down J を選択ずる。 



• ホームメニュー画面を表示するまでの手順は 
27ページをご覧ください。 

( g ) 和/-►ボタンで電源がオフになるまでの 
時間を選ぶ。 

吕/4/6時間、または OFF (自動電源オフしない） 
を選びます。 

③ 戻るボタンを押して路了ずる。 

ホーム六ニュー画面に戻ります。 


本機のフ□ントパネル表示部のさまざまなデモ表 
示について、表おする/しないを選びまず。 


①ホームメニュー画面の中か 5 rFL 
Demo Mode 」 を選択ずる。 



• ホーム六ニュー画面を表おずるまでの手順は 
27ページをご覧 < ださい。 


② >/■►ボタンでデモ表示の ON / OFF を還ぶ。 

③ 戻るボタンを f 甲して終了ずる。 

ホームメニュー画面に戻りまず。 










































ホ—ムメニユ—で本機の設定を行う ■ HDMI によるコント□—ル機能 


ネットワーク煤能の使用制限を行う 


ネットワーク機能 ( NETWORK 入力)の使用制限の設 
定をします。使巧制限にとちない暗話番号の設定 
わ行います。 

(1 ) ホームメ ニュー 画面の中か 5 rParental 
Lock 」 を選択ずる。 



感 暗証番号を入力ずる。 

t/l ■ボタンで入力ずるで字を選んで、和/^ボタ 
ンでカーソルを動かしまず。 

• 工場出荷時の暗証番号は rooo 日」に設定されて 
います。 

屋 ） IParen ね I Lock 」 を選んでか5、ペア 
レンタル□ック機能の ON / OFF を選ん 
で決定する。 

- OFF :ネットワーク機能の使巧制限をしません。 
• ON :ネットワーク機能の使巧を制限しまず。 
NETWORK 入力は使用でをなくなりまず。 

(3) 戻るボタンを押してお了ずる。 

ホームメニュー画面に戻ります。 

巧ぉがらせ 

• 手順3でに han 吕 e Password 」 を選ぶと、暗証 

番号を変更でをまず。 


HDMI によるコント□ール機能対応のパイオニア製 
テレビやブルーレイディスクプレーヤー、または 
HDMI によるコントロール機能と互換性のある他社 
製品などを、 HDMI ケーブルで本機と接続すること 
で、下のよラな連動動作び巧能になります。 

• シアターモード 

テレビから本機の音量調節や消音 (= ュート)操作 

-テレビとの電源連動 
-自動入力切り換え 

テレビの入力切り換えやプレーヤーなどの再生 
開始による、本機の自動入力切り換え 

夕巧巧ほだ 

•パイオニア製の機器によっては、 HDMI による 
コント□-ル機能び 「KURO LINK 」 と表記され 
ていることびあ0まず。 

-パイオニア製 HDMI によるコント□ール機能巧 
応機器、および HDK / H によるコント□ール機能 
と旦換住のある他社製品卜32ぺージ)ながとの 
連動動作は保証がです。 HDMI によるコント □- 
ル機能と互換性のある他社製品であってわ、す 
ベての連動操作を保罰するちのではありません。 
- HDMI によるコント□ール機能を使ラとさは八イ 
スピード HDMI ケーブルをお使い<ださい。そ 
れ凶がの HDMI ケーブルでは HDMI によるコント 
□-ル機能び正しく動作しないことびありまず。 

-具体的な操作や設定方まなどについては、それぞ 
れの機器の取掘説明書もあわせてご覧ください。 


HDMI によるコントロール 機能巧 
応機器を接続す る 


本機には HDMI によるコント□ール機能対応テレ 
ビのほかに、最大3台の HDMI 機器を接続して連 
動動作させることびでをます。接続には A イス 
ピード HDMI ケーブルをご使用ください。接続方 
法につい口ま、 「 HDMI ケーブルによる接続」（一1 □ 
ページ)をご覧ください。接続び終わったら「コン 
卜□ール機能を設定する」（^ち記)を行ってくだ 
さい。 

-お手持ちのテレビびオーディオ I 」ターンチヤン 
ネル ( ARC ) に対応している場合は、 HDMI ケー 
プルを通じてテレビの音声を本機に入力でさま 
す。この場合、 HDM 殿定の ARC を ON に設定 
してください卜ち記)。 


夕 おが5せ 

- HDMI によるコント□-ル機能対応機器の接続 
終了後、本機の電源コードをコンセントに差し 
込むと本機の電源び入ります。この隙 、 HDMI 
に関する初期化動作を2砂から10砂程度行い 
ます。初期化中は HDMI インジケーターび点滅 
します。本機の操作は点滅び終了してから行つ 
てください。「コント□ール機能を設定する」(一 
下記）で HDMI によるコント□-ル機能を曰 FF 
にすることで、この処理は行われなくなります。 

• 本機の HDVII によるコント□-ル機能を十分に 
発揮ずるために、 HDMI 機器は本機に直接接続 
して < ださい。 


ント□-ル機能を設定する 


本機の HDMI によるコント□ール機能を有効にす 
るかどラかを設定します。本機の設定し:!がにを、 
本機と接続する HDVII によるコント□ール機能巧 
応機器の設定を必要です。詳しくは、それぞれの 
機器の取扱説日月書をご覧ください。 


( f ) ホームメニュー 画面の 中 か SrHDMI 
Setup 」 を選択ずる。 



27ページをご覧ください。 

( g ) 和/崎ボタンでコント□—ル機能 
( Control ) の ON/OFF を選ぶ。 

•ON - HDVII によるコント□—ル機能び有効に 
なります。 

•OFF — HDMI によるコント□-ル機能は無効 
になり、連動動作することはでをません。 


③ t / ♦ボタンで 「 ARC 」 を選んでか5、 

ー ボタンで才ーディオ U 夕ーンチャ 
ンネルの ON / OFF を選ぶ。 

• ON — HDMI 経由でテレビの音声を入力しま 
ず。手順2の Control び日 N のとをのみ選択でさ 
まず。テレビの設定ち必要です。詳しくはテレ 
ビの取掘説明書をご覧ください。 

- OFF - テレビの音声を入力するには、テレビと 
オーディオケープルで接続した入力を選びます。 

④ 戻るボタンを押して終了ずる。 

ホームメニュー画面に戻ります。 


連動動作を開始する前に動作巧認 
する 


接続と設定び終了したら、下記の確認作業を必ず 
行ってください。 

の ずべての機器をスタンパイ状態にずる。 

d ) テレビ ly 外のずべての機器の電源を才 
ンにずる。 

( J ) テレビの電源をオンにずる。 

(3 ) テレビの入力を本機が接続された HDMI 
入力に切り換える。 

感 本機の入力を HDMI 機器が接続された 
HDMI 入力に切り換える。 

( S ) 手順日で選んだ HDMI 入力に接続した機 
器を再生ずる。 

テレビに映儘び表示されることを確認します。 

手順己〜6を繰り返し、ずべての HDMI 
入力を確認ずる。 


応用設定 


が 


























HDMI によるコント□—ル機能 


r 連動中の動作について 

本機と接続した HDMI によるコント□-ル機能対 
応機器は、じ(下のよラな連動動作をします。 

• シアターモード 

- HDM によるコント□ール機能対応テレビのメ 
ニュー画面等でアンプから音を出すよラに操 
作すると、シアターモードにすることびでき 
ます。 

-シアターモードのとさに、本機の電源を切る 
ことでシアターモードは解除されます。この 
ときテレビのメニュー画面等でアンプから音 
を出すよラに操作すると、本機の電源びオン 
になり、再度シアターモードになります。 

-シアターモードのとをに、テレビのニュー 
画面等でテレビから音を出すよラに操作する 
と、シアターモードが解除されます。 

-シアターモードを解除すると、テレビで HDMI 
入力またはテレビ放をを視聴していた場合、 
本機の電源び切れます。 

-テレビとの電源連動 

-テレビの電源をスタンバイ状態にすると、本 
機の電源ちスタンバイ状態になります。（本 
機に HDMI 接続されている機器の入力を選択 
しているとをや、テレビを視聴している場を 
のみ。） 

-自動入力切り換え 

- HDMI によるコント□-ル機能対応機器の再 
を操作に連動して、本機の入力び自動的に切 
り換わります。 

-テレビの入力を切り換えると、本機の入力び 
達動して切り換わります。 

-本機の入力を HDMI し;がに切り換えてち連動 
動作は継続されます。 


[ HDMI によるコント□—ル機能と互巧 

I 性のある他社製品と接続ずる 


本機の HDMI によるコント□ール機能との旦換性 
びある他社製テレビと接続してお使いになると、 
下記の連動動作びで去ます。 


(お使いのテレビによっては、ずべての HDMI によ 
るコント□ール機能び働くわけではありません。） 
•テレビのメニュー画面で、本機に接続したス 
ピーカーから音を出すか、テレビのスピーカー 
から音を出すか、どちらかに設定でをます。 


•テレビのリモコンで、本機の音量調節や消音 
(S ユート)操作びでさます。 

•テレビの電源をスタンバイ状態にずると、本機 
の電源ちスタンバイ状態になりまず。（本磯に 
HDK / n 接続されている機器の入力を選択してい 
るとさや、テレビを視聴している場合のみ。） 

-テレビ放をやテレビに接続したが部入力の音声 
を、本機に接続したスピーカーから出力でさま 
す。 （ HDMI ケープルのほかに光デジタルケー 
プルなどの接続び必要です。） 

本機の HDMI によるコント□ール機能と互換性の 
ある他社製プレーヤーやレコーダーと接続してお 
使いになると、下記の連動動作びで去ます。 

-プレーヤーやレコーダーの再生を開始すると、 
本機の入力びその機器を接続している HDMI 入 
力に切り換わりまず。 


夕 おならせ 

HDMI によるコント□ール機能と互換性のある他 
社製品 

下の他社製テレビと互換化びあります。(順不同） 
• シ巾ープ株式含社製冉 QUOS ファミ U ンク対応 
の液晶テレビ「アクオス」 

-パナソニック株式会社製ビエラリンク対応のテ 
レビ 

-株式会社東ち製レグヴ U ンク対応のテレビ 
-株式会社曰立製作所製 WoociU ンク対応のテレ 
ビ 

-ソニー株式会社製ブラビア U ンク対応の液晶テ 
レビ r ブラビア」 
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UTF の他社製プレーヤーやレコーダーと互換性び 
ありまず。（順不同） 

• 株式会社シャープ製冉日 UOS ファミ U ンク対応 
のデジタル八イビジョンレコーダー 「 A 日 UOS 
八イビジョンレコーダー」、プルーレイディス 
クレコーダー rA 曰 UOS ブルーレイ」（株式会 
社シャープ製冉 QUOS ファミ U ンク対応の液晶 
テレビ「アクオス」とあわせてお使いのとをの 
み） 

-パナソニック株式会社製ビエラ I 」ンク対応のプ 
レーヤーおよびレコーダー（パナソニック株式 
会社製ビエラ U ンク対応テレビとあわせてお使 
いのとをのみ） 

-株式会社東芝製レグヴ I 」ンク対応のプレーヤー 
およびレコーダー（株式会社東芝製レグヴリン 
ク対応テレビとあわせてお使いのと去のみ） 

•株式会社日立製作所製 W □日日 U ンク対応のレ 
コーダー（株式会社日立製作所製 WoooU ンク 
対応テレビとあわせてお使いのとさのみ） 

-ソニー株式会社製ブラビア U ンク対応のプルー 
レイディスクプレーヤーおよびレコーダー（ソ 
ニー株式会社製ブラビア U ンク対応の液晶テレ 
ビ r ブラビア」とあわせてお使いのときのみ） 

切下の他社製商品と互換性びあります。 

•株式会社ソニー-コンピュータエンタテイン 
六ント製ブラビア U ンク対応の「プレイステー 
ション3」（ソニー株式会社製ブラビアリンク 
対応の液晶テレビ r ブラビア」とあわせてお使い 
のと去のみ） 

上記 L ツがの他社製品との連動動作は保証がです。 
互換性のある他社製品の型名など最新の情報 
については、パイオニアホームぺージ ( h け P :// 
pioneer.jp/) をご覧ください。 

※冉 QUOS ファミリンクは、シャープ株式会社の 
登録商標です。 

《 その他文中の商品名、技術名および会社名等は、 
当社や各社の商標または登録商標です。 

滅ブラビアリンクは、ソニー株式会社の登録商標 
です。 

&「プレイステーション」は、株式会社ソニー.コ 
ンピュータエンタテインメントの登録商標です。 

《 その他文中の商品名、技術名および会社名等は、 
当社や各社の商標または登録商標です。 


pDMI によるコント□—ル機能につい 

I てのごミ主意 

• HDMI によるコント□ール機能対応テレビの音 
声出力と本機の音声入力を接続し、 HDMI によ 
るコント□-ル機能対応テレビの U モコンでシ 
アターモードにすることで、テレビの入力を切 
り換えたとをなど、本機の入力び自動で切り換 
わり本機から音び出るよラになります。このと 
きテレビの音声は消音されます。接続は光デジ 
タルまたはアナ□グのいずれかで接続して<だ 
さい。 

•テレビやソース機器（プルーレイディスクプ 
レーヤーなど)は本機に直接接続して < ださい。 
本機政がのアンプや AV コンバーター （HDMI 
スイッチ）などに接続してから本機に接続する 
と、誤動作の原因となりまず。 

• HDMI によるコント□-ル機能び ON の状態で、 
本機の電源コードをコンセントに差し込むと本 
機の電源び入ります。この隙、 HDMI に関する 
初期化動作を2秒か610秒程度行います。巧期 
化中は HDMI インジケーターび点滅しまず。本 
機の操作は点滅び終了してから行ってください。 

. 本機の HDMI によるコント□-ル機能び ON の 
と去は、本機の電源びスタンバイ状態であって 
も、 HDMI によるコント□ール機能対応機器口 
ルーレイディスクプレーヤーなど）と対応テレ 
ビで接続しているとをのみ、本機から音を出さ 
ずにプレーヤーからの音声と映像を HDMI を通 
してテレビに出力でをます。このとを HDMI イ 
ンジケーターび点むします。 







.1 .困った とを 


巧障かな？と思った6 


故障かな？と思ったら下記の項目を確認して<ださい。また、本機と接続している機器(テレビなど)わあ 
わせて確認してください。それでを正常に動作しないとをは『保証とアフターサービス』（一28ページ)を 
お読みのラえ、販売店にお問い合わせ<ださい。 


症状 

改善策 

全瞄 1 

電源び入らない。 

•電源プラグを损いて、もラー度差し込んでください。 

自動的に電源び切れる。 

-自動電源オフ機能び ON の場合、本機を長時間操作していないと自動 
的に電源びオフになります。自動電源オフ機能の設定を確認してく 
ださい(一30ページ)。 

• スピーカーコードの芯線び U アパネルに接触していたり、プラスと 
マイナスびショートしていないか確認して<ださい。接触していた 
りショートしていると、電源び自動的に切れます。 

• すべてのスピーカーコードをがして電源を入れてみてください。電 
源び正萬な場合は、電源を切ってからスピーカーコードを正しく接 
続し直してください。スピーカーコードを外してち電源び切れてし 
まラとをは、電源プラグを损いて、パイオニアカスタマーヴポート 
センターへご達絡ください(裏表紙参照)。 

自動的に電源び入る、電源び切 
れる。入力び勝手に切り換わる。 
( HDMI によるコント□-ル機 
能びオンの場合） 

- HDMI によるコント□ール機能の達動動作でず。連動動作び不要な場 
合は、 HDVII によるコント□-ル機能をオフにしてください（一 3] 
ぺージ)。 

OVERHEAT と表示されて、電 
源び切れる。 

•本機巧部の温度び許容値を超えています。通風び良くなるよラに、本 
機の設置を蜜えてください(^3ぺージ)。 

-音量を下げて使巧してください。 

OVER TEMP と表示されて、 
音量び勝手に下びる。 

•本機巧部の温度び許容値を超えています。通風び良くなるよラに、本 
機の設置を蜜えてください(^3ぺージ)。 

-音量を下げて使用してください。 

入力を合わせてわ音青び出ない。 

•音量ボタンを押して、音量を上げて<ださい。 

.消音ボタンを巧して、ミュートを解除してください。 

-機器び正しく接続されているか確認してください。詳しくは「機器の 
接続」（^日ぺージ)をご覧ください。 

-ソース機器の設定び間違っている可能性びあります。ソース機器を 
正しく設定してください(^日ぺージ)。 

入力を合わせてち映儘が出ない。 

-機器び正しく接続されているか確認してください。詳しくは「機器の 
接続」（^9ぺージ)をご覧ください。 

• ソース機器と TV モニターを接続しているコードの f 重類び違っていて、 
ビデオ調整機能のビデオコンバーターの設定び OFF になっている場 
合は、ビデオコンバーターの設定を ON にしてください。 

-ビデオゲームなどの入力機器は解儘度の蜜換を行われないことがあ 
ります。本機と入力機器の解儘度の設定を行ってわ正しく表示され 
ない場合は、ビデオコンバーターの設:定を曰 FF にしてください。 


症状 

改善策 

AM ラジオのオートチューニン 
グ中に、スピーカーからプツプ 
ツと音び出る。 

-受1言を能を向上させるためであり、故障ではありません。 

ラジオ受信中に雑音びをい、 
放送局び自動的に選ばれない。 

-受信び良好になるよラに FM アンテナケープルを十分に伸ばして壁に 
貼り付けるなどしてください。 

-受信び良好になるよラに AM ループアンテナの位置や方向を変えてく 
ださい(一13ページ)。 

• FM 屋外アンテナや AM 屋外アンテナ、または室内アンテナを接続し 
て < ださい。 

-雑音を生じさせる磯器の電源を切るか、本機やアンテナから遠ざけ 
て < ださい。 

センター、サラウンド、サラウ 
ンドパックまたはフ□ント八イ 
トスピーカーか5音び出ない。 

-入力信号や U スニングモードによっては、一部のスピーカーから音 
び出ないことびあります。 ADV SURR ボタンを繰り返し押して、 
EXT.STEREO モードを還んでみてください。 

-スピーカーび正しく接続されているか確認して<ださい(^7ぺージ)。 

-「スピーカーの設定を行う」卜27ぺージ)をもう一度確認してください。 

• 「スピーカー出カレベルを設定する」（一28ページ)でスピーカーの 
出カレベルををラー度確認してください。 

ヴプウーファーから音び出ない。 

-サブウーファーを正し<接続して、電源を入れて<ださい。 

-サブウーファーに音量調整機能びあれば、ボ U ュームを上げてください。 

-再生しているドルビーデジタルや DTS 信号の中に低音域の LFE チヤンネ 
ルび含まれていないと、ヴプウーファーから音び出ないことびあります。 

-「スピーカーの設定を行う」（一28ベージ)でサブウーファーを YES ま 
たは PLUS に設定してください。 

•「LFEATT ( LFE アッテネーター)」（一2巨ページ）を加巨または 
-已服にしてください。 

特定のスピーカーの音びルさい。 

-スピーカーの自動設定を行ってください(一1已ページ)。 

-ホーム方ニュー設定でスピーカー出カレベルを設定してください 
(一28ぺージ’)。 

低音び出ない、音声びひずむ。 

• パイオニア製のスピーカー S - SL ] 00 - LR / S - SL ] 00 CR や HVT ス 
ピーカー ( S - HV 曰00 - LR など)を接続しているときは、本機のク□ス 
才ーパ'-周波数を吕〇〇 Hz に設定してください卜2日ぺージ)。 

カセットデッキを再生ずると 
雑音び出る。 

-雑音び消えるまで、カセットデッキを本機から離してください。 

IJ モコンで操をない。 

- U モコンび他機器の操作モードになっている可能性びありまず。 

IAV アンプ 1 を巧して U モコンを本機の操作モードに切り槪えてか6 
操作してみて < ださい(一 1 曰ページ)。 

-電池を交換してください(^3ぺージ)。 

• フロントパネルの U モコン受光部から7 m 、 左ち 30- の範囲で操作 
してください卜3ぺージ)。 

-障害物を取り除<か、別の場所に移動させてください。 

-1」モコン信号受光部に強い光び当たらないよラにして < ださい。 
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困ったとを 


ディスプレイの表示び暗い、ま 
たは表示されない。 

• リモコンの ディマー ボタンを巧して、表示部の明るさを選択してく 
ださい。 

-エコモードを選んでいる場合は、ディスプレイの表示び暗くなります。 
エコモードを解除すると、元の明るさに戻ります。 

ディスプレイに勝手にさまざ 
まな文字び表おされる。 

•デモ表示びオンになっていまず。デモを表示させたくない攝合は、デ 
モ表示をオフにして < ださい(一30ページ)。 

何らかの操作のおと、ディスプ 
レイ表おび点滅ずる。 

-操作禁止を意味します。入力信号や U スニングモードによっては選 
おでさない機能びあります。 

iPod/iPhone 


iPod touch / iPh 加 e び本機で 
認識されない。 

-切下の操作を行ってみてください。 

① iPod touch / iPhone のス U —プ/ス U —プ辭除ボタンとホームボ 
タンを同時に10秒故上押し続け、再起動します。 

③本機の電源をオンにします。 

③ iPod touch / iPhane を本機に接続しまず。 

USB メモ U- 


US 巨メモ U —び本機で認識さ 
れない。 

-一度電源を切ってから、再度電源を入れてみて<ださい。 

- US 日端子に正しく接続されているかどラか確認してください。 

• US 日メモ U - のフォーマツトび FAT 16 または F 冉 T 32 であるかどう 
か確認してください。 FAT 12、 NTFS 、 HFS は本磯で再生すること 
びでさません。 

• US 日八ブには対応していません。 

六ッセージび表示されて USB 
メモ IJ 一の再生びでさない。 

- ] 8ページの「お知5せ」をご覽になり操作してみてください。それで 
ちメツセージが表乐されるとさは、パイオニアカスタマーサポート 
センターへご連絡ください。 

US 巨六モリーのファイルを再 
生で去ない。 

• 善作権保護のかかった WMA や MPEG -4 AAC のファイルを本機で再 
生ずることはでをません(パソコンなどで CD などの音楽データを取 
り込む場合、設定によっては着作権保護びかかることびあります)。 

• 再生しよラとしているファイルの圧縮フォーマツトに本機び対応し 
ているかどうか確認してください卜44ぺージ)。 

U モコンの►ボタンを押してを 
US 巨を再生しない。 

• リモコンび USB モードになっていません。 iPod USB を巧して U モ 
コンを USB モードにしてください。 
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ADAPTER PORT 


扫山 e わがれ機能搭載機器と接続で 
をない、操作でをない、音び出 
ない、音びとざれる。 

•2.4 白 Hz 帯の電磁波を発する機器(電子レンジ、無線 LAN 機器、他の 
e / ue わがわ機能搭載機器など)び近くにありませんか？これらの機器か 
ら本機を離して設置するか、電磁波を発ずる他の機器の使用をおや 
め < ださい。 

-研 ue わがわ機能搭載機器と本機び離れすぎていたり、間に障害物びあり 
ませんか？同じ部屋で障害物のない、見通し距離10 miU 内に設置し 
て < ださい。 

• 日 LUET 00 TH アダプターは本機の冉 DAPTER PORT 端子に正し< 
接続されていまずか？接続を確認してくださいい] 2ページ)。 

- S / ue わ0め機能搭載機器び咖 e わ0化無線通信できるが態になっています 
か？扫山が0がわ機能搭載機器の設定を確認してください(一21ページ)。 

-ペアリングび正しく巧われていなかったり、本機かがり e わ0化機能搭 
載機器側のどちらかでペア U ングの設定を消去しませんでしたか？ 
再度ペア U ングの操作を行ってください(一21ページ)。 

• 接続したい機器はプ□ファイルに対応していまずか？ A 吕 DP および 
AVRCP に対応した丘/りが00め機能搭載機器を使用してください。 

NETWORK 


ネットワークに接続でをない。 

- LAN ケーブルび振けています。 LAN ケーブルを正し<接続してください。 

• ルーターの電源び入っていません。ルーターの電源を入れてください。 
•接続している機器にインターネットセキュ U ティーソフトウェアな 
どびインス!-ールされている。インターネットセキュ U ティーソフ 
トウェアなどびインス!-ールされている機器には接続でをないこと 
びあ0ます。 

-本機の電源び曰 N の状態で、電源び OFF だったネットワーク上の機器 
の電源を ON にしました。本機の電源を ON にする前にネットワーク 
上の機器の電源を ON にしておいて < ださい。 

「Connecting Wired ..」 と表お 
されたまま再生び始まらない。 

-接続している磯器の電源や接続び切れています。接続している機器 
の電源や接続を確認して < ださい。 

パソコンおよびインターネッ 
トラジオび正しく動作しない。 

- IP アドレスび正し<設定されていません。ルーターの DHCP サーバー 
機能をオンにするか、ネットワーク環境に合わせて、本機のネット 
ワークの設定を手動で行って<ださい。 

• IP アドレスの自動設定中です。自動設定には時間びかかります。し 
ばらくお待ち < ださい。 



























困ったとを 


パソコンなどのネットワーク 
上の機器の音楽ファイルび再 
生でをない。 

• パソコンに Windows Media Player 11または] 2びインス1 -- ルさ 
れていない。パソ]ンに Windows Media Player 11または] 2をイ 
ンス1-ールしてください。 

•音楽ファイルび、 MP 3 、 WAV CLPCM のみ）、 MPEG -4 AAC 、 
FLAG 、 WMA 拟外のフオーマットで記錄されています。 MP 3 、 
WAV ( LPCM のみ)、 MPEG - 4冉冉0、 FLAG 、 WMA で記録された 
音楽ファイルを再生してください(それらファイルであってち本機で 
再生できないことをあります)。 

• Windows Media Player 11または1吕で MPEG -4 AAC や FLAG 
ファイルを再生しようとしていまず 。 Windows Media 円 ayer ]] 
または] 2では VIPEG -4 AAC や FLAG ファイルを再生することはで 
定ません。他のサーバーを使用して<ださい。 

-ネットワークに接続している機器び動作していません。待機状態や 
スリープモードになっていないか確認してください。必要に応じて 
再起動してみて < ださい。 

-ネットワークに接続している機器びファイルの共有を許巧していま 
せん。接続している機器の設定を変更して<ださい。 

-ネットワークに接続している機器のフオルダーび削除または破損し 
ています。接続している機器に保をされているフオルターを確認し 
て < ださい。 

接続しているネットワーク上 
の機器にアクセスでをない 

-接続している機器の設定び正しくありません。クライアントを自動 
で承認(許可）したとをは、改めて入力する必要びあります。接続の 
設定び「許巧しない」になっていないか確認して < ださい。 

-接続している機器に再生でをるファイルびありません。接続してい 
る機器に保存されているファイルを確認してください。 

音声び自動で停止したり乱れ 
たりする 

-本機で正萬に再生で去るファイルではありません。 

-本機で再生でをるファイルフオーマットか確認して<ださい。 

-フオルダーび壊れていないか確認してください。 

-本機で再生でをる拡張テびついたファイルでを再生でさないこと 
や表示されないことびあ0ます。 

- L 冉 N ケーブルび振けています。 LAN ケーブルを正しく接続して<だ 
さい。 

. 同ーネットワーク上でインターネット通信び行われているなど、ネッ 
トワークの通信び混雑しています。ネットワーク上の機器と接続ず 
ると去は100巨 ASE - TX をご使用ください。 

Windows Media Player 11 
または12に接続でをない 

• 0 S に Windows XP または Windows 7を使用しているパソコンで、 
ドメインに□グオンしていまず。ドメインではなく、□一カルマシ 
ンに□グオンして < ださい。 

インターネットラジオび再生 
でさない 

• ネットワーク機器のファイアウオールび働いています。ネットワー 
ク機器のファイアウオールの設定を確認してください。 

-インターネットの接続び切断されていまず。ネットワーク機器の設 
定び正しいことを確認し、必要に応じてネットワーク接続業者にお 
問い合わせください。 

•ラジオ局の放送び中止、中断されていまず。放送局 U ストで選択で 
をる放送局でを再生でをないことびあります。 


恐犬_ I 改善策 


1無線 LAN コンバーター(別売り)使用時の問題 1 

無線 LAN 経由でネットワーク 
にアクセスでさない。 

• 無線 L 冉 N コンバーターの電源び入っていません(無線 LAN コンバー 
夕一の 「 Power 」、 rWP 引および 「 Wireless 」 ランプすべてび点な 
していない）。無線 L 冉 N コンバーターと本機の DC OUTPUT for 
WIRELESS L 冉 N 端テを接続している US 目ケースレび正しく接続さ 
れているか確認してください。 

• 本機の表お窓に rWLAN P 0 W ERR 」 び表あされる。 

-無線 L 冉 N コンバーター用の電源に問題びあります。本機の電源を 
オフにしてから、 US 日ケープルを旅去、再度 USB ケーブルを差し、本 
機の電源をオンにしてください。 

-上記操作を数回繰り返しても 、 rWLAN P 0 W ERR 」 び表示される 
場合は、本機か US 巨ケープルに問題びあります。電源コードを抜い 
て1屡理を依頼して < ださい。 

• LAN ケーブルを接続していません。無線 LAN コンバーターと本機の 
LAN (10/1 0 0) 端子を LAN ケープルで正しく接続してください。 

• 無線 LAN コンバーターと無線 LAN ルーターなどの親機との間に距離 
びあったり、障害物びあります。無線 LAN コンバーターと親機との 
距離を近づけるなど無線 LAIN ! 環境を改善して < ださい。 

-電子レンジなど電磁波び発生する近<に無線 LAN 環境びあります。 

-電デレンジなど電磁波び発生ずる場所から離して使用して<ださい。 
-無線 L 冉 N で使用するとをは、電磁波び発生する機器をなるべく使 
用しないよラにして < ださい。 

• 複数の無線 LAN コンバーターを無線 LAN ルーターに接続していま 
す。複数の無線 LAN コンバーターを接続する場合は、無線 LAN コン 
バーターの IP アドレスを変更する必要びあります。たとえば、無線 
LAN ルーターの IP アドレスび「1目吕 .168.1.1 」のとをは、1つめの 
無線 L 冉 N コンパ‘一夕一の IP アドレスを「192.1日 8.1. 24引、2つめ 
の無線 LAN コンバーターの IP アドレスを「1日 2.1 巨 8.1 ぶ48」にし、 
「249」 r 吕48」と、無線 LAN コンバーター同±や他の機器と重複し 
ない2〜249の値を設定してください。 

• 無線 LAN コンバーターと無線 LAN ルーターなどの親機との無線 LAN 
接続びでをていません。無線 LAN 接続には、無線 L 冉 N コンバーター 
の設定びお、要です。詳し<は、無線 LAN コンバーターの取扱説明書 
をご覧ください。 


固つたとを 
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困ったとを 


無線 LAN 経由でネットワーク 
にアクセスでさない。（続を） 

• 無線 LAN コンバーターを本機に正しく接続し、無線 LAN コンバーター 
のランプを点灯しているび、 本機から無線 LAN コンバーターの設定び 
でをない(設定画面を表示でをない)。 

-無線 LAN コンバーターを本機に接続した状態で、本機の電源を 
切ってから電源コードをコンセントから旅を指しし、その後本機の 
電源を入れてください。 

—本機の Network Settin 呂 s の中の Network Modes 設定を 

STATIC に設定して IP アドレスを手動で設定している場合、無線 
LAN コンバーター巧で設定している IP アドレスと合っていない可能 
性びあります。 Network Modes 設定を DHCP に設定して、設定終 
了後に本機の電源を OFF にし、再度本機の電源を ON にして本機で無 
線 LAN コンバーターの設定を表おでをるか確認してください。表示 
でをた場合、必要に応じて、本機の IP アドレス設定、無線 LAN コンバー 
ターの IP アドレス設定を変更してください。 

• 本機と無線 L 冉 N コンバーターの IP アドレス設定び無線 LAN ルーター 
などの設定と合っていません。 

-本磯と無線 L 冉 N コンバーターの IP アドレス設定 (Network 
Modes 設定を含む)を確認してください。 

本機の Network Modes 設定を DHC 円こしているときは、本機の電源 
を日 FF にし、再度電源を日 N にしてください。 

本機や無線 L 冉 N コンバーターの IP アドレスび無線 LAN ルーターなど 
の設定と合っているかを確認してください。 

本機の Network Modes 設定を STAT ににしていると去は、無線 LAN 
ルーターなどの親機のネットワークに合った IP アドレスを設定して 
<ださい。 

たとえば、無線 LAN ルーターの IP アドレスび「1 92.168.1.1 」のとを 
は、本機の IP アドレスを「1目2.168 .1. XXX 」（*1)、ヴプネットマス 
クを「2巳已 .2 已己 .2 己已.0」、ゲートウエイや DNS は「1日 2.1 巨 8.1.1 」 
に設定して < ださい。 

なに、無線 LAN コンバーターの IP アドレスを「1目吕 .168.1.24 引(*2) 
に設定して < ださい。 

(*1)「1日2.168 .1. XXX 」 の rxxx 」 には、他の機器と重複しない吕〜 
348の1直を設定してください。 

(*2)「1日2.168.1.249」の「249」には、他の機器と重複しない2〜 
249の1直を言受定してください。 

• 無線 LAN コン y '(—ターの詳細設定をしてみてください。 

無線 LAN コンバーターをパソコンに接続して、無線 LAN の詳細設定 
びできます。詳細は、無線 L 冉 N コンバーター用に付属している仁 D - 
ROM を確認してください。無線 LAN ルーターなどの設定を確認のラ 
え、無線 LAN コンバーターの設定を変更してください。 

ただし、無線 LAN の詳細設定で無線 L 冉1\1環境び改善でさるとは限り 
ません。設定変更にはご注意ください。 

-アクセスポイントび SSID を隠す設定をしています。 

この場合、アクセスボイントの U スト画面に表おされないことがあ 
ります。表示されない場合は、本機側の無線 LAN コンバーターのマ 
ニュアル設定で SSID 等を設定してください。 
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無線 LAN 経由でネットワーク 
にアクセスでをない。（続さ） 

•アクセスポイントのセキュ1」テイ設定び、 WEP の1己2 b け長の暗号 
KEY または SHARED KEY 認罰を使用していまず。 

本機は、 WEP の1已2 bit 長の暗号 KEY ならびに SHARED KEY 認証 
には対応していません。 

• 上記の対処をしてちネットワーク接続でをない。 

無線 LAN コンバーターを初期化して<ださい。その後、無線 LAN コン 
バーターの設定をやり直して<ださい。 

-初期化について 

1. 無線 LAN コンバーターの電源び入っていることを確認して<ださい。 

2 . 無線 LAN コンバーターの U セットボタンを3砂じ(上押して<ださい。 

3. U セットボタンを放してください。 

無線 LAN コンバーターび再起動したら、初期化の完了です。 

HDMI 


映像と音声の両方び出ない。 

-ソース機器の仕様によっては本機を通しての HDMI 接続びできない場合 
びあります。ソース機器の仕様を確認し、非対応のときはソース機器と 
本機をビデオケープル(黄)で接続して < ださい。 

• 本機は HDC 円こ対応しています。ご使巧の機器び HDCP 対応かどラ 
かをご確認ください。 HDCP 非対応のときはビデオケーブル(黄)で 
接続して < ださい。 

映儘び出ない。 

-ソース機器の設定によっては映像び表示されないビデオフォーマット 
が出力されることびあります。ソース機器の設定を変更するか、ビデ 
オケーブル(黄)で接続してください。 

-ソース機器の映像び影響している可能性びあります。ソース機器の 
解像度設定や Deep Color の設定などを調整してください。 

• 映憬信号び Deep Color のとき、 HDMI ケープルび Deep 巳〇1□りこ巧 
応していないと映像び出ません。 A イスピード HDMI ケースレを使っ 
て < ださい。 

音声び出ない、またはとぎれる。 

• DVI 機器と接続しているとをは、音声び出ません。別途音声の接続を 
巧って < ださい。 

• 才ーデイオ調整機能の HDMI 設定び THROUGH になっている場合は、 
本機から音は出ません。 AM 円こ設定してください(^2已ぺージ)。 

- HDMI によるデジタル音声伝送は、従来のデジタル音声伝送(光また 
は同軸）に比べ、フォーマットの詔、識に時間びかかります。このため、 
音声フォーマットの切り換わりや再生スタート時に、音声びとざれ 
る場合びあります。 

•再生中に、本機の HDMI OUT に接続している機器の電源をオン/才 
フしたり、 HDMI ケーブルを抜を差しすると、音声びとざれたりノイ 
ズび発生する場合びあります。 


















困ったとを 


を状 

改善策 

HDVII によるコント□-ル機能 
でシアターモードび動作しな 
い。 

• HDMI によるコント□-ル機能を ON にしてくださし、(一23ぺージ)。 

• テレビの電源を ON にしてから本機の電源を ON にしてください 
(一31ぺージ)。 

• テレビ側の HDMI によるコント□-ル機能を ON にしてください。 

-エコモードびオンのとさは、 HDMI によるコント□ール機能は動作し 
ません(一24ページ)。 

• エコモードをふたたびオフにしてを、 HDMI によるコント□ール機能び 
動作しないことびありまず。この場合は、「連動動作を開始ずる前に動 
作確認する」卜31ぺージ)をご覽になり、動作確認を巧ってください。 

H DM 1で接続したテレビの音声 
び本機で聞こえない。 

-テレビびオーディオ U ターンチヤンネル(冉 RC ) に対応している場合： 
HDMI 設定の ARC を日 N にして、 TV 入力に切り換えてください(一 3] 
ぺージ)。 

• テレビび才ーディオ U 夕ーンチヤンネル ( ARC ) に対応していなし'!場合； 
HDMI 経由でテレビの音声を聴くことはでさません。別途オーディオ 
ケーブルの接続を巧ってください(一10ページ)。 


riHDMI 接続に関ずるごミ主意 

本機を経由してソース機器 (DVD プレーヤーやビデオデッキ、セットトップボックスなど)とテレビ(モニ 
ター）を HDMI ケーブルを使って接続すると、映像や音声び出力されないことびあります(ソース機器の仕 
様により、 AV アンプを経由してテレビに映儘や音声を出力できないことびあります)。このよラなときは、 
接続しているソース機器のメーカーにお問い合わせください。 

AV アンプを経由してテレビに映像や音声を出力できないソース機器をそのままお使いになるとさは、下 
記の接続例の方法に変更すると映像や音声を出力でをます。 


接続例 

ソース機器とテレビを HDMI ケープルで直接接続してください。 

本機とソース機器を、音声ケープルを使って接続してください。このとさテレビの音量は最ルにしてください。 

巧 巧巧旧だ 

ソース磯器によっては、デジタル音声出力び吕チヤンネル音声しか出力されないことびあります(これは、 
ソース機器びテレビの音声チヤンネル数に合わせるためです)。 

ソース機器を切り撰えるとさは、本機とテレビの入力を両方切り換えて<ださい。 

HDMI 端子に入力される映像をテレビで見るとさは、テレビの入力を HDMI に切り換えまず。このと去テ 
レビの音量は最ルに調整してください。 


NETWORK 入力のメツセージについて 


NETW 曰 RK 入力で政下のメッセージび表示されたとをは、内容欄をご確認ください。 


メッセージ 

内容 

List empty , Add from Now Playing ... 

リストび空です。 Now 円 ayin 旨から追加してください。 

No item 

何おアイテムびありません。 

Rescanning devices ... 

再検索中でず。しばらくお待ち<ださい。 

Unsupported Format 

本機び対応していない形式です。 

Server Connection Error 

サーノ く 一に 接続でさません。 

Error opening stream 

スト U — S ングエラーです。 

Already in favorites 

すでにお気に入りに登録されていまず。 

Unsupported item 

本機び対応していないアイテムです。 

Unknown error 

原因不明のエラーです。 

Connection Error ... 

ネットワークに接続でさません。 


本機を巧巧化する 


し^(下の手順で、本機のすべての設定を工場出荷時の状態に初期化します。 



iPod USB NETWORK ADAPTER をお齡 

O O O ♦ 

坚豐 staI™ 

O #0 • 

^2 STB G 分 E gA 端 

0 0 0 0 


① 本機の電源をオフ（スタンバイ状劇にずる。 

③ フロントバネルの INPUT SELECTOR ボタンを已秒 L ソ上巧しなび5、リモコンの旦旦ボ 
タンを巧ず。 

③ 表示部に RESET ? と表示された6、リモコンの AUTO / □旧 ECT ボタンを押す。 

表示部に 0 K ? と表示されます。 

④ リモコンの ALC / STANDAR □ボタンを押ず。 

表示部に 0 K と表示され、本機び工場出荷時の扶態に巧期化されたことをおしまず。 


困 

〇 

た 

と 

さ 


をお巧旧だ 


- HDMI によるコント□ール機能び ON に設定されていると、本機の初期化びできない場合びあります。 
その場合は、 HDMI によるコント□-ル機能を OFF にするか、ずべての接続機器の電源を切ってから 
本磯の電源をオフ(スタンバイ）にし、 HDMI インジケーターび消なするのを待ってから初期化してくだ 
さい。 


• NETWORK 入力のネットワーク設定はこの操作を行ってを初期化されません。2日ページの「その他の 
設定」をご覧になり、リセット操作を行ってください。 
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工場出な時の設定一! 


設定項目 

巧期値 

参照 

ページ 

オーディオ調整機能 

MIDNIGHT (ミッドナイト） 

MID/LDN OFF 

2 巳 

LOUDNESS (ラウドネス） 



BASS 他音） 

0 


TREBLE 搞音） 

0 


CH LEV (チヤンネルレベル） 

加巨 


SB CH (サラウンドバック 
チトンネル処理） 

ON 


PHASE CTRL 

(フェイズコント□-ル） 

ON 


EQ (アコースティックキヤ U 
プレーシヨン EQ ) 

ON 


SOUND DELAY 

(サウンドディレイ） 

0.□フレーム 


SOUND RTRV 

(サウンドレトリバー) 

OFF 

(iPod USB 、 NETEORK 、 
ADAPTER 入力は ON ) 


DUAL (デュアルモノラル） 

CHI 


AXED PCM ( PCM フィックス） 

OFF 


DRC (ダイナミックレンジコ 
ント□-ル） 

AUTO 

26 

LFE ATTCLFE アッテネーター) 

加巨 


SACD GAIN ( SACD ゲイン） 

0 (服） 


HDMI ( HDM 度声） 

AMP 


AUTO DELAY 讨ートディレイ） 

OFF 


CENTER WIDTH (センター幅） 

3 


DIMENSION (ディ六ンシヨン） 

0 


PANORAMA (パノラマ） 

OFF 


CENTER IMAGE 

(センターイ；><ージ） 

3 ( NEO : 巨 MUSIC ) / 
10 ( NE 曰: 6 CINEMA ) 


HEIGHT GAIN (八イトゲイン） 

MID 



設定項目 

初期値 

参照 

ぺージ 

ホームメニュー設定 

Speaker System 

(スピーカーシステムの i 受定） 

Normal 

27 

Speaker Setting 

Front : SMALL (ル） 

28 

(スピーカーの設定） 

Center : SMALL (ル） 



Front Hei 旨 ht : NO (無し） 



Suit : SMALL (ル） 



Suit . Back : NO (無し） 



SubwoofenYES (有り） 


X.Over 

(クロスオーバー周波数） 

100 Hz 


Channel Level 

(スピーカー出カレベル） 

OdB (補正無し） 


Speaker Dist 己 nee 

(スピーカーまでの距離） 

すべて 3.0 m 

29 

Pre Out Setting 

(プ1」アウト端子の設定） 

Suit . 巨 ack 


Input Assign [Composite 
Input] (アナ□グビデオ入力 
端子の設定） 

ANALOG AUX 


Video Converter 

(ビデオコンバーターの設定） 

すべて ON 


Resolution 懈像度の設定） 

AUTO 

30 

Aspect (アスぺクト比の設定） 

すべて THROUGH 


Auto Power Down 

(自動電源オフの設定） 

OFF 


FL Demo Mode 

(デモ表示の設定） 

ON 


Parental Lock (ネットワー 

ク機能の使用制限の設定） 

OFF 

31 

HDMI によるコント□—ル 機能 

Control 

ON 

31 

ARC (オーディオ1」ターン 
チヤンネル） 

OFF 


その他 

入カフアンクシヨン 

BD/BDR 

16 

IJ スニングモード 

AUTO SURR 

23 

ディスプレイの明るさ 

一番明るい 

4 
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巧証とア フターヴー ビス 


保証書(別添)について 

イ呆罰書は必ず r 販売店名-購入曰」などの記入を醒かめて販売店から 
受け取り、内容をよく読んで大切に保ちしてください。 

保証期間はご席乂曰か 51 年間でず。 


補修用性能部品の保有期間 

当社はこの製品の巧修巧性能部品を製造打ち切り後、8年間保有し 
ています。性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な 
部品です。 

修理に関ずるご質問、ご相談 

お買いまめの販売店へご依頼ください。ご転居されたりご贈答品な 
どでお買い求めの販売店に修理のご依頼びでさない場合は、修理受 
付窓□にご相談ください。 

所在地、電話番号は裏表紙の r ご相談窓□のご案内-修理窓□のご 
案内」をご覧 < ださい。 

修理を依頼されるとき 

修理を依頼される前に33〜37ページの r 故障かな？と思った日」 
の項目をご確認ください。それでち正常に動作しないとさは、ご使 
巧を中止し、必ず電源プラグを抜いてから、お買い求めの販売店ま 
たは裏表祇に記載の修理受付窓□にご依頼<ださい。 

ご連結いたださたい巧客 

-ご住所 
• お名前 
-お電話番号 

• 製品名： AV マルチチヤンネルアンプ 
• 型番： VSX - S 已〇〇 
-お買い上げ曰 

-故障の状況(で去るだけ具体的に） 

-訪問ご希望曰 

-ご自宅までの道順と目標(建物、公園など） 

保話期間中は 

修理に隙しては、保罰書をご提示ください。保証書に記載されてい 
る当社の保証規定に基づを修理いたします。 

保証期間が過ぎているときは 

修理すれば使用で去る製品については、ご蒂望により有料で修理い 
たします。 






































































困ったとを 


ヴービス拠点のごま巧 


※ま号をよ < お確かめの上でおかけいただままずよラお巧いいたしまず 

サービス拠点への電話は、 修理受付窓□ でお受けします。(沖縄県の方は巧縄ヴ~ビス認定店） 

また、認定店は不在の場合をございますので、持ち込みをご帯望のお客様は修理受な塞己にご確認ください。 


参 北海道地区 



受材月一を 9:30-18:00 (± ■曰-巧‘巧社巧お曰はお <) 




☆巧点は.±垣も受时 9:30-12:00, 13:00〜1圧00 ( 辉な巧業日は除く） 

☆北海道サービスセンター 

FAX 

011-611- 己 694 

干 064-0 呂22 

ネ L 幌市中央区化2を困吕日- 1-3 クワヴワビル 

脚IIサービス認定店 

FAX 

01 白 6 -巳 5-7207 

干070 -0831 

烟1怖祖町1条1了目 438-89 

帯広サービス認定店 

FAX 

01 已己 -23-7757 

干080-001巳 

帯広市困5ま南2日了目り 

函館ヴービス認定店 

FAX 

013日- 40-6473 

干041 -081 1 

函館市富岡町 2-1 曰-7 


•ま化が反 



受巧月〜を9:30〜 t 任00 (± ■日-巧‘巧巧巧実曰はお <) 




☆巧なは.±坦を受付 9:30-12:00. 13:00〜18:00 ( 巧社;巧業曰はお <) 

☆東化サービスセンター 

FAX 

〇吕吕 -3 フ已 -4996 

干9日 1-31 吕1 

仙台市泉区上谷刈 6-10-26 

山形サービス認定店 

FAX 

023-615-1627 

干 990-00 吕3 

山形市松波 1-8-1 フ 

郡山サービス認定店 

FAX 

〇吕 4-991-7466 

干 963-8861 

郡山巿鶴見巧 1-9-2 已クレールアヴ エニユー 伊蔵第2ビル 1F D 号 

盛岡サービス認定店 

FAX 

01 9-6 巳白-7648 

干020 -0051 

盛岡市下太田下 III 原 153-1 

青森ヴービス認定店 

FAX 

01 7-73 已 -243 日 

干030 -08 吕1 

青森市瞬田 2- 16- 10 

八戸ヴービス認定店 

FAX 

01 78-44-3351 

干03 1-0802 

八戸市か中野 3-16-8 

が田サービス認定店 

FAX 

01呂 -869-7401 

干010 -0802 

秋田市か触II字梶の目 345-1 

♦東京都の 



受村月〜± 9:30〜1汪〇0 ( 曰.巧-巧な化巧曰は除 <) 

せ田谷ヴービスステーション 

FAX 

03-已3巳フ -07 フ〇 

干1已 6-00 己巳 

世田 谷区胎橋 5-28-6 吉崎ビル 1F 

化東京サービスステーション 

FAX 

03-3944-7800 

干 170-0002 

豊島区巣鴨 1-9-4 第兰义巧ビル 1F 

を摩サービスステーション 

FAX 

04吕-已 24-5947 

干 190-0003 

立 J 1怖お BT4- 1 8- 1エクセル立 j111F 

♦関東•甲信越地区 



受巧月〜を9:30〜1任00 (±■曰-巧•巧社;巧業曰はお <) 




☆巧なは.±坦ち受付 9:30-12:00. 13:00 〜 1任00 ( 巧な;化業曰はお <) 

☆干葉サービスステーション 

FAX 

047-773 -白354 

〒吕 75-001 6 

習志野巿ま田沼 3-2 日-吕吕 

☆化巧まサービスセンター 

FAX 

048-6 已 1-8030 

干 331-0812 

ごいたま巿化区宮原町 1-310-1 

水戸ヴービス認定店 

FAX 

029 -24 呂 -130 白 

干3 10-0 呂44 

水戸市住吉町307 -4 

宇都窝ヴービス認定ち 

FAX 

028-6 巳フ-己88吕 

干 321-0912 

宇都窝巿石井町33フ 3-21 

お馬サービス認定店 

FAX 

0270 -2 吕 -18 已9 

干37吕 -0801 

伊聲崎巧宮子町1 191-17 ) ':ヴージュ808伊聲崎101号 

巧谓サービス認定店 

FAX 

025-374 -已756 

干9已 0-0982 

新爲市中央区堀之巧南 1-20-1 1 

巧;度サービス指定店横山電檐商会 

FAX 

02已 9-63-3400 

干9己吕 -1 吕09 

佐渡市金幷町千種11已 8-1 

☆南関東サービスセンター 

FAX 

045-943-37 呂8 

〒吕 24-0037 

横お市都筑:区をヶ崎南 2-18-1 ベルデユール茅ヶ崎 

巧奈川西サービス認定店 

FAX 

04白-呂31 -1209 

〒吕 43-0422 

ミ毎を名巿中巧 田 4- 10-已3中山ビル 1F 

兰宅島サービス指定店瞬見電搪 

FAX 

04994 -6- 1246 

〒1日日-1吕11 

兰宅村大字坪 田 

お本サービス認定店 

FAX 

0263 -48-0 已 7 已 

干 390-0852 

松本市大字島立180-已バイオニア松本拠点 1F 

長野サービス認定店 

FAX 

026-229 -已 250 

干 380-093 已 

長野市中御所 1-24 

甲 府ヴービス認定店 

FAX 

0 巳 5-22 呂-白 003 

干4日日-003巳 

甲巧市飯田 4-9- 14 

♦中部地区 



受付月〜金9:30〜1任00 (± ■曰-巧‘巧巧巧業曰はお <) 




☆巧なは.±坦ち受付 9:30-12:00. 13:00〜1任00 (巧巧化業曰はお<) 

☆中部 サービスセンター 

FAX 

052-532-1 148 

干4 己 1-0063 

るち屋巿西区巧切 2-8-1 日 

岡崎ヴービス認定店 

FAX 

〇已 64-33-7080 

干 444-0931 

岡崎市大和町字荒田 36- 1大祀ビレツジ B - 1 

まヴービス認定店 

FAX 

〇已 9 -呂 13-671 吕 

〒已 14-0821 

ま市き水已22-已 

岐阜ヴービス認定店 

FAX 

〇巳呂 -274 -己呂 5 白 

干5日日-8384 

岐阜市致 田 南 4-2- 10 

詩岡サービス認定店 

FAX 

0 巳 4-23 白- 40 白 3 

干 422-8034 

静岡市醫巧区高松 1-17-1 7 

ミ召まサービス認定店 

FAX 

〇已 5-967-S4 已已 

干41 0-0876 

おま市化今巧に-7 

お松サービス認定店 

FAX 

〇已 3-42 吕 -1401 

干 430-09 12 

おお市中区茄子町3已已 -1 

金ミ只サービス認定店 

FAX 

076-240-0 已已〇 

干9吕〇 -0362 

金ミ尺市ち府 3-60- 1 K2 ビル1 F 

富山ヴービス認定店 

FAX 

076-425-30 吕 7 

干 939-8 吕11 

富山市 二 □町 1-7-1 

福井ヴービス認定店 

FAX 

07フ已 -2 フ -17 白8 

干910-0001 

福井市大願寺3-5-白 


参関西地区 


☆関困サービスセンター 

FAX 

06-6310- 白 120 

巧戸サービス認定店 

FAX 

078 -2 己巳-0832 

姫跨サービス認定店 

FAX 

0792-已 1-26 已己 

祀歇山ヴービス認定店 

FAX 

日 734-4 己-3026 

京都サービス認定店 

FAX 

07已-己 44-797 已 

奈良サービス認定店 

FAX 

0742-已 0-0 日89 

福巧山サービス認定店 

FAX 

日 773-24 -已37已 


受巧ち〜を 9:30 〜 18:00 (±.曰.巧-巧れが業曰はおく） 

☆巧,なは、±坦を受巧 9:30-12:00. 13:00-18:00 (巧れが実曰は除く） 

〒已巨 4-00 己吕の田市広ち町已 -8 

〒己己 1-0093 巧戸市中央区二言 BT 1 T 目 10-1 □-レル兰きノースアベニユ ー1 F 
T 67 1-0224 姫路市別巧町佐 ±1-1 吕日 
〒己 41-0014 祀歌山市モ見11 26-4 

干 601-8444 京都市南区西九を森本町4イツツアイランド 1 F 
干 630- S 141 奈臭市南京お町り 74-2 
T 620-0055 福知山市標尾巧町 2-74 カマ A チマンション 


♦中国•四国地区 


な中四国サービスセンター 

FAX 

0 S 2-534 -己日已 9 

岡山サービス認定店 

FAX 

日 S 己- 2 巳 0-2724 

松江サービス認定店 

FAX 

OS 已 2-22-7779 

福山サービス認定店 

FAX 

0849-31-2791 

鳥取サービス認定店 

FAX 

08已フ -2 S - a 01 1 

徳山サービス認定店 

FAX 

0 S 34-33 -己7已9 

高松サービス認定店 

FAX 

087-813-6112 

徳島サービス認定店 

FAX 

0 S 8-6 己白-6076 

高な]サービス認定店 

FAX 

088-802-3321 

松山サービス認定店 

FAX 

089-白1 1- 己608 


受巧ち〜を 9:30 〜 18:00 (±.曰.巧-巧れが業曰は除く） 

T ： r 化なは、±垣を受巧 9:30-12:00. 13:00-18:00 (巧れが業曰はおく） 

干 733-0003 広島市西区兰棲町2"4-22 NK ビル 1 F 
干700 -097 已岡山市化区ろ 3-10-10 倫前ビル 1 F 
〒己 90-0017 松江市西ま田4-巳 -4 日（有）テクピット巧 
干 720-081 已福山市野上町 3-12-9 
干 680-0934 鳥取市徳尾4吕吕 -2 
干74已 -0006 闺南市花皇町 3- 11お広事務所1 F 
干7己 0-0080 高お市木太巧 862-1 

干 770- S 023 徳島市勝占町中須 92-1 大松ジョ U 力地下1階107号 
干 780-00 已1高知市愛君町 3-12-1 3晃栄ビル1 F 
干79 1-80 13松山市山越已 -12-8 




•九州地区 

☆九州サービスセンター 
化九州サービス認定店 
博をサービス認定店 
困九帅 I サービス認定店 
長崎サービス認定店 
熊本サービス認定店 
大分サービス認定店 
き崎サービス認定店 
お巧島サービス認定店 


FAX 

092 -412-7460 

FAX 

093-941- 日 3 已 4 

FAX 

092-461-1643 

FAX 

〇白已 2-20-19 白 1 

FAX 

09已 -84 白-4606 

FAX 

096-331-3323 

FAX 

09フ-己巳 1- 吕049 

FAX 

098己- 27-3 136 

FAX 

099-吕01 -3803 


受付ち〜を9:30〜1日:00【±.曰‘巧-巧社が実曰は除く） 

☆が巧は，±垣ち受け目:30〜 12:00. 13:00-18:00 (巧なが業曰はおく） 

干 S 12-0016 福岡市博を医博を駅南 2-1-9 ヤマエ博を駅南ビル 1 F 
干80吕 -0044 化九州市か含北区能本1了目 9-4 巧田ビル 1 F 
干81吕-000日福岡市博多区上牟田 2-6-7 
干 S 40-0201 化賀市大和町大字尼寺26日 8-1 
干 S 已 2-814 已長崎市旧和 1 T 目 12-10 ク U スタル八イツ平野 
干861 -2 118能本市な立 4-9-3 1 
干 870-0921 大分市巧原 3-23-1 已日商ビ J レ101 
干 880-0821 宮崎市巧城町 98-1 
干 S 90-0034 唐巧島市田上6了巨29-己己 


•沖縄県 

か辑サービス認定店 


受付ち〜を9:30〜1日:00【±.曰.巧-巧な曰はおく） 

TEL 098-987-1 120干90吕 -0073 15覇市上間413琉電アパート 1- 已 
FAX 098-987-1 121 


平な 23 巧 7月 垣な 


記載巧客は,，ちな < 巧更をだていただ < ことびありまずので予めご了を <ださい。 


困つたとを 
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.■.付録 


まを上のごを意 


• 安全にお使いいただくために、必ずお守りくだ 
さい。 

• ご使用の前にこの「安全上のご注意」をよくお読 
みのラえ、正しくお使いください。 

この取扱説明書および製品には、穀品を安全に正 
しくお使いいただき、あなたや他の方々へのを害 
や財産の損善を未然に防止ずるために、いろいろ 
な給表示をしていまず。その表示と意味は次のよ 
ラになっていまず。 

内容をよく理解してから本文をお読みください。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、 
人が死 t または重傷を負ラ可能性び想定される内 
容を示していまず。 

A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、 
人が傷青を負ラ可能性が想定される内容および物 
的損善のみの発生び想定される内容を示していま 
す。 


r 給表示の例 

A 記号は注意(警告を含む）しなければな 

日ない内容であることをおしています。 
図の中に具体的な注意内容び描かれてい 
ます。 


A 警告 


異常時の処置 


万一、煙び出ている、変なにおいが音が 
fS ^ するなどの異常状態のまま使用すると、 
火災•感電の原因となります。すぐに本 
機の電源スイッチを切り、電源プラグを 
コンセントか5抜いて<ださい。煙び出 
なくなるのを確認して、 P 及売店に修理を 
ご依頼ください。お客様による修理は危 
険ですから絶対にしないで<ださい。 

• 万一、内部に水や異物等び入った場合は、 
fS ^ すぐに本機の電源スイッチを切り、電源 
プラグをコンセントから抜いて、販売店 
にご連絡ください。そのまま使用すると 
火災•感電の原因となりまず。 

• 万一、本機を落としたり、カバーを破損 
した場合は、すぐに本機の電源スイッチ 
を切り、電源プラグをコンセントから撤 
いて販売店にご連絡<ださい。そのまま 
使用すると火災’感電の原因となります。 

sn * 呈 

巧置 


• 電源プラグの巧および刃の付近にほこり 
や金11物び備している場合は、電源プ 
ラグを抜いてから乾いたおで取り除いて 
ください。そのまま使巧すると火が•感 
電の原因となります。 



0記号は禁止(やってはいけないこと）を 
おしています。 

図の中や近くに具体的な禁止巧容(左図 
の場合は分辭禁止)び描かれています。 



♦記号は行動を強制したり指おしたりす 
る内容をおしています。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場を 
は電源プラグをコンセントから旅く）び 
描かれています。 


0 - 電源コードの上に重いちのを載せたり、 
コードが本機の下敷をになったりしない 
ようにしてください。コードの上を敷物 
などで覆ラと、気づかずに重いをのを載 
せてしまラことびあります。重いちのを 
載せるとコードび傷ついて、火災-感電 
の原因となります。 
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Q I 放熱をよ<するため、他の機器や壁等か 
ら間隔をとり、ラックに入れる場合はす 
さ間をあけて<ださい。また、なのよラ 
な使い方で通風孔をふさびないでくださ 
し1。内部に熱びこちり、火災の原因とな 
ることびあります。 

^あおむけや横倒し、逆さまにする。 

-►巧し入れなど、風通しの悪い狭いところ 
に押し込む。 

-►じゆラたんやふとんの上に置く。 
^テーブルクロスなどをかける。 

Q - 付属の電源コードはこの機器のみで使用 
ずることを目的とした専巧部品です。他 
の電気製品ではご使巧になれません。他 
の電気製品で使巧した場合、発熱により 
火が-感電の原因となることびありま 
す。また電源コードは本製品に付属のを 
の iu がは使用しないでください。他の電 
源コードを使用した場合、この機器の本 
来の性能び出ないことや、電流容量不足 
による発熱から火が-感電の原因となる 
ことがあります。 

0 - 本機の上に火びついたろラそくなどの裸 
乂を置かないで<ださい。火災の原因と 
な0ます。 


使用環境 



この機器に水び入ったり、城れたりしな 
いよラにご注意ください。火災-感電の 
原因となります。雨天、隘雪中、海岸、 
水辺での使用は特にご注意ください。 


(§) 

Q 


風呂場、シャワー室等では使巧しないで 
ください。火災•感電の原因となります。 


表おされた電源電圧(交流100ボルト 
巳0 Hz /60 Hz ) じ t 外の電圧で使巧しな 
いでください。火ぶ-感電の原因となり 


ます。 


使用方法 



本機の上に花びん、コップ、化粧品、薬 
品や水などの入った容器を置かないでく 
ださい。こぼれたり、中に入った場合、 
火災•感電の原因となります。 


Q 


说れた手で(電源)プラグを揣を差ししな 
いでください。感電の原因となることび 
おります。 


本機の通風孔などか5、内部に金属類や 
燃えやすいわのなど異物を差し込んだ 
り、落としたりしないでください。火災 • 
感電の原因となります。樹こルさなお子 
様のいるご家庭ではご注意< ださい。 



本機のカバーをがしたり、改造したりし 
ないでください。内部には電圧の高い部 
分びあり、火災•感電の原因となります。 
内部の点検-整備-修理は販売店にご巧 
頼ください。 


0 •電源コードを傷つけたり、加工したり、 
無理に曲げたり、ねじったり、引っ張っ 
たり、加熱したりしないでください。 
コードび破損して火災-感電の原因と 
なります。コードび傷んだら(芯線の露 
出、断線など)、販売店に交換をご依頼 
<ださし、。 



雷び鳴り出したら、アンテナ線や電源プ 
ラグには触れないでください。感電の原 
因となります。 


0 - この機器を使用でさるのは日本国内のみ 
です。また、船舶などの直流 ( DC ) 電源 
には接続しないで<ださい。火災の原因 
となりまず。 











im 


A ミち意 


sn * ち 
巧置 

〇 •電源プラグは、コンセントに根元まで確実 
に差し込んでください。差し込みび不完 
全ですと発熱したり、ほこりび付着して 
火災の原因となることびあります。また、 
電源プラグの刃に触れると感電すること 
びあります。 

0 - 電源プラグは、根元まで差し込んでわゆ 
る办びあるコンセントに接続しないでく 
ださい。発熱して火災の原因となること 
びあります。，眼売店や電気工事店にコン 
セントの交換を依頼して<ださい。 

0 - ぐ5ついた台の上や傾いたところなど不 
安定な場所に置かないで<ださい。落ち 
たり、倒れたりしてけびの原因となるこ 
とびおります。 

0 - 本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、 
湿気あるいはほこりのをい場所に置かな 
いで<ださい。火災•感電の原因となる 
ことびあります。 

A - テレビ、オーディオ機器、スピーカー等 
に機器を接続する場合は、それぞれの 
機器の取撼説明書をよく読み、電源を切 
り、説明に従って接続してください。ま 
た、接続は指定のコードを使巧してくだ 
さし、 

0 * 本機の上に重いちのやが梓からはみ出る 
よラな大さなちのを置かないで<ださ 
し、バランスびくずれて倒れたり、落下 
してけびの原因となることがあります。 

0 - 本機の上にテレビを置かないでくださ 
し、放熱や通風び巧げられて、火災や故 
障の原因となることびあります。（取扱 
説明書でテレビの設置を認めている機器 
は除をます。） 


異常時の処置 


Q •電源プラグを损く時は、電源コードを 
引っ張らないでください。コードび傷つ 
を火が-感電の原因となることびありま 
す。必ずプラグを持って抜いてください。 

0 - 電源コードを熱器具に近づけないで<だ 
さい。コードの被覆び溶けて、火災•感 
電の原因となることがあります。 

•移動させる場合は、電源スイッチを切り 
pS ^ 必ず S 源プラグを]ンセントから抜き、 
列部の接続コードをがしてから、行って 
ください。コードび傷つを火災-感電の 
原因となることびあ 0 ます。 

Q - 本機の上にテレビやオーディオ機器を載 
せたまま移動しないで<ださい。倒れた 
り、落下してけびの原因となることびあ 
ります。重い場合は、持ち運びは吕人 
上で行って < ださい。 

0 - 窓を閉め切った自動車の中や直射日光び 
あたる堤所など、異常に温度び高<なる 
場所に放置しないでください。火がの原 
因となることびあります。 

使用方法 


0 - 長時間音び歪んだ状態で使わないで < だ 
さい。スピーカーび発熱し、火災の原因 
となることびあ0ます。 

Q •本機に栗ったり、ぶら下がったりしない 
でください。特にお子様はご注意くださ 
し、。倒れたり、壊れたりしてけびの原因 
になることびあります。 

•旅行などで長期間ご使巧にならない時 
6^は、安全のため必ず電源プラグをコンセ 
ントから抜いてください。 


電池 


ほ用上の ごを意 


0 - 指定し处外の電池は使用しないでくださ 
し、また、新しい電池とちい電池を混ぜ 
て使用しないでください。電池の破裂、 
液漏れにより、火災-けびや周囲を汚損 
する原因となることびあ0ます。 

/V • 電池を機器内に挿入する場合、極性表示 
/!\ (プラスけ)マイナス（一 ) の向を)に注意 
い 、 し、表示どおりに入れてください。間違 
えると電池の破裂、液漏れにより、火災 • 
けびや周囲を巧損する原因となることび 
あります。 

〇 '長時間使用しない時は、電池を取り出し 
ておいてください。電池から液び漏れて 
火災、けび、周囲を巧損する原因となる 
ことびあります。もし液び漏れた場含ま、 
電池ケースについた液をよく拭さ取って 
か日新しい電池を入れてください。また 
万一、漏れた液び身体についた時は、お 
でよく洗い流してください。 

0 •電池は加熱したり分解したり、火や水の 
中に入れないでください。電池の破裂、 
液漏れにより、火災、けびの原因となる 
ことびあります。 

保守-点検 


A . 己年に一度くらいは内部の掃除を販売店 
などにごネ目談ください。内部にほこりび 
たまったまま、長い間掃除をしないと火 
災や故障の原因となることびあります。 
特に湿気の多くなる梅雨期の前に行ラと 
より効果的です。なお、掃除費巧につい 
ては販売店などにご相談ください。 

C I お手入れの際は安全のために電源プラグ 
をコンセントから旅いて行ってくださ 


本機の使用環境について 
本機の使巧環境温度範囲は己で〜3已む、使巧 
環境湿度は 8 已下(通風孔び妨げられてい 
ないこと)です。 

風通しの悪い所や湿度び高すざる場所、直射曰 
光(または人工の強い光)の当たる場所に設置し 

ないでください。 D 3-4-2-1-7 c _ A 1 Ja 


r 電源コードについての注意 

電源コードは電源プラグ部を持って取り披って< 
ださい。ショートや感電の原因となるため、コード 
を引っ張ってプラグを抜いたり、濡れた手で電源 
コードに軸れたりしないでください。電源コード 
を傷つけないため、本機や家具の下敷をにならな 
いよラにしてください。電源コードは結び目を作っ 
たり、他のコードと一緒に結んだりしないでくだ 
さい。 

電源コードは、踏みつけられないぶラに配線して 
ください。破損したコードは火災や感電を引き起 
こします。電源コードに破損びないかを定期的に 
確認してください。 

ちし破損していたら、お買い上げの販売店へ交換 
を依頼してください。 


r 本機のお手入れについて 

•磨を巧や乾いた巧で、表面のほこりや汚れを拭 
さ取ってください。 

•表面び巧れているときは、中性洗剤を水で已〜 
曰倍に薄めたちのに柔らかい巧を浸してよく 
絞って、ちれを拭を取り、乾燥した巧でから巧 
をします。家具用のワックスや洗剤は使用しな 
いで < ださい。 

•製品の表面びさびることびありますので、シン 
ナ ー、 ベンジン、殺虫剤などを製品にかけたり、 
製品の近くで使巧しないでください。 


r 音のエチケット 

楽しい音楽も時と場所によっては気になるもので_ 
す。隣近所への思いやりを十分にいたしましよう。イゴ 
ステレオの音量は、あなたのわびけ次第で大を< 録 
ちかさくをなります。 

特に静かな夜間にはルさな音でを通りやすいちの 
でず。夜間の音楽鑑賞には気を配りましよラ。近 
所へ音び漏れないよラに窓を閉め、お互いにわを 
配り、快い生活環境を守りましよラ。 














付録 


技術資料 


r デジタル音声フォーマットについて 

DVD やブルーレイディスクソフトのパッケージには切下のよラな表示びされていることびあります。 

1枚のディスクに複数の音声び収録されている場合びを<、どの音声を聴<かを選択することびでをます。 
(音声の選択方法はお手持ちのプレーヤーやディスクによって異なります。） 


③ )) 


1. 英語（巳. Ich サラウンド） 

2. 日本語（ドルビーサラウンド） 

3. 英語 （ DTS 己. Ich サラウンド) 


収録音声数 録音方式 


□□ipOLBYj 

DIGITAL 



Digital Surround 


音声記録方式 


ドルビーデジタルは DVD の標準音声フォー マツ トであるため、単に巧. Ich サラウンド」と記載されてい 
る場合は、「ドルビーデジタル(巳. Ich )」 であることを示します。 


デコードとはデジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデジタル信号を、わとの信号に変換 
させる技術です。また、 2 ch の音源をマルチ ch 化させる演算技術をマト U ックス•デコー 
ドと言い、日. Ich 信号を日.] ch に伸長させる技術もデコードと呼ぶことびあります。 


r ドルビ- [H DOLBY 

trueTR 1 

PRO LOGIC llz I 


高音質 


* これらの音靑は 8 チャンネルしソ上のチャンネル数をサポートしていますび、現在ブルーレイディスクお 
よび HD DVD のそれぞれの規格では、最大音声チャンネル数び8チャンネルに制限されています。 

言羊細な情報はドルビーラボラト U —ズのホームページをご覧ください。 

42 http :// www . dolby . co . jp / 


入力信号 

サラウンドの名称 

デコード方式 

特徴 

HD コンテンツ 

ホ Dolby TrueHD 
ホ Dolby Digital 
Plus 

ディスクリート 

高精細音声技術。 HDMI ケーブルで 
伝を可能。特に Dolby TrueHD は、 
□スレス待号化技術により最高音質 
を実現。 

已 .Ich (サラウンド 
バック ch フラグ付） 

Dolby Digital 
Surround EX 

ディスクリート 
+マトリックス 

サラウンドバック ch を使巧して、 
Dolby Di 旨け al よりを臨場感を高め 
た方式 

已 . Ich ディスク1」ート 

Dolby Digital 

ディスクリート 

DVD 切降の代表的フォーマット 

一般的な 3 ch 
ドルビーサラウンド 

(Dolby Surround ) 
Dolby ProLogic 
( llx / llz ) 

マトリックス 

すべてのステレオ信号に対応する万 
能なサラウンド技術 


プ□□ジック llx 製品は、プ□□ジック llx の持つさ 
まざまな機能を、選択して搭載することび可能で 
す。プ□□ジック llx 搭載、とキャッチフレーズさ 
れた商品でち、必ずしもまったく同じ機能を持つ 
ているとは限らないことにご注意ください。 


ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づ 
さ製造されていまず。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro 
Logic、Surround EX 及びダプル D 記号はドル 
ビーラボラト U —ズの商標です。 


fDTS 


藝 ctts~HD 

Master Audio 


入力信号 

サラウンドの名称 

デコード方式 

特徴 

HD コンテンツ 

- DTS-HD Master Audio 
- DTS-HD High 
Resolution Audio 

ディスク U —卜 

高精細音声技術。 HDMI ケー 
プルで伝を可能。特に DTS - 
HD Master 冉 udi □は、□ス 
レス符号化技術により最高音 
質を実現。 

己 . Ich (サラウンド 
バック ch フラグ付） 

- DTS_ES 
{ Matrix / Discrete ) 

ディスク U —卜 
+マト U ックス 

サラウンドバック C h を使巧し 
て、臨場感を高めたち式 

已 . Ich ディスク U - 卜 

- DTS Surround ) 

- DTS 白巨/ 24 

ディスク1」ート 

DVDL 以降の巧表的フオー 
マット 

一般的な2 ch 

DTS サラウンド 

- Ne 日: 6 

マト1」ックス 

すべてのステレオ信号に対応 
する万能なサラウンド技術 


詳細な情報は DTS のホームページをご覧ください。 
http :// www . dtsjapan . co . jp / 


米国特許已4己] 942号、已9已目巨74号、已974380号、已9787巨2号、622目61巨号、 
巨487巳3已号、7212872号、7333929号、739219已号、7272已日7号、または、米国おぶ 
びその他の国での登録済み特許、または特許申請中の実施権に基づを製造されていまず。 DTS およ 
び記号は DTS 社の登録商標であり、また、 DTS - HD 、 DTS-HD Master 冉 udi □および DTS の□コ 
は DTS 社の商標です。製品はソフトウェアを含んでいます。 ^ DTS 社不許複製。 







































im 


fWMA 

WMA とは 、 [Windows Media Audio 」 の略で、米国 Microsoft Corporation によって開発された音 
声圧縮技術です。本機では Windows Media Player によってエンコードされた、拡張デび 「. wma 」 の 
WMA ファイルを再生することびでをます。ただし、善作権保護のかかったファイルやエンコードずる 
Windows Media 円 ayer のパージョンによっては再生できないことびありまず。 


fMPEG-S AAC 


巧 


MPE 白-2オーディオの標準方式の 
] つで、 BS デジタルや地上デジタ 
ル放送で採用されている音声符号 
化規格です。高圧縮率なびら高音 
質を確保でさる点び特長で、番組 
内容によりマルチチャンネル設定 
び可能なフオー マツ トです。 


■米国におけるノ くテントナンバー 


08/937,9已〇 
己.848.391 
5.291.巳已7 
5.4 已 1.9 已4 
己400 433 
5.222.189 
5.3 已7.巳94 
己7己2 22己 
5.394.473 
5.已 83.9 巨2 
己,274.740 
5.巨 33.98] 


己297.236 
4,9] 4,701 
己.23己.671 
07/640.己巳0 
己，己79.430 
08/678.666 
98/03037 
97/0287己 
97/02874 
98/0303巨 
己227,788 
己.28己.498 


己.481.614 
己.己92.己84 
己781，888 
08/03白.478 
08/211,547 
己703.999 
08/已已7.046 
08/894,844 
己299.238 
己.299.239 
己299.240 
己.197.087 


已,490,170 
已,2日4,846 
已 .268.68 已 
巳.37巳.189 
己.己 81. 6己4 
〇已 -183, 988 
己巳48,巳74 
08/已〇曰.729 
08/已76.49己 
己717,821 
08/392.7 己曰 


rMPEG-4 AAC 

AAC とは 、 「Advanced Audio 巳 odin 旨」の略で、 MPEG -2、 MPEG -4 で使巧される音声圧縮技術に関す 
る基本フォーマットです。 AAC データは、作成に使用したアプ U ケーシヨンによってファイル形式とお 
張子び異なります。本磯では、 iTunes によってエンコードされた、瞄長子び r . m 4 a 」 の AA 巳ファイルを 
再生することびで定ます。ただし、着作権保護のかかったファイルやエンコードする iTunes のバージヨ 
ンによっては再生でさないことびあります。 


flPod/iPhonel こ〇し VC 


「Made for iPod 」 および 「Made for iPhone 」 と 
は、それぞれ iPod あるいは iPhone 専巧に接続す 
るよラ設計され、アップルび定める性能基準を満 
たしているとデべ□ッパによって認定された電子 
アクセヴ U であることを示します。アップルは、 
本製品の機能および安全および規格への適合につ 
いて一切の責任を負いません。このアクセヴ1」を 
iPod あるいは iPhone と使巧ずることにより、無 
線の性能に影響を及ぼす可能性びありまずのでご 
注意 < ださい。 


Made for 

圖 iPod D iPhone 


Apple 、 iPod、iPod shuffle、iPod nano 、 
iPod classic、iPod touch および iTunes は 
米国および他の国々で登録された Apple Inc . 
の商標です。 


pHDM にごいて 



HDMKHigh-Definition Multimedia Interface ) とは1本のケープルで映儘と音声を受信ずるデジタル伝 
送規格です。ディスプレイ接続技術の DVKDigital Visual Interface 佑家庭向けの才ーディオ機器用に 
アレンジしたものであり、高い帯域幅のデジタル内容保護 ( HDCP ) を実現した次世代テレビ向けのイン 
ター フて ース規格です。 

本機では、 HDM 网応機器と HDMI 対応テレビなどを接続することで、圧縮されていないデジタル映像と音 
声（ドルビーデジタル、 DTS . MPEG -2 AAC 、 またはリニア PCM ) を1本のケースレで伝送できまず。ドルビー 
TmeHD や DTS-HD Master Audi □などの□スレスデジタル音声 フォーマッ トにも対応しています。 

本機は HDMI 機器との接続を目的として設計されています。 DVI 機器に接続した場合、 DVI 機器によって 
は正常に動作しない場合びあります。 

本機は高画質規格の Deep Color 出力や x . v . Colo 「の伝送も可能です。 


" x . v . coio 「" および x.v.Color は、ソニー株式会社の商標です。 

HDMI、HDMI □コ’、および Hi 旨 h-Definition K/lultimedia Interface は 、 HDMI Licensing , LLC 
の米国とその他の国における商標または登録商標です。 


rFLAC ライセンスにごいて 

FLAG Decoder 

Copyri 旨 ht © 2000, 2001,2002, 2003, 2004, 200巳，2006, 2007 
Josh Coalson 

Redistribution and use in source and binary forms , with or without modiTication, are permitted 
provided that the following conditions are met : 

• Redistributions of source code must retain the above copyright notice , this list of conditions 
and the following disclaimer . 

• Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice , this list of 

conditions and the 干 0110 win 旨 disclaimer in the documentation and/or other materials 
provided with the distribution . 付 

• Neither the name of the Xiph.org Foundation nor the names of its contributors may be used 録 
to endorse or promote products derived from this software without specific prior written 

p 色 「 mission . 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS 
IS " AND 冉 NY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES , INCLUDING , BUT NOT LIMITED TO . THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 円下 NESS FOR A PARTICULAR PURPOSE 
ARE DISCLAIMED . IN N 0 EVENT SHALL THE FOUNDATION OR CONTRIBUTORS BE LIABLE 
FOR ANY DIRECT , INDIRECT . INCIDENTAL SPECIAL , EXEMPLARY , OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES ( INCLUDING , BUT NOT LIMITED TO , PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES ： LOSS OF USE , DATA , OR PROFITS ; OR BUSINESS INTERRUPTION ) HOWEVER 
CAUSED 冉 ND ON ANY THEORY OF LIABILITY , WHETHER IN CONTRACT，STRICT LI 冉目 ILITY ， 日 R 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE ) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF 
THIS SOFTWARE . EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE . 43 













付録 


巧応フォーマツトについて 


r さ入力端子 

各入力端子で対応している音帛フォーマツトは政下のとおりです。 


入力端子 巧応音芦フォーマご 


デジタル(光/同軸） 

Dolby Digital 、 DTS 、 MPEG -2 A 冉 C、PCM (サンプ U ング周波数： 32 kHz 、 
44.1 kHz ' 48 kHz 、88.2 kHz 、 日巨 kHz ) 

HDMI 

Dolby Digital、Dolby TrueHD、Dolby Digital 円 us 、 DTS 、 DTS - EXPRESS 、 
DTS-HD Master 冉 udio 、 DTS-HD High Resolution Audio . MPEG -2 冉冉 C 、 
2 ch から最大 8 ch までのリニア PCM デジタル信号(サンプリング周波数： 

32 kHz 、44.1 kHz 、 48 kHz 、88.2 kHz 、9 巨 kHz 、176.4 kHz ' 

19 吕 kHz)、SACD (DSD 2 ch 信号)、ビデオ CD 、 スーパービデオ CD 、 

DVD 才ーディオ (1 日 2 kHz 含む） 


「 USB/NETWORK 入力 


1種別 

J 広張テ 

ストリーム 







サンプリング周波数 

44.1 kHz 、 

4 扫 kHz 



MPE 白-1オーディオ 
レイヤー 3 

量モ化ビット数 

1白 bit 


MP 3 

. mp 3 

チヤンネル数 

2 ch 




ビットレート 

32 kbps 〜 

■ 320 kbps 




VBR/CBR 

対応/対応 





サンプリング周波数 

44.1 kHz 、 

4 扫 kHz 、 日 6 kHz 

WAV 

.wav 

LPCM 

量モ化ビット数 

1白 bit 、 20 bit 、 24 bit 




チヤンネル数 

2 ch 





サンプリング周波数 

44.1 kHz ' 

48 kHz 




量モ化ビット数 

1 白 bit 




WMA 2/7/8 

チヤンネル数 

2 ch 





ビットレート 

32 kbps 〜 

■ 320 kbps 

WM 冉 

.wma 


VBR/CBR 

対応/対応 



サンプリング周波数 

44.1 kHz ' 

4 呂 kHz 



量モ化ビット数 

1已 bit 

WMA 9 

チヤンネル数 

2 ch 


ビットレート 

32 kbps 〜320 kbps 


VBR/CBR 

対応/対応 


44 


■種別 

拡張子 

ストリーム 







サンプリング周波数 

44.1 kHz ' 

48 kHz 


. m 4 a 

.aac 

MPE 白-4 AAC L 巳 

量子化ビット数 

16 bit 


AAC 

MPEG -4 HE AAC 

チヤンネル数 

2 ch 



(aacPIus vl /2) 

ビットレート 

16 kbps 〜 

1 320 kbps 




VBR/CBR 

対応/対応 





サンプリング周波数 

44.1 kHz ' 

48 kHz 、9 日 kHz 

FLAG 

.flac 

FLAC 

量子化ビット数 

] 巨 bit 、 24 bit 

チヤンネル数 

2 ch 





ビットレート 

— 



-著作権保護のかかったファイルは再生でをません。 

. 本機び対応している形式のファイルでわ再生でをないことびあります。 

-接続している機器の種類やソフトウエアのバージョンによって働かない機能びありまず。 

• MPEG Layer -3 音声復号化巧術は 、 Fraunhofer IIS および Thomson multimecHa か日ライセンスさ 
れています。 
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仕様 


オーディオ部 

実用最大出力 

( J 曰 TA 、 10 〇/〇、4 n 、 1 ch 駆動時） 

フ□ン h 

120 W/CH (1 kHz ) 

センター 

120 W (1 kHz ) 

サラウンド 

120 W/CH (1 kHz ) 

サラウンドバック ( Single ) 

120 W (1 kHz ) 

サブウーファー 

120 W (30 Hz ) 

定格出力 

(20 Hz 〜2日 kHz 、 0.己〇/〇、呂0、 

1 ch 駆動時） 

フ□ント 

巨已 W/CH 

センター 

巨已 W 

サラウンド 

巨已 W/CH 

サラウンドバック ( Single ) 

巨己 W 

全高調波歪に0 Hz 〜20 kHz 、 SOW 、 8 n 、 1 ch 駆動時） 

0.06 % 

保証インピーダンス 

4 n 〜]巨 Q 

入力端子(感度/インピーダンス） 

200 mV /47 kQ 

SN 比 ( IHF 、 ショートサーキット、 A ネットワーク） 

90 服 

ビデオ部 

信号レベル 1コンポジット 1 ] Vp-p 口已 Q ) 

チューナー部 

FM 

ナューナー帯喊 

76.0 MHz 〜90.0 MHz 

アンテナ 

1 ろ 。不均衡型 

AM 

チューナー帯域 

己 22 kHz 〜1巨29 kHz 

アンテナ 

ループアンテナ 

デジタル入出力部 

HDM 喘子 

] 9ピン（已 V 、100 mA ) 

USB (iPod) 端モ 

US 巨 2.0 Full Speed ( A タイプ） 

ネットワーク卽 

LAN 端子 1 10巨 ASE - T /1 00日冉 SE-TX 

電源部-その他 

電源 

AC ] 曰 0 V 、已〇 Hz /60 Hz 

消費電力 

74 W 

待機時消費電力(スタンノ くイ状態） 

□.巳 W (コント□-ル機能 ON }/ 

0.4已 W (コント□-ル機能 OFF ) 

がお寸法(幅 X 高さ X 奥行） 

43已 mm X 8已 mm x 317 mm 

質量(本体のみ） 

4.3 柏 


夕ぉ巧 5 せ 

セットアップ巧マイク . 1 •仕様とが観は改良のため予ちなく蜜要すること 

U モコン . 1 びあ0まず。 

単4形乾電池(動作確認用) . 2 

AM ループアンテナ . 1 

FM アンテナ . 1 

電源コード 
保証書 

取扱説明書(本書） 


夏情点な 


口 


長年ご使巧の AV 機器の点検を! 



-電源コードや電源プラグび 
異常に熱くなる。 

-電源コードにさけめや 



故障や事故防止のため、ずぐに 

このよラな症状は 

ひび割れびちる。 

A 

ご使用 

電源を切り、電源プラグをコン 

ありませんか 

-電源び入ったり切れたり 
する。 

•本体から異常な音、熱、 
臭いびずる。 


中止 

セントか5巧を、必ず販売店に 
ご相談ください。 


本製品は家庭用オーディオ機器（オーディオ•ビデオ機 
器）です。下記の注意事項を守ってご使用ください。 

1. 一般家庭用凹がでの使用（例：店請などにおける日 GM 
を目的とした長時間使用、車両•船舶への搭 

載、屋外での使用など）はしないでください。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていますの 
で、測定器の信号（連続波）などの増幅用には使用し 
ないでください。 

3. 八ウ U ングで製品び故障する恐れびありますので、マイ 
ク□フォンを接続する場合はマイク□フォンをスピーカ 
一に向けたり、音び歪むよラな大音量では使用しない 
で < ださい。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよラな大音量で再生し 
ないでください。 





































































付録 


ライセンス 


厂第=ちが提供ずるコンテンツについて 

が部コンテンツのアクセスには高速インターネッ 
卜への接続び必要であり、プ□バイダーへの登録 
や契約び必要となりまず。 

第三者び提供するコンテンツのサービスは、予告 
なく、変更、中断、中止される可能性びあり、パ 
イオニアは、そのよラな事態に巧していかなる責 
任わ負いません。パイオニアは、外部コンテンツ 
の提供サービスの継続や利巧可能期間について、 
いかなる保証ちしません。 


r ソフトウェアライセンス 

ここでは、本機に使われているソフトウェアの利 
巧許諾(ライセンス)について記載しています。正 
確な内容を保持するため、原文(英語)を記載して 
います。 


厂 expat I 

Copyright (c)1998. 1999, 2000 Thai Open Source Software 
Center Ltd and Clark Cooper Copyright (c) 2001. 2002 Expat 
maintain 已 rs. 

Permission is hereby 邑 ranted, free of charge, to any person 
obtaining a copy of this software and associated documentation 
files け he ’Software.), to deal in the Software without restriction, 
including without limitation the rights to use. copy, modify, 
merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of 
the Software, and to permit persons to whom the Software 
is furnished to do so, subject to the following conditions: The 
above copyright notice and this permission notice shall be 
included in all copies or substantial p 曰 rtions 曰 f the Software. 
THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS 旧 ’. WITHOUT WARRANTY 
OF ANY KIND. EXPRESS OR IMPLIED. INCLUDING BUT NOT 
LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY. 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND 
NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR 
COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES 
OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT. 
TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN 
CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER 
DEALINGS IN THE SOFTWARE. 

libjpe 旨-巨 b 

This software is based in part on the work of the Independent 
JPAG Group. 


Ribpngl 

This copy of the libpng notices is provided for your convenience. 
In case of any discrepancy between this copy and the notices in 
the file png.h that is included in the libong distribution, the latter 
shall prevail. 

COPYRIGHT NOTICE. DISCUIMER, and LICENSE: 

If you modify libpng you may insert additional notices 
immediately following this sentence. 

libpng versions 1.2.6, August 15, 2004, through 1.2.35. 
February 14. 2009. are 

Copyright (c) 200 4, 200 日 - 吕〇 08 Glenn Randers-Pehrson. and 


are distributed according to the same disclaimer and license 
as libpng-1.2.5 with the following individual added to the list of 
Contributing Authors 
Cosmin Truta 

libpng versions 1.0 .ス July 1.2000, through 1.2.5 - October 3, 
2002, are 

Copyright (c) 2000-2002 Glenn Randers-Pehrson, and are 
distributed acc 曰 「ding to the same disclaimer and license as 
libpng-1.0 . 已 with the foil 曰 win 巨 individuals added to the list 曰 f 
Contributing Authors 
Simon- 円 erre Cadieux 
Eric S. Raymond 
Gilles Vollant 

and with the following additi 曰 ns to the disclaimer: 

There is no warranty against interference with your enjoyment of 
the library or against infringement. There is no warranty that our 
efforts or the library will fulfill any of your particular purposes or 
needs. This library is provided with all faults, and the entire risk 
of satisfactory quality, performance, accuracy, and effort is with 
the user. 

libpng versions 0.97. January 1998, through 1.0.6. March 20, 
2000 , are 

Copyright (c)199 致 1999 Glenn Randers-Pehrson, and are 
distributed according to the same disclaimer and license as 
libpng-0.9 已 ， with the following individuals added to the list of 
Contributing Authors; 

Tom Lane 

Glenn Randers-Pehrson 
Willem van Schaik 

libpng versions 0.8 9, June 1996, through 0.96. May 1 99 ス are 
Copyright (c)1996,1997 Andreas Dilger 
Distributed according to the same disclaimer and license as 
libpng-0.88, with the foil 曰 wing individuals added to the list of 
Contributing Authors; 

John Bowler 
Kevin Bracey 
Sam Bushell 
Magnus Holmgren 
Greg Roelofs 
Tom Tanner 

libpng versions 0.5, May 199 已 ， through 0.8 8, January 19 白 6, 
are 

Copyright (c)1995,1996 Guy Eric Schalnat, Group 42, Inc. 

For the purposes of this copyright and license, "Contributing 
Authors’ is defined as the foil 曰 win 巨 set of individuals; 

Andreas Dilger 
Dave Martindale 
Guy Eric Schalnat 
Paul Schmidt 
Tim Wegner 

The PNG Reference Library is supplied "AS IS". The Contributing 
Authors and Group 42, Inc. disclaim all warranties, expressed 
or implied, including, without limitation, the warranties of 
merchantability and of fitness for any purpose. The Contributing 
Authors and Group 4 吕 . Inc. assume no liability for が rect indirect, 
incidental, special, exemplary, or consequential damages, which 
may result from the use of the PNG Reference Library, even if 
advised 曰 f the possibility of such damage. 

Permission is hereby granted to use. copy, modify, and distribute 
this source code, or portions hereof, for any purpose, without 
fee. subject to the following restrictions: 

1.The origin of this source cade must not be misrepresented. 

吕 . Altered versions must be plainly marked as such and must 
not be misreoresented as being the original source. 

3. This CoDyright notice may not be removed or altered from 
any s 曰 urce or altered source distribution. 


The Contributing Authors and Group 42. Inc. specifically 
permit, w け h 曰 ut fee. and encourage the use of this source 
code as a component to supporting the PNG file format in 
commercial oroducts. If you use this source code in a product, 
acknowledgment is not required but would be appreciated. A 
'Dng_ge し coDyrighf function is available, for convenient use in 
’about’ boxes and the like; 

Drintfr%s',png_ge し copyright(NULL)): 

Also, the PNG logo (in PNG お rmat, of course) is supplied in the 
files "pn 居 bar.png' and "pngbar.jpg' (88x31)and "pngnow.png" 
(98x31). 

Libpng is OSI Cert け ied Open Source Software. OSI Certified 
Open Source is a certification mark of the Open Source Initiative. 
Glenn Randers-Pehrson 
glennrp at users.sourcef 曰 r 邑 e.net 
February 14, 2009 

「libxm に 1 

Except where otherwise noted in the source code (e.g. the files 
hash.c. list.c and the trio files, which are covered by a similar 
licence but with different Copyright notices) all the files are; 
Copyright (C)1998 - 吕 003 Daniel Veillard. All Rights Reserved. 
Permission is hereby granted, free of charge, to any oersan 
obtaining a copy of this software and associated documentation 
files (the ’S 曰 ftware，)，to deal in the Software without restriction, 
including without limitation the rights to use, cooy, modify, 
merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of 
the Software, and to permit persons to whom the Software is 
furnished t 曰 do so, subject to the following conditions; 

The above copyright notice and this permission notice shall be 
included in all copies or substantial portions of the Software. 
THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS". WITHOUT WARRANTY 
OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT 
LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY. FITNESS 
FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN 
NO EVENT SHALL THE DANIEL VEILLARD BE LIABLE FOR 
ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN 
ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, 
OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE 
USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE. 

Except as contained in this notice, the name of Daniel Veillard 
shall not be used in advertising or otherwise to promote the 
sale, use or other dealings in this Software without prior written 
authorization from him. 

libssh 吕 

Copyright (c) 2004 -2007 Sara Golemon sarag@libssh2.org 
Copyright (C) 2006- 吕 007 The Written Word. Inc. All rights 
r 白 s 巨 rved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or 
without modification, are permitted provided that the fallowing 
conditions are met; 

Redistributions of source code must retain the above copyright 
notice, this list of conditions and the following disclaimer. 
Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials provided 
with the distribution. 

Neither the name of the copyright holder nor the names of 
any other contributors may be used to endorse or promote 
products derived from this software without specific prior written 
permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS 
AND CONTRIBUTORS 'AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR 
A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT 
SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE 
LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL 


EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES {INCLUDING. 
BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE 
GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; 
OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON 
ANY THEORY OF LIABILITY. WHETHER IN CONTRACT, STRICT 
LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) 
ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE. 
EVEN IF ADV に ED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

uuid 

Copyright (C)1999 Andreas Dilger 
Copyright (C) 2007 Theodore Ts'o. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or 
without modification, are oermitted provided that the following 
conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above 
copyright notice, and the entire permission notice in its 
entirety, including the disclaimer of warranties. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials 
provided with the distribution. 

3. The name of the author may not be used to endorse or 
promote products derived from this software without specific 
prior written oermissi 曰 n. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED 'AS IS" AND ANY EXPRESS 
OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING. BUT NOT LIMITED 
TO. THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 
円 TNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. ALL OF WHICH ARE 
HEREBY DISCLMMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR BE 
LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT. INCIDENTAL SPECIAL 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES {INCLUDING. 
BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE 
GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; 
OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND 
ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT. 
STRICT LIABILITY. OR TORT {INCLUDING NEGLIGENCE OR 
OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF NOT ADVISED OF THE POSSIBILITY OF 
SUCH DAMAGE. 

OpenSSL 

The OpenSSL toolkit stays under a dual license, i.e. both the 
c 曰 nditions of the OpenSSL License and the original SSLeay 
license apply to the toolkit. See below for the actual license 
texts. Actually bath licenses are 巨 SD-style Open Source 
licenses. In case of any license issues related to OpenSSL 
please contact openssl-core@ 曰 penssl.org. 

OpenSSL License 

Copyright (c)1998-2008 The OpenSSL Project. All rights 
「巨 serv 扫 d. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or 
without modification, are permitted provided that the following 
conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials 
provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features 曰 「 use of 
this software must display the following acknowledgment: 
This product includes software developed by the OpenSSL 
Project for use in the OpenSSL To 曰 Ik け . (http://www.openssl. 
org/)" 

4. The names 'OpenSSL Toolkit" and "OpenSSL Project" must 
n 曰 t be used to endorse or promote products derived from 
this software without prior written permission. For written 













im 


permission, please c 曰 nt 己 ct openssl-core@openssl.org. 

已. Products derived from this software may not be called 
"OpenSSL" nor may "OpenSSL" appear in their names without 
prior written permission of the OpenSSL Project. 

6. Redistributions of any form whatsoever must retain the 
following acknowledgment: 

This product includes software developed by the OpenSSL 
Project for use in the OpenSSL Toolkit (htl:p://www. 曰 oenssl. 
org/y 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT 
■AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES 
OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE 
OpenSSL PROJECT OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR 
ANY DIRECT. INDIRECT. INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY, 
OR CONSEQUENTIAL DAMAGES {INCLUDING. BUT NOT 
LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES： 

LOSS OF USE. DATA, OR PROFITS： OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY 
OF LIABILITY. WHETHER IN CONTRACT. STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING 
IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

This product includes cryptographic software written by Eric 
Young (eay 留 cryptsoft.com). This product includes software 
written by Tim Hudson {tjh@cryptsoft.com). 


[Original SS し eay License 

Copyri 呂 ht に） 199 已 -199 日 Eric Young (eay@cryDtsoft.cam) All 
rights reserved. 

This package is an SSL implementation written by Eric Young 
(eay@cryptsoft.com). 

The implementation was written so as to conform with 
Netscapes SSL. This library is free for commercial and non¬ 
commercial use as long as the following conditions are aheared 
to. The following conditions apply to all code found in this 
distribution, be it the RC4, RSA, lhash. DES, etc., cade： not 
just the SSL code. The SSL documentation included with this 
distribution is covered by the same coDyright terms except that 
the holder is Tim Hudson {tjh@cryptsoft.com). 

Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright 
notices in the code are not to be removed. 

If this package is used in a product, Eric Young should be given 
attribution as the author of the parts of the library used. 

This can be in the form of a textual message at program 
startup or in documentation (online or textual) provided with the 
package. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or 
without modification, are permitted provided that the following 
conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the copyright 
notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice, this list 曰 f conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials 
provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this 
software must display the following acknowledgement: 

"This product includes cryptographic software written by Eric 
Young (eay@cryptsoft.com)' 

The word 'cryptographic' can be left out if the rouines from 
the library being used are not cryptographic related : 

4. If you include any Windows specific code (or a derivative 
thereof) from the 己 pps directory (application code) you must 
include an acknowledgement: 

"This product includes software written by Tim Hudson 伽 @ 
cryptsoft.com)' 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG ’AS IS' 
AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING. 
BUT NOT LIMITED TO. THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE 
AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY. 
OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO. PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES： LOSS OF USE. DATA. OR PRO 円 TS; OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY 
OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY. OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING 
IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE. EVEN IF 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

The licence and distribution terms for any oublically available 
version or derivative of this code cannot be changed, i.e. this 
code cannot simply be copied and put under another distribution 
licence [including the GNU Public Licence.] 


GNU GENERAL PUBLIC LICENSE and 1 

GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE | 

This product includes the following software licensed for use 
under the terms 曰 f GNU General Public License v2, GNU Lesser 
General Public License v2.1 or LGPL v2.0. 

- Linux Kernel Copyri 邑 ht(C) 2009 Linux Torvalds. Licensed 
Under GPLv2 

- uClibc Copyright (C) 2000 -20 日 8 Erik Andersen. Licensed 
underLGPLv2.1 

- DirectF 巨 （c) Copyright 2001 -2007 The DirectFB 
Organization (directfb.org) (c) Copyright 2000-吕004 
Convergence (integrated media) GmbH. Licenced under 
LGPLV2.1 

- ffmpeg (c) Copyright 2000-2004 Convergence (integrated 
media) GmbH. Licenced under し GP し v 吕. 1 
- glib Copyright 吕〇 07-2008 The GTK+ Team. Licenced 
under GPLv2 

- libalsa Copyright 2009 ALSA Project. Licenced under 
LGPLV2.1 

- libidStag Copyright (C) 2000-2004 Underbit Technologies, 
Inc. Licenced under GPLv2 

- libmad Copyright (C) 2000-2004 Underbit Technologies, 
Inc. Licenced under GPLv2 

- libsoup C 曰 pyright (C) 吕〇〇已 -2011 The GNOME Project. 
Licensed under GPLv2 

- Lite 2002-2008 (c) Copyright 2001-2007 The DirectFB 
Organization (directfb.arg) Copyri 宫 ht (C) 吕〇〇曰-吕曰 04 
Convergence (integrated media) GmbH Licensed under 
LGPLV2.1 

- dbus-glib Licenced under GPLv 吕 
- gssdp Licenced under GPLv2 

- GnuTLS Copyright (C) 2006, 200 7, 2008. 2009 Simon 
Josefsson Copyright (C) 2000. 2001,2002, 200 3, 
200 4. 吕〇〇已 Nikos Mavro 邑 iannopoulos. Licenced under 
GPLv2 

- gupnp Licenced under LGPLv2 
- gupnp-av Licenced under LGPLv2 

- lib 邑 crypt Copyright 2000, 2002. 200 3, 200 4, 200 7, 
2008.2009 Free Software Foundation, Inc. Licenced 
under GPL 侣 

- gee Licenced under LGPLv2.1 

- TabLib Licenced under し GP し v 2.0 

- vie Copyright(C)1998-200 白 the VideoLAN team. 

Licensed under GPLv2 
- ry 居 el Licensed under LGPLv2.0 
- dbus Licenced under GPLv2 
- tsiib. Licensed under し GP し v 2.0 

- FUSE Copyright (C) 2001-2007 Miklos Szeredi. Licensed 


under GPLv2 

- libic 曰 nv Copyright (C) 2007 Free Software Foundation, Inc. 
Licensed under LGPLv2 

- Lib 邑 p 巨- error Copyright 2003, 200 4, 200巳， 2006. 2007 
glO Code GmbH. Licensed under GPLv2 
- busybox Copyright (C)1998-2008 Erik Andersen, Rob 
Landley, Denys Vlasenko and others. Licensed under 
GPLv2 

- faad Copyright (C) 吕〇 03-200 已 M. Bakker, Nero AG. 
Licensed under GPLv2 

You can get corresponding open source code from the following 
URL. 

http;//www.oss-pioneer.com/homeav/AVR 

We are unable to answer any questions about the source code 

for the 曰 pen source software. 

NO WARRANTY 

BECAUSE THE ABOVE PROGRAMS ARE LICENSED FREE OF 
CHARGE. THERE IS NO WARRANTY FOR THE PROGRAMS. 
TO THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT 
WHEN OTHERWISE STATED IN WRITING, THE COPYRIGHT 
HOLDERS AND/OR OTHER PARTES PROVIDE THE PROGRAMS 
"AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER 
EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING. BUT NOT LIMITED 
TO. THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 
円 TNESS FOR A PARTICUUR PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS 
TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE PROGRAMS IS 
WITH YOU. SHOULD THE PROGRAMS PROVE DEFECTIVE, YOU 
ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SERVICING. REPAIR 
OR CORRECTION. 

IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR 
AGREED TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, 
OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR 
REDISTRIBUTE THE PROGRAMS AS PERMITTED ABOVE, BE 
LIABLE TO YOU FOR DAMAGES. INCLUDING ANY GENERA し 
SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE 
PROGRAMS (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF 
DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES 
SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF 
THE PROGRAMS TO OPERATE WITH ANY OTHER PROGRAMS). 
EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

Please refer to each license for further information 
"(www.gnu.org/licenses/gpl- 2.0 .html. 

WWW. 邑 nu. 曰 rg/licenses/old-licenses/Igpl 心 .html, 
www.gnu. 曰 rg/licenses/old-licenses/lgpl-2.0.html)" 


[GNU GENERAL PUBLIC LICENSE] 

Version 2, June 1991 

Copyright (C)1989.1991 Free Software Foundation, Inc. 

51 Franklin Street, 円け h 円 00 r. Boston, MA 02110-1301.USA 
Every 曰 ne is permi な ed t 曰 copy and distribute verbatim copies of 
this license document, but changing it is not allowed. 

Preamble 

The licenses for most software are desi 巨 ned t 曰 take away your 
freedom to share and chan 邑 e it 己 y contrast the GNU General 
Public License is intended to guarantee your freedom to share 
and change free software- 扣 make sure the software is free for 
all its users. This General Public License applies to most of the 
Free Software Foundation's software and to any other program 
whose authors commit to usin 居 it. (Some other Free Software 
Foundation s 曰れ ware is covered by the GNU Lesser General 
Public License instead.) You can apply it to your pro 巨 rams, too. 
When we speak 曰 f free software, we are referring t 曰 freedom, mt 
price. Our General Public Licenses are designed to make sure 
that you have the freedom to distribute copies of free software 
(and charge for this service if you wish), that you receive source 


c 曰 de or can get it if you want it, that you can change the 
software or use pieces of it in new free programs; and that you 
know you can da these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid 
anyone to deny you these rights or to ask you to surrender the 
rights. These restrictions translate to certain responsibilities for 
y 曰 u if you distribute copies of the software, or if you modify it. 

For example, if you distribute copies 曰 f such a program, whether 
gratis or for a fee. you must give the recipients all the rights 
that you have. You must make sure that they, too, receive or 
can get the source code. And you must show them these terms 
so they know their rights. 

We protect your rights with two steps;(1)copyright the 
software, and に） offer you this license which gives you legal 
permission to codv, distribute and/or modify the software. 

Also, for each author's protection and ours, we want to make 
certain that everyone understands that there is no warranty for 
this free software. If the software is m 曰出 tied by someone else 
and passed on, we want its recipients to know that what they 
have is not the original, so that any problems introduced by 
others will not reflect on the original authors' reputations. 

Finally, any free program is threatened constantly by software 
patents. We wish to avoid the danger that redistributors of a 
free program will individually obtain patent licenses, in effect 
making the program proprietary. To prevent this, we have made 
it clear that any patent must be licensed for everyone's free use 
or not licensed at all. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and 
modification follow. 


TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING. | 
DISTRIBUTION AND MODIF に ATIONJ 

0. This License applies to any program or other work which 
contains a notice placed by the copyright holder saying it 
may be distributed under the terms of this General Public 
License. The ’Pragram’. below, refers to any such program 
or work, and a "work based on the Program’ means either 
the Program or any derivative work under copyright law: 
that is to say. a work containing the Program or a portion 
of it, either verbatim or with modifications and/or translated 
into another language. (Hereinafter, translation is included 
without limitation in the term ■modification'.) Each licensee is 
addressed as "you". 

Activities other than copying, distribution and modification 
are not covered by this License; they are outside its scape. 
The act of running the Program is not restricted, and the 
output from the Program is covered only if its contents 
constitute a work based on the Program (independent of 
having been made by running the Program). Whether that is 
true depends on what the Program does. 

1. You may codv and distribute verbatim copies of the 
Program's source code as you receive it, in any medium, 
provided that you conspicuously and appropriately publish 
on each copy an appropriate copyright notice and disclaimer 
of warranty; keep intact all the notices that refer t 曰 this 
License and to the absence of any warranty; and give any 
other recipients 曰 f the Program a copy of this License along 
with the Program. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a 
copy, and you may at your option offer warranty oratection in 
exchange far a f 色白. 

2. You may modify your copy or copies of the Program or any 
portion of it, thus farming a work based on the Program, and 
copy and distribute such modifications or work under the 
terms of Section 1 above, provided that you also meet all of 
these conditions: 

a) You must cause the modified files to carry prominent 
notices stating that you changed the files and the date of 
any change. 

b) You must cause any work that you distribute or publish, 
that in whole or in part contains or is derived from the 
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Program or any part thereof, to be licensed as a whole 
at no charge to all third parties under the terms of this 
License. 

c)If the modified orogram normally reads commands 
interactively when run, you must cause it, when started 
running for such interactive use in the most ordinary 
way, to print or display an announcement including an 
appropriate copyright notice and a notice that there is 
no warranty (or else, saying that you provide a warranty) 
and that users may redistribute the program under these 
conditions, and telling the user how to view a copy of this 
License. (Exception: if the Program itself is interactive 
but does not normally print such an announcement your 
work based on the Program is not re 日 uired t 曰 print an 
announc 白 ment) 

These requirements apply to the modified work as a whole. 
If identifiable sections of that work are not derived fram the 
Program, and can be reasonably considered independent 
and separate works in themselves, then this License, and its 
terms, do not apply to those sections when you distribute 
them as separate works. But when you distribute the same 
sections as part of a whole which is a work based on the 
Program, the distributi 曰 n 曰 f the whole must be 曰 n the terms 
of this License, whose permissions for other licensees 
extend to the entire whole, and thus to each and every part 
regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or 
contest your ri 邑 hts to work written entirely by you: rather, the 
intent is to exercise the right to control the distribution of 
derivative or collective works based on the Program. 

In addition, mere aggregation of another work not based on 
the Program with the Program (or with a work based on the 
Program) on a volume of a storage or distribution medium 
does not bring the other work under the scope of this 
License. 

3. You may copy and distribute the Program (or a work based 
on it. under Section 2) in object code or executable form 
under the terms of Sections 1 and 2 above provided that you 
also do one of the following; 

a) Accompany it with the complete corresDonding machine- 
readable source code, which must be distributed under the 
terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily 
used for software interchange: or. 

b) Accompany it with a written offer, valid f 曰 r at least three 
years, to give any third party, for a charge no more than 
your cost of physically performing source distribution, a 
comolete machine-readable copy of the corresponding 
source c 曰 de, to 白 e distributed under the terms of Sections 
1 and 2 above on a medium customarily used for software 
interchange; or, 

c) Accomoany it with the information you received as to 
the offer t 曰 distribute c 曰 rresoon 出 ng source code. (This 
alternative is allowed only for noncommercial distribution 
and only if you received the orogram in object code 
or executable form with such an offer, in accord with 
Subsection b above.) 

The source code for a work means the preferred form of 
the work for making m 日出 ficatians to it. For an executable 
work, comolete source code means all the source code 
for all modules it contains, plus any associated interface 
definition files, plus the scripts used to control compilation 
and installation of the executable. H 曰饥 ever, as 己 special 
exception, the source code distributed need not include 
anything that is normally distributed (in either source or 
binary form) with the major components (compiler, kernel, and 
so an) 曰 f the operating system on which the executable runs, 
unless that component itself accorriDanies the executable. 

If distribution of executable or object code is made by 
offering access to copy from a designated place, then 
offering equivalent access to copy the source code from the 
same place counts as distribution of the source code, even 
though third parties are not compelled to copy the source 


along with the object code. 

4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute the 
Program except as expressly provided under this License. 
Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense or 
distribute the Program is void, and will automatically 
terminate your rights under this License. However, parties 
who have received copies, or rights, from you under this 
License will not have their licenses terminated so long as 
such parties remain in full comoliance. 

巳. You are not required to accept this License, since you have 
not signed it. However, nothin 邑 else grants you permission 
to modify or distribute the Program or its derivative works. 
These actions are prohibited by law if you do not accept this 
License. Therefore, by modifying or distributing the Program 
(or any work based on the Program), you indicate your 
acceptance of this License to do so, and all its terms and 
conditions for copying, distributing or modifying the Program 
or works based on it. 

6. Each time you redistribute the Program (or any work based 
on the Program), the recipient automatically receives a 
license fram the original licensor to copy, distribute or modify 
the Program subject to these terms and conditions. You 
may not impose any further restrictions on the recipients' 
exercise of the rights granted herein. You are mt responsible 
for enforcing compliance by third parties to this License. 

7. If. as a consequence of a court judgment or allegati 曰 n of 
patent infringement or for any other reason (not limited to 
patent issues), conditions are imposed on you (whether by 
court order, agreement or otherwise) that contradict the 
conditions of this License, they do not excuse you from the 
conditions of this License. If you cannot distribute so as to 
satisfy simultaneously your obligations under this License 
and any other pertinent obligations, then as a consequence 
you may not distribute the Program at all. For example, if a 
patent license would not permit royalty-free redistribution 
of the Program by all those who receive copies directly or 
in が rectly through you, then the only way you could satisfy 
both it and this License would be to refrain entirely from 
distribution of the Program. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable 
under any particular circumstance, the balance of the 
section is intended t 曰 apply and the section as a whole is 
intended to apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section t 曰 induce you t 曰 infringe 
any patents or other property right claims or to contest 
valid け y 曰 f any such claims; this section has the sole purpose 
of protecting the integrity of the free software distribution 
system, which is implemented by public license practices. 
Many people have made generous contributions to the wide 
range of software distributed through that system in reliance 
on consistent application of that system; け is ud to the 
author/don 曰「 to decide if he or she is willing to distribute 
software through any other system and a licensee cannot 
impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is 
believed t 曰 be 己 consequence of the rest of this License. 

8. If the 出 stributi 曰 n and/or use of the Program is restricted 
in certain countries either by patents or by copyrighted 
interfaces, the original copyright holder who places the 
Program under this License may add an explicit geographical 
distribution limitation excluding those countries, so that 
distribution is permitted only in or among countries not 
thus excluded. In such case, this License incorporates the 
limitation as if written in the body of this License. 

9. The Free Software Foundation may publish revised and/ 
or new versions of the General Public License from time to 
time. Such new versions will be similar in spirit to the present 
version, but may differ in detail to address new d 「 曰白 lems or 
concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the 
Program specifies a version number of this License which 
applies to it and 'any later version’，you have the optian of 


following the terms and conditions either of that version or of 
any later version published by the Free Software Foundation. 
If the Program does not specify a version number of this 
License, you may choose any version ever published by the 
Free Software Foundation. 

10 .If you wish to incorporate parts of the Program into other 
free programs whose distribution conditions are different, 
write to the author to ask for permission. For software which 
is copyrighted by the Free Software Foundation, write to the 
Free Software Foundation: we sometimes make exceptions 
for this. Our decision will be guided by the two 邑曰 als of 
preserving the free status of all derivatives of our free 
s 曰 ftw 孔 e and of prom 曰 ting the sharing and reuse of software 
generally. 


[NO WARRANTY I 

11.BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED FREE OF 
CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR THE PROGRAM, 
TO THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. 
EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED IN WRITING THE 
COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE 
THE PROGRAM "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY 
KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED. INCLUDING, 
BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND 
PERFORMANCE OF THE PROGRAM IS WITH YOU. SHOULD 
THE PROGRAM PROVE DEFECTIVE. YOU ASSUME THE 
COST OF ALL NECESSARY SERVICING, REPAIR OR 
CORRECTION. 

12.IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR 
AGREED TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER. 
OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR 
REDISTRIBUTE THE PROGRAM AS PERMITTED ABOVE, 
BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY 
GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO 
USE THE PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO 
LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE 
OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR 
A FAILURE OF THE PROGRAM TO OPERATE WITH ANY 
OTHER PROGRAMS), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER 
PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH 
DAMAGES. 


[END OF TERMS AND CONDITIONS] 

How to Apply These Terms to Your New 
Programs 

If you develop a new orogram, and you want it to be of the 
greatest possible use to the public, the best way to achieve this 
is to make it free software which everyone can redistribute and 
change under these terms. 

To do so, attach the following notices to the program. It is 
safest to attach them to the start of each source file t 曰 most 
effectively convey the exclusion of warranty; and each file should 
have at least the 'copyright' line and a pointer to where the full 
notice is found. 

one line to give the pragram’s name and an idea of what it does. 
Copyright (C) yyyy name of author 

This program is free software; you can redistribute it and/or 
modify it under the terms of the GNU General Public License as 
published by the Free Software Foundation; either version 2 of 
the License, or (at your option) any later version. 

This program is distributed in the hope that it will be useful, but 
WITHOUT ANY WARRANTY: without even the implied warranty 
of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE. See the GNU General Public License for more 
details. 

You should have received a copy of the GNU General Public 
License 


along with this orogram; if not. write to the Free Software 
Foundation, Inc., 51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA 
02110-1301. USA. 

Also add informati 曰 n on how to contact y 曰 u 日 y electronic and 
paper mail. 

If the orogram is interactive, make it output a short notice like 
this when it starts in an interactive mode: 

Gnomovision version 69, C 曰 pyright (C) year name が author 
Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY： for 
details type ’show w'. This is free software, and you are welcome 
to redistribute it under certain conditions; type 'show c' for 
details. 

The hypothetical commands 'show w' and 'show c' should show 
the appropriate parts of the General Public License. Of course, 
the commands you use may be called something other than 
’show w' and 'show c': they could even be mouse-clicks or menu 
items-whatever suits your program. 

You should also get your employer (if you work as a 〇の邑 rammer) 
or your school, if any, to sign a ’copyright disclaimer" for the 
program, if necessary. Here is a sample; alter the names; 
Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the 
pro 邑 ram 'Gnomovision' (which makes passes at compilers) 
written by James Hacker, 
signature of Ty Coon,1 April 1989 
Ty Coon. President of Vice 

This General Public License does not permit incoroorating 
your orogram into proprietary programs. If your p「 曰居 ram is a 
subroutine library, you may consider it more useful to permit 
linking proprietary applications with the library. If this is what you 
want to do, use the GNU Lesser General Public License instead 
of this License. 

GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE 

Version 2.1,February 1999 

Copyright (C)1991,1999 Free Software Foundation. Inc. 

51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA 02110-1301 USA 
Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of 
this license document, but changing it is not allowed. 

[This is the first released version of the Lesser GPL. It also 
counts as the successor of the GNU Library Public License, 
version 2, hence the version number 2.1.] 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your 
freed 曰 m to share and change it. By contrast the GNU General 
Public Licenses are intended to guarantee your freedom to 
share and change free software—to make sure the software is 
free for all its users. 

This license, the Lesser General Public License, applies to some 
soecially designated software packa 邑 es—typically libraries—of 
the Free Software Foundation and other authors who decide 
to use it. You can use it too, but we suggest you first think 
carefully about whether this license or the ordinary General 
Public License is the better strategy to use in any particular 
case, based on the explanations below. 

When we speak of free software, we are「eferrin 邑 t 曰 freedom 
of use. not price. Our General Public Licenses are desi 邑 ned t 日 
make sure that you have the freedom to distribute copies of 
free software (and charge for this service if you wish); that you 
receive source code or can 邑 et けけ you want it: that you can 
change the software and use pieces of it in new free pro 宮 rams: 
and that you are informed that you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that 
forbid distributors to deny you these rights or to ask you t 曰 
surrender these rights. These restrictions translate to certain 
resDonsibilities for you if you distribute copies of the library or if 
you m 曰 dify it. 

For example, if you distribute copies of the library, whether gratis 
or for a fee, you must give the recipients all the rights that we 







im 


gave you. You must make sure that they, too, receive or can get 
the source code. If you link other code with the library, you must 
provide complete object files to the recipients, so that they can 
relink them with the library after making changes to the library 
and recompiling it. And you must show them these terms so 
they know their rights. 

We protect your rights with a two-step method : 川 we copyright 
the library, and (2) we offer you this license, which gives you 
legal permission to copy, distribute and/or modify the library. 

To oratect each distributor, we want to make it very clear that 
there is no warranty for the free library. Also, if the library is 
modified by someone else and passed on, the recipients should 
know that what they have is not the original version, so that the 
original author's reputation will n 曰 t be affected by problems that 
might be intraduced by others. 

Finally, software patents pose a constant threat to the 
existence of any free program. We wish to make sure that a 
company cannot effectively restrict the users of a free program 
by obtaining a restrictive license from a patent holder. Therefore, 
we insist that any patent license obtained for a version of the 
library must be consistent with the full freed 曰 m of use specified 
in this license. 

Most GNU software, including some libraries, is covered by the 
ordinary GNU General Public License. This license, the GNU 
Lesser General Public License, applies to certain designated 
libraries, and is quite different from the ordinary General Public 
License. We use this license for certain libraries in order to 
permit linking those libraries into non-free programs. 

When a program is linked with a library, whether statically or 
using a shared library, the combination of the tw 曰 is legally 
speaking a combined work, a derivative of the original library. 
The ordinary General Public License therefore permits such 
linking only if the entire combination fits its criteria of freedom. 
The Lesser General Public License permits more lax criteria for 
linking other code with the library. 

We call this license the "Lesser" General Public License because 
it does Less to protect the user's freedom than the ordinary 
General Public License. It also provides other free software 
developers Less of an advantage over comoeting non-free 
programs. These disadvantages are the reason we use the 
ordinary General Public License for many libraries. However, 
the Lesser license provides advantages in certain special 
circumstances. 

For example, on rare occasions, there may be a special need 
to encourage the widest possible use of a certain library, so 
that it becomes a de-f 己 ct 曰 standard. To achieve this, non-free 
pro 旨 rams must be allowed to use the library. A more frequent 
case is that a free library does the same job as widely used mn- 
free libraries. In this case, there is little to gain by limiting the 
free library to free software only, so we use the Lesser General 
Public License. 

In other cases, permission to use a particular library in non-free 
programs enables a greater number of people to use a large 
body of free software. For example, permission to use the GNU 
C Library in non-free programs enables many more people to 
use the whole GNU operating system, as well as its variant, the 
GNU/Linux operating system. 

A け hough the Lesser General Public License is Less orotective 
of the users' freed 曰 m , け does ensure that the user of a 
program that is linked with the Library has the freedom and the 
wherewithal to run that program using a modified version of the 
Library. 

The precise terms and conditions for copying, distribution 
and modification follow. Pay close attention to the difference 
between a "work based on the library’ and a "work that uses 
the library". The former contains code derived from the library, 
whereas the latter must be combined with the library in order to 
run. 


TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, 
DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

0. This License Agreement applies to any software library 
or other program which contains a notice placed by the 
copyright holder or other authorized party saying it may 
be distributed under the terms of this Lesser General 
Public License (also called this License"). Each licensee is 
addressed as ’you.. 

A "library" means a collection of software functions and/ 
or data prepared so as to be conveniently linked with 
application Dr 曰宮 rams (which use some of those functions 
and da ね）！;曰 form executables. 

The ■Library., below, refers to any such software library 
or work which has been distributed under these terms. A 
'work based on the Library" means either the Library or any 
derivative work under copyright law: that is to say. a work 
containing the Library or a d 日門 ion of it. either verbatim 
or with modifications and/or translated strai 巨 htf 曰 rwar 出 y 
into another language. (Hereinafter, translation is included 
without limitation in the term ’modification，.） 

■Source code" f 曰 r a work means the preferred form of the 
work for making mod け ications t 曰け. For a library, complete 
source code means all the source code for all modules it 
contains, plus any associated interface definition files, plus 
the scripts used to control compilation and installation of the 
library. 

Activities other than copying, distribution and m 曰 d け ication 
are not covered by this License; they are outside its 
scope. The act of running a program using the Library is 
not restricted, and output from such a program is covered 
only if its contents constitute a work based on the Library 
(independent of the use of the Library in a tool for writing it). 
Whether that is true depends on what the Library does and 
what the program that uses the Library does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Library's 
complete source code as you receive it. in any medium, 
provided that you conspicuously and appropriately publish on 
each copy an appropriate copyright notice and disclaimer of 
warranty; keep intact all the notices that refer to this License 
and to the absence 曰 f any warranty: and distribute a copy of 
this License along with the Library. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a 
copy, and you may at your option offer warranty protection in 
exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Library or any 
portion of it thus forming a work based on the Library, and 
copy and distribute such mod け icati 曰 ns or work under the 
terms of Section 1 above, provided that you also meet all of 
these conditions: 

a) The modified work must itself be a software library. 

b) You must cause the files modified to carry prominent 
notices stating that you changed the files and the date of 
any change. 

c) You must cause the whole 曰 f the work to be licensed at no 
charge to all third parties under the terms of this License. 

d) If a facility in the modified Library refers t 曰 a function or a 
table of data to be supplied by an aoplication program that 
uses the facility, other than as an argument passed when 
the facility is invoked, then you must make a good faith 
effort to ensure that, in the event an application does not 
supply such function or table, the facility still operates, and 
performs whatever part of its purpose remains meaningful. 

(For example, a function in a library to compute square roots 
has a purpose that is entirely well-defined independent of 
the application. Therefore. Subsection 2d requires that any 
application-supplied function or table used by this function 
must be optional: if the application does not supply it, the 
square root function must still compute square roots.) 

These reauirements apply to the modified work as a whole. 
If identifiable sections of that work are not derived from the 


Library, and can be reasonably considered independent and 
separate works in themselves, then this License, and its 
terms, do not apply to those sections when you distribute 
them as separate works. But when you distribute the same 
sections as part of a whole which is a work based on the 
Library, the distribution of the whole must be on the terms 
of this License, whose permissions for other licensees 
extend to the entire whole, and thus to each and every part 
regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights 曰 r 
contest your rights to work written entirely by you: rather, the 
intent is to exercise the right to control the distribution of 
derivative or collective works based an the Library. 

In addition, mere aggregation of another work not based 
on the Library with the Library (or with a work based on the 
Library) on a volume of a st 曰 rage or distribution medium does 
not bring the other work under the scope of this License. 

3. You may apt to apply the terms 曰 f the ordinary GNU General 
Public License instead of this License t 曰 a given copy of the 
Library. To do this, you must alter all the notices that refer to 
this License, so that they refer to the ordinary GNU General 
Public License, version 2, instead of to this License. (If a 
newer version than version 吕 of the ordinary GNU General 
Public License has appeared, then you can specify that 
version instead if you wish.) Do not make any other change 
in these notices. 

Once this change is made in a given copy, it is irreversible 
for that copy, so the ordinary GNU General Public License 
applies to all subsequent copies and derivative works made 
from that copy. 

This option is useful when you wish to copy part of the code 
of the Library into a program that is not a library. 

4. You may copy and distribute the Library (or a Dortion or 
derivative of it. under Section 2) in object code or executable 
form under the terms of Secti 曰 ns 1 and 2 above provided 
that you accompany it with the complete corresDonding 
machine-readable source code, which must be distributed 
under the terms of Sections 1 and 呂 above on a medium 
customarily used for software interchange. 

If distribution of object code is made by offering access 
to copy from a designated place, then offering equivalent 
access to copy the source code from the same place 
satisfies the requirement to distribute the source code, even 
though third parties are not compelled to copy the source 
along with the object code. 

巳. A Dr 曰 gram that contains no derivative of any portion of the 
Library, but is designed to work with the Library by being 
compiled or linked with it, is called a "work that uses the 
Library.. Such a work, in isolation, is n 曰 t a derivative work 
of the し ibr 己 ry. and therefore falls outside the scope of this 
License. 

However, linking a 'work that uses the Library" with the 
Library creates an executable that is a derivativG of the 
Library (because it contains oartians of the Library), rather 
than a "work that uses the library'. The executable is 
therefore c 曰 vered by this License. Section 已 states terms 
for distribution of such executables. 

When a ’work that uses the し ibr 己 ry’ uses material from a 
header file that is part of the Library, the object code for the 
work may be a derivative work of the Library even though 
the source code is not. Whether this is true is especially 
significant if the work can be linked without the Library, or if 
the work is itself a library. The thresh 曰 Id for this to be true is 
not precisely defined by law. 

If such an object file uses only numerical oarameters, data 
structure layouts and accessors, and small macros and 
small inline functions (ten lines or less in length), then the 
use of the object file is unrestricted, regardless of whether 
it is legally a derivative work. (Executables containing this 
object code plus portions of the Library will still fall under 
Section 6.) 


Otherwise, if the work is a derivative 曰 f the Library, you may 
distribute the object code for the work under the terms of 
Section 6. Any executables containing that work also fall 
under Section 6. whether or not they are linked directly with 
the Library itself. 

6. As an exception to the Sections above, you may also 
combine or link a ’work that uses the Library" with the Library 
to produce a work containing portions of the Library, and 
distribute that work under terms of your choice, provided that 
the terms permit modification of the work for the customer's 
own use and reverse engineering for debugging such 
modifications. 

You must give prominent notice with each copy of the work 
that the Library is used in it and that the Library and its 
use are c 曰 vered by this License. You must supply a c 曰 py of 
this License. If the work during execution displays copyright 
notices, you must include the copyright notice for the Library 
among them, as well as a reference directing the user to the 
c 曰 py of this License. Also, you must do one of these things: 

a) Accomoany the work with the comolete corresponding 
machine-readable source code for the Library including 
whatever changes were used in the work (which must be 
distributed under Sections 1 and 2 above): and, if the work 
is an executable linked with the Library, with the complete 
machine-readable ’work that uses the し ibrary’，as object 
code and/or source code, so that the user can modify the 
Library and then relink to produce a modified executable 
containing the modified Library. (It is understood that 
the user who changes the c 曰 nten は of definitions files in 
the Library will not necessarily be able to recompile the 
aoplication to use the modified definitions.) 

b) Use a suitable shared library mechanism for linking with 
the Library. A suitable mechanism is one that (1)uses at 
run time a copy of the library already present on the user's 
computer system, rather than copying library functions 
into the executable, and (2) will operate properly with a 
modified version of the library, if the user installs one, as 
long as the modified version is interface-compatible with 
the version that the work was made with. 

c) Accomoany the work with a written offer, valid for at least 
three years, to give the same user the materials specified 
in Subsection 6a. above, for a charge no more than the 
cost of performing this distribution. 

d) If distribution of the work is made by offering access to 
copy from a designated place, offer equivalent access to 
copy the above specified materials from the same place. 

e) Verify that the user has already received a cooy 曰 f these 
materials or that you have already sent this user a cooy. 

F 曰 r an executable, the required form of the "work that uses 
the Library" must include any data and utility orograms 
needed for reproducing the executable from it. However, as 
a special exception, the materials to be distributed need 
not include anything that is normally distributed (in either 
source or binary form) with the major components (compiler, 
kernel, and so on) 曰 f the operating system on which the 
executable runs, unless that component itself accompanies 
the executable. 

It may happen that this requirement contradicts the license 
restrictions of other proprietary libraries that do not normally 
accompany the ooeratin 邑 system. Such a contradiction 
means you cannot use both them and the Library together in 
an executable that you distribute. 

7. You may place library facilities that are a work based on 
the Library side-by-side in a single library together with other 
library facilities not covered by this License, and distribute such 
a combined library, provided that the separate distribution of 
the work based on the Library and of the other library facilities is 
otherwise permitted, and provided that you do these two things; 

曰) Accomoany the combined library with a c 曰 py of the same 
work based on the Library, uncombined with any other 
library facilities. This must be distributed under the terms 
of the Sections above. 
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b) Give prominent notice with the combined library of the 
fact that part of it is a work based on the Library, and 
explaining where to find the accompanying uncombined 
form of the same work. 

8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or distribute 
the Library except as expressly provided under this License. 
Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense, link 
with, or distribute the Library is void, and will automatically 
terminate your rights under this License. However, parties 
who have received copies, or rights, from you under this 
License will not have their licenses terminated so I 曰 ng as 
such parties remain in full compliance. 

9. You are not required to accept this License, since you have 
not signed it However, nothing else grants you oermission 
to modify or distribute the Library or its derivative works. 
These actions are prohibited by law if you do not accept this 
License. Therefore, by modifying or distributing the Library (or 
any work based on the Library), you indicate your acceptance 
of this License to da so, and all its terms and conditions for 
copying, distributing or modifying the Library or works based 
on it. 

10 . Each time you redistribute the Library (or any work based on 
the Library), the recioient automatically receives a license 
from the original licensor to copy, distribute, link with or 
modify the Library subject to these terms and con 出 ti 曰 ns. 
You may not impose any further restrictions on the 
recipients' exercise of the rights granted herein. You are not 
responsible for enforcing compliance by third parties with 
this License. 

11 . け， as a consequence of a court judgment or allegation 曰 f 
patent infringement or for any other reason (not limited to 
patent issues), conditions are imposed on you (whether by 
court order, agreement or otherwise) that contradict the 
conditions of this License, they do mt excuse you from the 
conditions of this License. If you cannot distribute so as to 
satisfy simultaneously your obligati 曰 ns under this License 
and any other pertinent obligations, then as a consequence 
you may not distribute the Library at all. For example, if a 
patent license would not permit royalty-free redistribution 
of the Library by all those who receive copies directly or 
indirectly through you, then the only way you could satisfy 
both it and this License would be to refrain entirely from 
distribution of the Library. 

If any portion 曰 f this section is held invalid or unenforceable 
under any particular circumstance, the balance of the 
section is intended to apply, and the section as a whole is 
intended to apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe 
any patents or other property right claims or to contest 
validity of any such claims; this section has the sole purpose 
of protecting the integrity of the free software distribution 
system which is implemented by public license practices. 
Many people have made generous contributions to the wide 
range of software distributed through that system in reliance 
on consistent aoplication of that system; it is up to the 
auth 曰 r/donor t 曰 decide if he or she is willing to distribute 
software through any other system and a licensee cannot 
impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is 
believed to be a consequence 曰 f the rest of this License. 

12.If the distribution and/or use of the Library is restricted 
in certain countries either by patents or by copyrighted 
interfaces, the original copyright holder who places the 
Library under this License may add an explicit geographical 
distribution limitation excluding those countries, so that 
distribution is permitted only in or among countries not 
thus excluded. In such case, this License incoroorates the 
limitation as if written in the body of this License. 

13.The Free Software Foundation may publish revised and/ 
or new versions of the Lesser General Public License from 
time to time. Such new versions will be similar in spirit to 
the present version, but may differ in detail to address new 


problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the 
Library specifies a version number of this License which 
applies to it and "any later version’，you have the option of 
following the terms and conditions either of that versi 曰 n or of 
any later version published by the Free Software Foundation. 
If the Library does not specify a license version number, you 
may choose any version ever published by the Free Software 
Foundation. 

14 .け you wish to incoroorate parts of the Library into other free 
programs whose distribution conditions are incompatible with 
these, write to the author to ask for permission. For software 
which is coDyri 巨 hted by the Free Software Foundation, 
write to the Free Software Foundation; we sometimes make 
exceptions for this. Our decision will be guided by the two 
goals of preserving the free status of all derivatives of our 
free software and of promoting the sharing and reuse of 
software generally. 


[NO WARRANTY] 

1 己. BECAUSE THE LIBRARY IS LICENSED FREE OF CHARGE, 
THERE IS NO WARRANTY FOR THE LIBRARY. TO THE 
EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT 
WHEN OTHERWISE STATED IN WRITING THE COPYRIGHT 
HOLDERS AND/OR OTHER PARTES PROVIDE THE LIBRARY 
■AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER 
EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED 
TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
AND 円 TNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE 
RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE 
LIBRARY IS WITH YOU. SHOULD THE LIBRARY PROVE 
DEFECTIVE. YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY 
SERVICING. REPAIR OR CORRECTION. 

16.IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE UW OR 
AGREED TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, 
OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR 
REDISTRIBUTE THE LIBRARY AS PERMITTED ABOVE, BE 
LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL 
SPECIAL INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE 
LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA 
OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES 
SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF 
THE LIBRARY TO OPERATE WITH ANY OTHER SOFTWARE), 
EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 


How to Apply These lerms to Your New] 

Libraries 

If you develop a new library, and you want it to be of the 
greatest possible use to the public, we recommend making it 
free software that everyone can redistribute and change. You 
can do so by permitting redistribution under these terms (or. 
alternatively, under the terms of the ordinary General Public 
License). 

To apply these terms, attach the following notices to the library. 
It is safest to attach them to the start of each source 机 e to 
most effectively convey the exclusion of warranty： and each file 
should have at least the "copyright" line and a pointer to where 
the full notice is found. 

one line to give the library's name and an idea of what it does. 
Copyright (C) year name of author 

This library is free software： you can redistribute it and/or modify 
it under the terms of the GNU Lesser General Public License as 
Dublished by the Free Software Foundation; either 
version 吕 .1of the License, or (at your option) any later version. 
This library is distributed in the hope that it will be useful, but 
WITHOUT ANY WARRANTY; without ev 飢 the implied warranty 
of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR 


PURPOSE. See the GNU Lesser General Public License for more 
details. 

You should have received a copy of the GNU Lesser General 
Public License along with this library: if not. write to the Free 
Software Foundation, Inc., 己 1 Franklin Street. Fifth Floor, Boston, 
MA 02110-1301 USA 

Also add inf 曰 rmation on how to contact you by electronic and 
paper mail. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) 
or your school, if any, to sign a "copyright disclaimer' for the 
library, if necessary. Here is a sample; alter the names; 
Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the 
library 'Frob' (a library for tweaking knobs) written by James 
Random Hacker. 

signature of Ty Coon,1 April 1 白 90 
Ty Coon. President 曰 f Vice 
That's all there is to it! 









セットアップ用マイク 
センターイ六ージ ..... 
センター幅 . 


. 30 

6, 7. 8, 2日 

. 16 

. 28 


. 10 

. 25 

. 24, 25 

. 25 

...巨，7, 8,1己，27 

. 31 

. 30 

. 45 

. 20, 37 

，..巨，7, 8. 15, 27 

. 己，7, 8, 27 

. 27 

. 28 


画 

ダイナ S ックレンジコント□ール 

ディスプレイ . 

ディマー . 

ディメンション . 


26 

. 5 

. 4 

吕巨 

デジタル . 日.1巨 

デジタル音声 . 44 

デモ表示 .14. 30 

デュアルモノラル . 25 

電源コード . 14.41 


ドルビー . 


.23. 42 


向子 I 

入力端子 . 9,44 

ネットワーク . 12,1日，34, 37, 44 


耐 I 

パノラマ, 


..26 


ビデオコンバーター . 日.吕9 

ビデオパラ六ーター . 吕9 

フォー マット . 44 

プ I 」アウト . 7, 8, 29 

フ□ントサラウンド■アドバンス . 吕3 

フ□ントバイアンプ . 日，7, 8, 27 

フ □ント八イトスピーカー ....... 巨. 7, 8, 28,29 

へツ K ホン . 已，17.吕3 

ホームメ ニユー . 吕7 

保証 . 38 


两子 I 

ミツドナイト 

無線 LAN ...... 


. 2己 

12. 34 


5 巧 

ラウドネス . 

ラジオ . 

1」スニングモード 
U モつン . 


. 2己 

... 13 . 22 
...16. 23 
.3, 4. 16 


初期化 . 

スピーカー . 

スピーカー巨 . 

スピーカー システム . 

スピーカー出カレベル ...... 

スピーカー端子の切り換え 
スピーカーの自動設定 ...... 

ス L — 力 —の言女定 . 

スピーカーまでの距離 ...... 

ス IJ ープタイマー . 

接続ケープル . 


か巧 

解像度の設定 . 

が部アンプ . 

基本再生 . 

ク□ス オーバー 周波数 . 

さ行 

再生機器 . 

サウンドデイレイ . 

サウンドレト U バー . 

サラウンドバック ch 処理... 
サラウンドバックス ピーカー 

シアターモード . 

自動電源オフ . 


.1 .さがみ . 

アコースティックキヤ U プレーシヨン EQ ….2 已 


アスぺクト比の設定 . 30 

アナ□グ . 11,17, 2日 

アンテナ . 13 

インターネツトラジオ . 19 

ェコモード . 23 

エラー六ツセージ . 16 

オーディオ調舊機能 . 25 

オーディオ U ターンチヤンネル . 10, 31 

才ート MC 冉 CC .] 已 

オートディレイ . 26 

オートレベルコント□ール . 24 

お手入れ . 41 


5 6 6 
12 2 


7 5 8 9 4 9 
.■122 .. : 


19. 34. 37, 44 
10. 1 1. 15, 27 


i 


NETWORK . 

OSD . 

PANORAMA ...... 

Parental Lock ... 
PCM フィックス 
PHASE CTRL ... 
PHONESSURR 
Pre Out Setting 
SOUND DELAY 


LAN . 

LFEATT ( LFE アツテネータ ー) 
LOUDNESS . 


Manual SP Setup .27 

MIDNIGHT .2 已 

MPEG -2 AAC .43, 44 


アルファベット 


ARC .10. 31 

AUTO DELAY .26 

AUTO SURR .23 

Bi-Amp . 巨， 7, 扫 

BLUETOOTH アダプター .12, 21 

CENTER IMAGE . 吕 6 

CENTER WIDTH .26 

Channel Level .2 扫 

DIMENSION .2 扫 

DLNA .21 

DRC .26 

DTS .23, 斗 2 


ECO モード , 
EQ . 


.23 

.25 

.25 

.23 

.26 

HDMI . 9,1日， 11,2 日，31， 37 

HDMI によるコント□-ル機能 . 10, 31 

Input Assign .29 

iPod/iPhone . 13,17, 34 


FIXED PCM … 
FSS ADVANCE 
HEIGHTS 冉 IN … 


SOUND RTRV .2 已 

SOUND WING .23 

Speaker Distance .29 

Speaker Setting .28 

Speaker System .27 

S . R 冉旧 .23 

STEREO .23 

STEREO ALC .23 

UP MIX .24 

US 巨 .14,18, 34, 44 

X.Over .28 


CD 1 已已 3 9 己 
2 3 2 2 2 2 2 


2 6 5 
12 2 


51 


































































































































< 各窓□へのお問い合わせの時のご注意 > 

「012日」で始まる IS (フ U- コールおよび f© フ IJ- コールは、携帯電話 ■ PHS ■- 部の1 P 電話 
などからは、ご使用になれません。 

また、[一般電話】は、携帯電話 -PHS - I P 電話などからご利用可能ですが、通話料びかかります。 
正確なご相談対応のために折り返しお電話をさせていただくことびございますので発信者番号の通知に 
ご協力いただをますよラお願いいたします。 


ご相談窓□のご案内 ※番号をよくお確かめの上でおかけいただきまずようお願いいたします 


パイオニァ商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買いまめの販売店様へ 
お問いをわせ < ださい。 

商品についてのご相談窓 □ 

• 商品のご購入や取り撒い、故障かどラかのご相談窓□およびカタ□グのご請まについて 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

受付時間月曜〜金曜日:3□〜18:00、±曜日:30〜12:00、 13:00-17:00 (日曜■祝日■脾社が業曰は除く） 
■家庭巧才ーディオ/ビジュアル商品 la 0120-944-222 -般電話044-已 72 — 81 曰乙 

■ファックス 044-已 72-81 03 

■インターネットホームぺージ http :// pioneer . jp / support / 

《商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案巧-お客な登綠など 


修理窓口のご案内 ※番号をよくお確かめの上でおかけいただきまずようお願いいたします 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の做障かな？と思った5』を一度ご覧になり、故障かどうかご確認 
ください。それでも正常に動作しない場合は、①型名⑤ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓口 

参お買いボめの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付窓、 □ 

受付時間月曜〜金曜日:30〜18:00、 

±曜日:3日〜12:00、 13:00-17:00 (日曜■祝日■脾社な業曰は除く） 

匯電話 

爲〇12 0- 己一召10 さ 8 -般電話044-已 72-8100 

■フアツクス 

巧 0120-己 -81029 

■インターネツトホームページ 

http :// pioneer . jp / support / repair / 

※家庭用オーディオ/ビジュアル商品はインターネットによる慷巧のお申し込みを受付けてお0まず 

沖縄 サー ビス認定店（沖縄県のみ） 

受付時間月曜〜金曜日:3□〜18:00 (±曜.日曜-祝日.醉社休業日は除く） 

■ —般電話 

已9召一987— 1120 

■ファックス 

日日召- 987-1 121 


部品のご購入についてのご相談窓口 

♦部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入について 


部品受注センター 

受付時間月曜〜金曜日:3□〜18:00、 

±曜日:30〜12:00、13:00〜17:00 (日曜■祝日■脾社休業日は除く） 

匯電話 

Ifl 0120— 己一召10白已 

一般電請& 044—ち72—8107 

■ファックス 

0120— 己一810日已 



平成23年7月現在記載巧容は，予告なく変更させていただくことびあ D ますので予めご了承ください。 V日し04已 


魯2011パイオニ株式会社禁無断転載 

干21 2-0031 巧奈…県 j 11崎市幸区新ノ」\倉1番1号 


イオニア株式会社 
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